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突然のお見合い話




　くらっとするような高さのタワーマンションのダイニングルームで、私は画面越しに、映画を見ているかのような感覚に陥っていた。

　それくらい、信じられない光景なのだ。今のこの状況は。

「てっとりばやく夫婦らしい空気感を作るには、触れ合うことが一番だと、そう思わないか」

「お、思うのでしょうか……普通は……」

　さっきまでただ食事をしていただけのはずなのに、彼がゆっくりと立ち上がり、こちらに近づいてきた。

　クールな表情をいっさい崩さずにネクタイに手をかけた彼――三み津つ橋はし高たか臣おみは、ダイニングチェアに座ったまま石になっている私の顔を上から覗き込んでくる。

　横に自然に流した前髪……そこから見えるアーモンド型の綺き麗れいな瞳に吸い寄せられて、全身の血が顔に集まって熱くなっている気がする。

　三十三歳とは思えないきめ細かな肌も、すっと通った鼻筋も、形のよすぎる唇も、直視できないほどに美しい。

　横に立ったまま私を見つめていた彼の手が、そのまま私の背後に移動していく。

　高臣さんは私が座っているイスの背もたれに手を突いたまま、顔を覗き込んできた。木製のイスが、微かにギシッと軋む音がする。

　その音を合図に、恋愛経験値が中学生並みの私の心臓が、ドックンドックンと呼吸が困難になるほど激しく拍動し始める。

　二十七年間生きてきたけれど、こんな時の対処法が私の薄い辞書に載っているはずがなかった。

　あまりの近さに耐えられず、私は思わず目を背ける。

　……まずい。高臣さんの色香にあてられて、脳が正常に物事を判断できなくなっている。

　そしてついに、彼の手が顎に添えられて、強制的に目を合わせる形となった。

　キスを予想したその瞬間、なにかがプツンと切れてしまった私は、恥ずかしいくらいに取り乱して自分の顔を手で隠す。

「む、無理です！　あの、もう少し時間をもらえたらきっと……！」

「時間？　そんなもの必要ない」

「あの、私、緊張で今脳がまったく動いてくれなくて……」

「だったら、もっと動かなくさせてやる」

「え……、んっ」

　――自分の顔を隠していた手を瞬時に剥がされて、気付いたら強引にキスをされていた。

　全身が硬直して、もうなにも考えることができない。本当に頭の中を真っ白にさせられてしまった。

　しかも、想像以上に激しく強引なキス。

「た、高臣さっ……苦しい。んんっ……」

　胸を押し返して離れても、すぐに再び唇を求められた。

　この人は……間違いなく、〝獣〟だ。

　類い稀なる美貌と、カリスマ性で、なにもかもを手にしてきた……〝狩る側〟の人間だ。

　自分だけが乱された呼吸音、高臣さんの鋭い瞳、そのすべてに圧倒されて、私は言葉を失っている。

　ドクンドクンと高鳴っている自分の心音に、気が遠くなってしまいそうだ。

　私は今……、初めて婚約者とキスをしている。

　まるで食べるかのように強引で、脳の奥から溶けてしまいそうな、甘いキスを。

　私はなにも理解できないまま、そのキスを受け入れる他ない。

「高臣さん……っ」

　いまだに信じられない。

　まさか、老舗百貨店の御曹司である三津橋高臣さんと、政略結婚することになっただなんて――。

　今彼は、愛のない私にこんなことをして、いったいどんな表か情おをしているのだろう……。

　いつものように感情のない、冷たい瞳をしてるのだろうか。

　朦もう朧ろうとし始める意識の中、うっすらと瞼まぶたを開けると、彼は想像とはまったく違う表情をしていた。

　余裕のない熱のこもった瞳が、まっすぐに私だけを射い貫ぬいている。

「え……」

　唇が離れた瞬間、思わず動揺して声が漏れた。

　甘いキスに本当に脳まで溶けてしまったのか。私はふいに、とんでもなくバカな質問を彼へ投げかける。

「これは……政略結婚なんですよね？」

「……そうだ」

　ドクンドクンと、心臓が高鳴っている。

　余計な感情はいらないと言われたはずなのに、どうして一瞬でもキスに愛を感じてしまったんだろうか。

　私の戸惑いを包み込むかのように、高臣さんが私の頬を優しく撫でる。

　冷たい言葉とは裏腹な優しい触り方に、ますます勘違いしそうになる。

　私たちは完全にお互い合意の上で、愛のない政略結婚を選んだはずなのに――。




〇




　古い木造建築の実家には、餡あん子この甘い匂いが沁み込んでいる。

　創業八十年を迎える和菓子屋――『菓か匠しょう・高たか梨なし園えん』は、近隣のお客さんを中心に長らく愛され続けている私の実家だ。

　場所を変えずに、ここ神楽かぐら坂ざかでずっと変わらない味を守り続けている。

　名物は餡子がたっぷり入ったどら焼きで、平日でも午前中には売り切れてしまうほどの人気商品。

　接待で大量に買ってくれる人もいれば、おやつの楽しみにとひとつ買ってくれる人もいる。

　丁寧に炊いたうちの粒餡が最高に美お味いしいと、これまでメディアに何回も取り上げられた。

　そんな高梨園は、私の一番の誇りだ。

「あら凛りん子こ。またうちに戻ってきてたの。仕事大変だろうに」

　お店の営業終了後に台所に入ってきた私に、母親が驚いたように声をあげた。

「お母さん、そんなこと気にしないで。明日はお茶会用の発注があるし、忙しいでしょ」

　仕事が休みの日に、私は月に三回のペースで実家に戻ってお店を手伝っている。

　ひとり暮らしの家から実家までは電車で三十分ほどで、たいした距離ではない。

　私の実家は一階がお店で、二階が台所と居間、三階が寝室という造りなので、餡子の甘い香りがそこら中に漂っているのだ。

　お店の掃除も終わり、母は夕飯を作っている最中だった。

　薄手のコートを脱ぎ、頭皮を締めつけていたヘアゴムを取ると、ひとつにまとまっていた髪の毛がぱさっと腰まで広がる。仕事モードをすべて解除してから、母が作っているご飯を覗きに行った。

　お店を手伝いに来たというのは本当だけど、じつは母の手料理が食べたくて実家に帰ってきているのも大きい。

　甘じょっぱい醤油が染み込んだ里芋の煮っころがしは、私の大好物だ。

「わーい、仕事終わりに手料理が食べられるなんて最高。あ、そういえば、今日お父さんとお兄ちゃんは？」

「お父さんは、急に昔の同期に呼ばれて飲みに行ってるよ。隆たかしも今日はまかない食べずに家に帰ってるわ」

「そうなんだ。じゃあふたりの分も食べられるね、この煮っころがし」

「もう、そんなに食い意地はってどうするの……管理栄養士なのに」

「だってお母さんの手料理好きなんだもん。ちょっとひとついただきまーす」

「こらっ、はしたない。つまみぐいしないの」

　ほくほくとした里芋の食感に、心がほわんと優しくほぐれていく。

　母が作る手料理は、うちの和菓子とおんなじ柔らかい味がして大好きなんだ。

　高梨園の和菓子は、店頭販売の他、お寺や茶道会館、ホテルの茶室などにも販売しているので、まとめて発注が来た時はとても忙しくなる。

　しかし、近頃は徐々にまとまった発注が少なくなっていた。

「最近売り上げ、どう……？」

「そうねぇ、ホテルが潰れてしまったのがやっぱり痛いわね……」

「そっか……。ねぇ、うちって、やっぱり百貨店とかには商品出さないの？」

「お父さんが、どうしてもね……」

　じつは、一番大きな取引先だったホテルが潰れてしまい、店の売り上げは最近厳しい。

　長くお付き合いのあるお客さんは変わらず来てくれるけれど、空いた分の穴を埋められるような新規のお客さんが増えていないのだ。

　うちは鮮度が命の和菓子なので、全国への宅配などは請け負っていない。

　何度かデパートへ出店するオファーが来たけれど、父は頑なに『自分の目が届かない範囲でうちの商品は売れない』と、質が落ちることや接客を危惧して断り続けているのだ。

　なにかしてあげたいけれど、頑固な父を説得できる気もしない……。

　今はとにかく、愛のこもった和菓子を作り続けることしかできない。

　母の手料理でスタミナをつけて、明日しっかり役に立てるように頑張ろう！

「あれ？　凛子また来てたのか」

　そんなことを思っていると、うしろから名前を呼ばれて、里芋を頬張りながら振り返った。

　そこには、真っ白な仕事着姿の若き和菓子職人――私にとっては幼なじみの、永えい亮すけがいた。

　長身の彼は、背の低い我が家の勝手口をくぐって入り、呆れたような顔で私を見つめている。

「ほぼ毎週つまみぐいしに帰ってきてんのか、お前は」

「だって美味しいよ。永亮も食べる？」

　菜箸で掴んだ里芋を永亮の口元へ持っていくと、彼は心底嫌そうな目つきで「あーん」されるのを拒否した。彼の悪態はいつものことなので私はまったく気にしない。

「京きょう香かさん、明日の下準備も全部終わったので、お店の鍵ここに置いておきますね」

「お疲れ様、永亮さん。凛子もいることだし、夕飯食べていく？」

「いや、せっかくの親子水入らずを邪魔するわけにはいかないので」

「幼なじみなんだから、遠慮することないのに。お茶だけでも飲んでいって。今凛子が淹いれるから」

　母親は相変わらずさらっと仕事を振ることがうまい。

　思い切り不服な顔をしながら急須を棚から取り出すと、永亮は「じゃあお茶だけ」と言ってダイニングチェアに座った。

　彼はバサッと仕事着を脱いで、うちの店名の刺繍が入った帽子を外すと、黒い短髪をさっと整える。

　同い年の永亮とは幼稚園の頃からの付き合いだけれど、こんなに不愛想なくせに女の子にはなぜかウケがよくて、高校ではよく告白の協力をさせられていた。

　一方で私は恋愛経験に乏しく、大学生時代にひとりだけ付き合った程度だ。

　永亮は今も神楽坂のマダムたちに大人気らしく、テレビ取材が来る時は必ず彼がレジを任されている。

　なんで昔からこいつはそんなに人気者なんだ……という目でお茶を出すと、永亮は切れ長の目で「なんだよ」と睨み返してきた。

「お前、管理栄養士の仕事はどうなの？」

「うん、毎日忙しいけど、楽しくやってるよ」

「五年は外で働く約束だったんだっけ？」

「約束っていうか……私のワガママ聞いてもらっただけというか」

　社会人になって、管理栄養士として百貨店の社員食堂で働くようになり五年目。

　前々から上司には相談済みだけれど、秋には仕事を辞める予定だ。

　幼い頃から食べることが大好きだったから、食について学んでいきたいと思って、大学は管理栄養学科のある学校へ進んだ。

　兄と一緒に小さい頃からお店を手伝ってきた私は、このお店を守る決意を固めるのに時間はかからなかった。

　でもその前に、外の世界を見て、和菓子離れをしている今の若い人たちの味覚の好みを学びたい……そんなワガママを両親は受け入れてくれたのだ。

　夢は、体に優しく、栄養価の高い和菓子を開発して、幅広い世代にうちの和菓子を知ってもらうこと。

　自分で五年という勉強期限を決めて、私は実家を出てひとり暮らしを始めた。

　兄も結婚して、お嫁さんと一緒に近くのマンションに住むことになったため、一気に実家に住む人数が減って寂しくなったものの、父にも母にも反対されることはなかった。

　両親に感謝しながら管理栄養士の委託会社に入社し、現在の働き先は銀ぎん座ざの一等地にある百貨店『三み津つ橋はし』の社員食堂に割り振られている。

　シフト制で休みがまばらでも、私は地道に実家に通って和菓子作りを学ぶ日々を送っていたのだ。

「でも、もうすぐ帰ってくるんだよな」

　永亮の言葉に、少しだけ気が引き締まった。

「うん、あと数カ月、しっかり学んで帰ってくる」

「またうるさくなるな……。お前餡子つまみぐいすんなよ」

「しないよ！　いくらなんでも！　でも味見はすべきだよね」

「味見とつまみぐい混同すんな」

　永亮はまた呆れた目つきで私を見てから、「まあでも、頑張ったんじゃん」とぼそっと呟いた。

　まだあと少し時間があるけれど、私は来年この店に戻ってくるんだ。

　今は、売り上げ低減に加え家賃が高騰し、なかなか難しい状況にあるが、新規のお客さんを増やすことに力を注ぎたい。もらった時間を無駄にしないように、最後までしっかり管理栄養士として勤めよう。

「凛子、帰ってきてたのか」

　そんなことを思った矢先、再び私を呼ぶ声が聞こえて、勝手口を振り返った。

　そこには、なんだかいつもと様子が違う父がいた。

　私服姿の父は、私を見るや否やなにか言いたげにしている。

「お父さん、お帰りなさい。友達と飲んできたの？」

「ああ、会社員時代の同僚とな」

　じつは父は和菓子屋を継ぐ前に、結構大きな財閥系の会社で社員として働いていたのだ。一度外に出て働いてこいというのは、おじいちゃんからの教えだったのかもしれない。

　永亮は席を立って、さっとお湯を急須に注ぎ父にお茶を出している。さっきの悪態はどこへやら……私に対するのとは打って変わった礼儀正しい態度だ。

「そんなに仲いい同僚だったの？　お父さんが会社員時代の人と飲むなんて珍しい」

　父はイスに座ると、お茶をひと口飲んでから私の質問に答えた。

「部署が同じで随分気が合ってな。うちの和菓子が好きだと、俺が会社を辞めてからもずっと買いに来てくれていたんだ」

「へぇ、うれしいね。私も会ったことあるかもね」

「名前は[image: ]たか橋はしというんだが、じつは会社では偽名を使っていたと言いだしてな……」

「え……、なにそれ！　どういうこと？」

　話が急展開になり、私と永亮は目を丸くして驚いた。

　父が動揺していた理由はそれだったのか……。

　社内で偽名を使うだなんて、いったいどういうこと？

「じつは、社長のご子息だったそうで、周りに気を使わせないために偽名を使っていたんだそうだ」

「ということは、三大財閥の三津橋家の人ってこと？」

「そうだ。たしか凛子の百貨店も、三津橋家の経営のひとつだったよな」

「う、うん。私は、委託だから直接は関わりないけど……すごいね。スーパー御曹司だったんだ」

「いやあ、時折品がいいと感じたのはそういう理由だったのかと」

　まいった、と言って父は頭をがしがしとかいた。

　料理をしながら話を聞いていた母も、「まあそうだったの」と驚いた声をあげている。

　しかし、永亮だけは真面目な顔で、父がこれからなにを言おうとしているのか予測していた。

「玄げんさん、もしかしたら百貨店への出店を持ちかけられたのですか？」

　永亮の質問に、父は戸惑いの色をよりいっそう濃くした。

　そうか、同僚のよしみでそんな話を持ち出されてもおかしくはない。

　新しい場所でうちの商品が売られることは……、私的にはチャレンジしてみたいことだ。

　ごくりと生唾を飲み込んで次の言葉を待っていると、父は首を横に振った。

「それだけの話ではない」

「え？　どういうこと、お父さん」

「凛子に、三津橋君の息子からお見合いの申し出があった。家族になれば、本当の意味で責任を取れると……」

「は……？」

　衝撃的な言葉を聞いて、私はもうひとつつまみぐいしようとしていた里芋を思わず取り落とした。

　私の横にいる永亮も、予想外すぎる展開に目を丸くして固まっている。言葉も出ないといった様子だ。

　私も同じだ。耳を疑うような話だが、父はつまらない冗談を言うような人間ではない。

「三津橋君の息子……高臣君は、凛子の職場の百貨店の代表だ」

「う、嘘でしょ。無理無理、無理。そんな格式高い人となんで私が……」

「玄さん、それは政略結婚の申し出ということですか？　確かに今までどこにも外部に出店してこなかった高梨園の商品が初出店されるとなれば、あちらにもそこそこの話題提供ができるはずです」

　せ、政略……!?

　永亮の口から飛び出した漫画みたいなワードに、私は今度はお茶を吹き出しそうになった。

　父は腕を組みながらずっと渋い顔をしていて、「政略結婚」というワードをまったく否定しない。

　なんとも言えない沈黙を破ったのは、母だった。

「結婚相手も、結婚するもしないも、全部凛子が決めることです。なにも迷うことなどありません。お断りしましょう」

「お、お母さん……」

「自分の人生は自分で決める、それがうちの家訓じゃないですか。お父さん」

　母の必死な言葉に、父は「そうだな」と首を縦に振った。

　なぜか永亮も隣で、少しホッとしたような顔をしている。

「凛子。さっきの話は聞かなかったことにしてくれ。断っておくから」

「き、聞かなかったことになんてできるわけないけど、とりあえずわかった……」

　父と母の会話に安堵しつつも、なぜか心の片隅で「これでいいのだろうか？」と思っている自分がいた。

　確かに私が家族になってしまえば、外部に任せたくない父も、百貨店への出店を考えてくれるはず。代表が夫だったら、いきなり契約を切られるということもないだろう。

　でも、そんな愛のない結婚、自分にできる気がしないし……。

「お、管理会社から電話だ」

　もんもんとしていると、この建物を管理している会社からの電話で、父のスマホが震えた。

　なんてタイミングなんだ。

　管理会社から直接電話がかかってくるなんて、嫌な予感しかしない。

「家賃の値上げ……」

　誰もが予感していることを、永亮が隣でぼそっと呟いた。

　たった数万の値上げでも、商品の単価が低いうちでは、和菓子何個分に相当するのか考えるだけで頭が痛くなる。しかもここは神楽坂の駅近だ。ただでさえ相場は高い。

「来月からさらに家賃が上がるそうだ」

　誰しもそうでないことを願ったが、電話内容は家賃値上げの通告だったようだ。

　いつも冷静な父だけれど、今回ばかりは落ち込んでいる様子だ。

　そんな姿を見た途端、私は衝動的にイスから立ち上がっていた。

　そして、お父さんの顔をまっすぐ見つめて提案したのだ。

「私、とりあえずお見合い受けてみる」

　――動かなければ、なにも決められない。

　それはいつも、人生の大事な分岐点に立った時に、自分を奮い立たせるために言い聞かせていた言葉だった。

　まだまだ未熟な私には、兄や永亮のように、商品づくりに貢献できる力もない。

　でも、なにもできないままじゃこのお店はなくなっちゃう。

　しかもお相手は老舗百貨店の代表取締役。ビジネスのチャンスに繋がる話はたくさんあるはずだ。

　それに、この年まで恋愛もそこそこで、結婚のことなんて考えてもこなかった。

　自分にはこのくらい強引な話の方が合っているのではないか……なんて、無理やり自分を納得させる。

「お父さんお母さんの言う通り、結婚するかしないかは自分で決めるよ。もしかしたらすごくいい人かもしれないし」

「凛子……」

　お母さんが心配そうな顔で私を見つめているが、私は安心させるように笑顔を返した。

「ていうかその前に、向こうも会ってもいない私と結婚したいと思うかどうか、わからないしね……あはは……」

「まあ、確かにな」

　隣にいた永亮が即答したことに少し苛立ったが、私は彼の発言を無視して話を進めた。

　とにかく、会ってからすべてを決めよう。

　頑固な私は、自分で決めたことを曲げないということを、父も母も知っていた。

　渋い顔をしている父に、念押しするように確かめる。

「もし私がその人と家族になったら、百貨店への出店は考えてくれるの？」

「…………」

「お父さん、私、このお店がすごく大事なの。変わらないものを守るためには、変わらなきゃいけない時もあるって、おじいちゃん言ってたじゃん」

　死んだおじいちゃんがよく言っていた言葉を伝えると、お父さんは小さな声で「そうだな」と呟いた。

　その言葉を聞いて、私はがぜんこのお見合いに意義を見出していた。

　こうして、私の人生初のお見合いが決まったのだった。










はじめまして、婚約相手様




　お見合いの場所は、都内の高級料亭でと連絡が来た。

　そして今、私と母と父は、先にお店に到着し、お相手が来るのを待っている状況だ。

　人数にしてはだいぶ広いお座敷を貸し切り、中庭には美しい桜がまだ少しだけ花を咲かせている。

　父がお見合いの申し出をＯＫすると、三津橋さんはとても喜んで、すぐにこのお店を手配してくださった。

「お母さん、こんなにいい着物持ってたんだね」

「綺麗に保管しておいて本当によかった。凛子、やっぱり着物似合うね。肌が白くて、薄い和顔だからかしら」

「薄いは余計だよ」

　お店に立つ時は、たまに着物を着る機会はあったものの、こんなに格式高い着物を身に纏まとったことは初めてで、緊張感が増してしまう。

　刺繍の伝統技術が駆使された赤い振袖には、華やかな牡ぼ丹たんの花が下に行くほど多く咲き誇っている。

　母が父とお見合いをした時に購入したものらしく、年月は経っているものの、かなり上質なものだと素人目にもわかる。

　この着物を着る前まではそこまで緊張していなかったが、今頃になって急に心拍数が上がってきた。

　お相手は日本人なら誰もが知っている財閥の御曹司……。

　普通に生きていたら、会うこともない人だ。

　神楽坂の高校に通っていたので、そこそこのお金持ちが集まる環境にいたが、こんなに桁外れな富裕層はさすがにいなかった。

　しかし、そんなお金持ちならお見合いなんてせずとも、相応のお嬢様が周りに何人もいるだろうに。

　急なことだったので、写真も見ずにこの日まできてしまったが、もしかしたらものすごく性格に難があったり、服装が派手だったり、ワガママだったりするのだろうか。

　不安が渦巻いて、膝の上に置いた手に汗がじんわりと浮かんできた頃、すっと襖ふすまが開いて、空気が変わった。

「いや、申し込んだ側が遅れて申し訳ない」

　申し訳なさそうに入ってきたのは、父の旧友であり、現三津橋財閥の中心となる方……三津橋文ふみ博ひろさんだ。

　灰色の高そうな着物を身に纏い、明らかに普通の六十代とは思えないオーラと若さを持ち合わせている。

　そんな彼のうしろに、さらに華やかなオーラを放っている人が見えた。

「三津橋高臣と申します。本日はよろしくお願いいたします」

　――どんな優美な景色も霞むくらい、高臣さんは美しかった。

　涼しげな目と視線が合った瞬間、呼吸の仕方を一瞬忘れた。

　しっとりとした美しい光沢のあるダークグレーのスーツを、寸分の狂いもなく着こなし、艶やかな黒髪はピシッと上品にまとめている。

　歩くマネキンのようなスタイルのよさに、私は言葉を失ってしまった。

　ふたりの到着に、私もすぐさま手を突いて、挨拶を交わす。

　父親の文博さんは、想像と違いとてもおだやかな雰囲気の方で、目が合うと早々に話しかけてくださった。

「今日は女房の体調が悪く、ふたりですまないね。凛子さん、着物がとても似合っている」

「お、恐れ入ります……」

「玄、今日はお店があるのに時間をくれてありがとう」

「文博、お前は昔から決断が急だな。今日はよろしく頼む」

　仲睦まじそうに父と話している姿を見て、本当にふたりは仲がよかったのだと実感した。

　文博さんを、確かに何度かお店で見たことがある。

　とても気品のあるおじさまだったから、記憶に残っていた。

　私はガチガチに緊張したまま、文博さんからの質問に答えることで精いっぱいだった。

「うちの家族は高梨園の和菓子が大好きでね。近くに行った時はいつも買ってますよ」

「ありがとうございます。うちの菓子を褒めてもらえることが一番うれしいです」

「凛子さんも、いずれお店を継ぐ予定なのかな」

「はい。兄がおりますので、私はサポートする形でと思っていますが……」

「そうですか。あの味を守っていただけるなんて、客として本当にうれしい限りです」

　三津橋家の一員となった人たちは、基本的には仕事を辞めるか三津橋家の仕事を手伝うこととなっているのだろう。

　だとしたら、兄と一緒にお店を継ぐ身である私との結婚は、相手にとって条件がよくないはず。

　いったいどうして、こんなに見た目もスペックも一般人離れした高臣さんと、私はお見合いをしているんだろう。

　私の疑問が文博さんに伝わってしまったのか、彼はおどけたように話し始めた。

「じつは、息子は仕事一筋のロボットのような人間でね。どんな見合い話も断っていたんです」

「え……」

「それがどうしたことか……。凛子さんの話をした途端、ぜひ見合いをお願いしたいと言ってきてね。今、凛子さんは奇遇にもうちの百貨店本店の食堂で働いているんだよね？」

「は、はい。委託なので、いつ異動するかわからないですが」

　仕事人間っぽい感じはとても伝わってくるけれど、ずっと縁談を断り続けていたなんて、ますますどうして今回は申し出てくれたのかが、わからない。

　疑問がありすぎて、思わず眉間にしわが寄りそうになったところで、高臣さんが静かに口を開いた。

「ご挨拶早々に申し訳ないのですが、ぜひ凛子さんとふたりきりで、お話しさせていただけませんでしょうか」

　頭を下げてお願いされ、私は突然のことに戸惑い、両親に救いの視線を送った。

　すると、母が慌てて顔を上げるように高臣さんにお願いする。

「どうぞお顔を上げてください。若いふたりでお話しした方が、お互いのことがわかるでしょうから。ねぇ、凛子」

「ぜ、ぜひ、よろしくお願いします」

　母の言葉に押されて、私もぺこりと頭を下げた。

　母は、一対一で話して、きちんと高臣さんの人間性も見てきてほしいという思いなのだろう。とても真剣な顔をしていた。

　高臣さんは表情ひとつ変えずに御礼を伝え、「中庭を一緒に歩きませんか」と提案してきた。

　私は言われるがままに頷うなずき、着物が乱れないようにゆっくりと立ち上がると、桜の花が綺麗な中庭へと向かった。




　いったい、なにを話したらいいのだろうか……。

　高臣さんの後をついて、ぐるぐると頭の中で会話のネタを考えながら石畳の上を歩く。

　そういえば、勢いあまってお見合いに挑んだけれども、永亮以外の男性とふたりきりになったのは、何年ぶりだろうか。

　いや、自分の経験値が足りないのはいまさらどうすることもできない。

　それよりも、聞きたいことがある。

　どう考えても、高臣さんにとってメリットが少ないこのお見合い……どうして申し出てくれたのだろうか。

「凛子さん」

「は、はい！」

　両親のいる部屋からは見えない距離まで離れると、高臣さんはぴたりと歩みを止めた。

　ゆっくりと私の方を振り返る時に風が吹いて、本当に映画のワンシーンのように美しくて震えた。

「……正直な話をしてもいいか」

　先ほどまで敬語だったのに、急に冷たい口調でそう問いかけられたことに驚きながらも、私はこくりと頷く。

「この縁談は、ビジネス的な繋がりがあってこその縁談だと思っていてほしい」

「え……」

「傷つけたくないから先に話しておくが、もし君が少しでもこの縁談に興味があるのなら、政略的な関係性だという前提を承知の上で、ここから先を進めたいと思っている」

　まさか、こんなにストレートに話を持ちかけられるなんて。

　本当なら少しは傷つくような場面なのかもしれないけれど、私は傷つくどころかその話に興味がわいた。

　ずっと聞きたかった質問があり、私はすかさず挙手をした。

「あの、ひとつ聞いてもいいですか。うちのような古い和菓子屋と仕事をしても、高臣さんの会社にとってメリットは微々たるものにすぎないと思うのですが……。正直目的が見えなくて、そこが不安です」

　正直にそう言うと、高臣さんは一瞬だけ意外そうな顔をして、「そんなことを思っていたのか」と呟いた。

　むしろ、私も政略的な結婚前提で来たので、そんなことしか気になっていなかったのですが……。

「高梨園の和菓子は、一般にはお取り寄せを請け負っていないにもかかわらず、メディアに何回も取り上げられ、知名度は抜群だ。規模が大きければ、間違いなく日本のトップ３には入る和菓子屋だ。実際に何度も出店のオファーが来ていただろう。十月のリニューアルオープンに向けて、もしそんな高梨園をうちの百貨店で出せたなら、話題性は抜群だ」

「でも、それにしても、結婚を代償にしてまでの収益はないかと思いますが」

「君が思っている以上に、俺は結婚にこだわりはない。どうせ結婚するなら、仕事上で新しい可能性を持った相手としたいと思ったまでだ」

「なるほど……」

　でも、それだけじゃまだ納得ができない。

　ビジネス上で新しい可能性を持ったお相手は、彼ならたくさんいたはずだ。

　全然納得しきっていない私を見て、高臣さんは「まだ疑いがあるか」と問いかけたので、私はバカ正直にこくんと頷いてしまった。

　しばらくの沈黙が流れたが、高臣さんはふと私が手に持っていたものに気付いて、「それは」と指をさしてきた。

「あ、これ、ご挨拶の時にお渡ししようとしていたうちの和菓子です。すみません、なぜか緊張してバッグと間違い持ってきてしまいました」

　部屋においておけばよかった……。慌てていたことがばれてしまい恥ずかしい。

　赤面しながら和菓子をうしろ手に隠すと、高臣さんは私のそばにふと近づいてきた。

　長身の彼が少しかがむと、ふわっと香水のいい香りがほんのり漂って、心臓がドキンと大きく高鳴った。

「これは、春限定の商品では」

「あ……はい！　桜の餡を使った生菓子なんです。四月限定の商品で、お店だと午前中には売り切れてしまうんです。餡には桜の香りも、ほどよい塩気も絶妙に混ざっていて、口の中に入った瞬間春の風が感じられるというか……」

　そこまで早口で語ってから、私はハッとした。

　高臣さんにとってまったく興味のないことを、こんなにも熱く語るなんて。

　昔から自分の家の和菓子のことになると、我を忘れて語りすぎるという悪い癖が出てしまった。

　きっと彼も呆れ返っているだろう。

　さらに赤面しながら彼の顔をおそるおそる見上げると、そこには予想外に優しい顔をした高臣さんがいた。

　あ、この人、瞳の奥はなんだか優しい色をしている気がする。

　そんなことに、今この瞬間気付いた。

「……本音を言うと、高梨園の経営がそんなによくないと聞いて、守りたいと思ったんだ」

「え……」

「高梨園の和菓子は幼い頃から食べていた思い出の味だ。家族の形も、仕事環境も、周りで働く仲間も、日々めまぐるしく変わる中で、変わらないものがひとつあるだけで、心が落ち着いたりする」

　さっきまでの冷たい瞳はどこへやら、うちの和菓子を見つめる高臣さんの瞳の中には、優しい色が混じっていた。

　――彼は本心で話してくれている。

　そう感じとるには十分すぎるほど、彼の声音は柔らかかった。

　本当にうちのお店を守りたいと思って……高臣さんにとっての〝変わらないもの〟を守りたいと思って、この縁談を申し出てくれたんだ。

　なんだか、胸の奥が熱くなってくる。いったい、この感情はなんだろう。

　さっきまでの警戒心がするすると嘘みたいにほどけて、高臣さんに対する信頼感でいっぱいになってしまった。私はなんて、単純な人間なんだ。

「君が信じられないのも無理はない。赤の他人が店を守ろうだなんて、余計なお世話だと感じたのなら、今断ってくれていい」

「高臣さん……」

「何度も言うが、俺は結婚相手になにも求めない。これは政略結婚だから、気持ちなんていっさいいらない。俺は守りたいものとビジネスのチャンスが重なっただけで、この縁談を申し込んだ。もしそれでもいいなら――」

「高臣さん……、ありがとうございます……！」

　私はうれしくたまらなくなって彼の言葉を遮り、思わず彼の手を掴んで、笑顔で御礼を伝えた。

　私たちの間に愛のない結婚だとしても、高臣さんはうちの店に愛を持ってくれている。

　十分すぎるほどの、条件だ。

　もしかしたら、私が結婚する上で一番大事な条件だったかもしれない。

　うちの和菓子を愛し、大切に思ってくれていること。

　守りたいと思ったという言葉に、うれしくて、涙が出そうになった。

　この人と、新しい一歩を踏み出そう。私の決意は、もう固まった。

　私たちの結婚は普通じゃないけれど、いろんな夫婦の形があっていいはずだから。

「高臣さん、この縁談、謹んでお受けさせてください」

　満面の笑みの私を見て、高臣さんがなぜか固まっている。

　ずっと眉間にしわを寄せていた女が突然明るくなったので、感情の起伏の激しさに驚いているのだろうか。

　なんとも言えない間に困り果てていると、彼はハッとしたようにようやく口を開いた。

「……そんなに簡単に決めていいのか」

「はい！　私、決断力だけはあるんです」

「いまさらだが、好きな人や彼氏はいないのか」

「いません。元カレの顔もおぼろげなほど、恋愛からは遠ざかっておりましたので」

「そうか……」

　高臣さんはなにかに動揺しながら、自分の胸を押さえて自問をし続けている様子だ。

　あまりに私があっさりと返事をしてしまったものだから、困惑しているのだろうか。

　これは彼を安心させなくてはならないと、私は必死に会話を続ける。

「あの、愛がない結婚というのも、十分承知の上ですので、後から面倒なこと言ったりしません」

「…………」

「なんなら、プライベートでは別々に暮らして、高臣さんは今まで通りの生活を送っていただいても」

「ダメだ」

「え……？」

　強めの『ダメだ』という言葉に、今度は私が驚き一瞬固まってしまった。

　子供のような言い方をした高臣さんを見て、私は目を丸くする。

　ダメだとは、いったいどういう意味で……？

　高臣さんは自分の口から反射的に放たれた言葉に動揺したようだが、すぐに冷静さを取り戻して再び口を開く。

「君の両親も、そんな生活を送ったら心配するだろう」

「確かに……。両親は政略結婚を心からは望んでいません」

　なるほど、そういうことか。

　そんなことまで心配してくれるなんて、高臣さんはじつは本当に優しい人なんだな。

「俺の父はともかく、極力周りには政略結婚と知られないように、努めるべきだ」

「そうですね。周りの人を不安にさせることはよくないですから。バレないように、演技頑張ります！」

　拳をグッと握って頑張る宣言をしたが、なぜか高臣さんはますます眉間にしわが寄っている。

　まだなにか不安な要素があるのだろうか……。

　申し訳なく感じた私は、さらに安心させるために力強く宣言した。

「私、絶対高臣さんに恋愛感情抱かないように努めるので、安心してください！」

「…………」

　ハキハキとした口調で、誠意を込めて伝えたつもりだが、高臣さんの眉間のしわは深くなるばかりだった。

　いったいなぜ？　いまさらタイプでないことに気付いて、この縁談に乗り気でなくなったとか……!?

　長い長い沈黙に不安な気持ちでいっぱいになっていると、突然グッと腰を抱き寄せられた。

「え……、高臣さ……」

　高臣さんの広い胸に突然抱き寄せられ、私は迂う闊かつにもドキドキしてしまった。

　好きにならないようにしても、男性経験の少なさのせいで、どうしても動揺してしまう。

　突然の行動にキャパオーバーしそうになっている私に、彼は真剣な声で、耳元で甘く囁ささやく。

「……わかった。凛子はもう、俺のものだ」

「え……」

「もう撤回はできないぞ」

　政略結婚なのに、突然どうしてそんな甘い言葉を言ってくるのか――。

　恋愛偏差値が低い私には難しい課題すぎて、理解が追いつかない。

　わからない部分が多いまま、私と高臣さんの政略結婚はスタートしたのだった。










夫婦なら……




　八畳の１Ｋに住んでいた私が、まさか今日からこの見上げるほどの高さのタワーマンションで同棲をすることになるだなんて。

　私は少ない荷物をバッグに詰めて、茫然とロビー前で立ち尽くしている。

　もともと高臣さんが買っていたマンションに、私も今日から一緒に住むことになったのだ。

　荷物の整理をしていたら、夜になっていた。

　高臣さんのためを思って、別々に暮らしてもいいと提案したのだけれど、彼はそれだと怪しまれるの一点張りで、部屋も余っているからと少し強引に説得された。

「やっていけるかな……」

　神楽坂でずっと地元の人に囲まれて育ってきた。

　見渡す限り高層ビルだらけのこの都会のど真ん中に、はたして馴染める日が来るのだろうか。

　一抹の不安を抱きながらも、私はぶんぶんと首を横に振って「頑張るぞ」と自らを鼓舞して足を進めた。
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　――結婚前提で高臣さんと交際したいと両親に告げたのは、今からつい二週間前のこと……お見合いした日の翌日だった。

　ふたりは目を丸くしたまま固まっていたけれど、私はもう決めたことだからと、力強く説得した。

「高臣さんの人間性もしっくり来たの。だから、結婚前提に進んでみたいと思う」

「り、凛子……。本当に？　お店のためを思って無理してない？」

「してないよ。ふたりで話した時、本当に意気投合したの。今までもそうやって進んできたけど、私、自分の勘を信じてるから」

　あながち嘘ではない。

　高臣さんのうちの店を思う気持ちはとてもうれしかったし、人間性も信用できると思った。

　政略結婚の件も、最初からとても割り切っていて話が早かった。そういった意味で意気投合できたと思う。

　両親はしばらく沈黙したまま動揺しているようだったけれど、私は揺るがない。

　ふたりが話さないのなら、と、私は押さえておきたい本題に移った。

「高臣さんは、本当にうちの和菓子を愛してくれてた。私……、高臣さんの会社となら、新しいことにチャレンジしていいと思うの」

　父は私の真剣な様子に少し驚きながらも、「そうか……」と呟いて腕組みをした。

　そんな父に、私は畳みかけるように提案をする。

「高臣さんのお父さんも、すでにうちの出店を希望しているんだよね？　もし銀座に店を持つことになったら、私、その新規店舗に立ちたい。そうしたら、お父さんも安心して和菓子を提供できるよね？」

「凛子……」

「うちの和菓子を本心で好きでいてくれる高臣さんと一緒なら、頑張れると思ったの」

　最後のひと押しが利いたようで、ふたりは顔を見合わせて、静かに頷いた。

　私の瞳に嘘がないと思ってくれたのか、それともこの状態の私は一歩も引かないということを知っていて、根負けしたのか。

　父は、いろんなことを頭の中で考える素振りを見せた後、私の顔をまっすぐ見つめてこう宣言した。

「……わかった。高臣君と、その話を進めてみよう。凛子、その時は銀座店を任せたぞ」

「はい……！」

　重い責任を感じる。だけどそれ以上に、私はワクワクしていた。

　ずっとこのお店を本店の経営だけで守ってきた父のためにも、変わらない味と、新しい味を届けられるよう、私はもっと成長しなければならない。

　そう自分に言い聞かせていると、父は声のトーンを一段階下げて、念押しした。

「その前に、もっと大事なことがある」

「はい」

「高臣君と、ちゃんと幸せになること。仮の婚約期間中に、しっかり歩み寄るんだぞ」

「お父さん……」

「お前は、勢い任せな時があるから。その後の人生をともにする家族を持つということの意味を、日々ちゃんと考えて、高臣君と仲よくしなさい」

　父の言葉に、隣にいた母もうんうんと頷いている。

　母はテーブル越しに私の両手を包み込むと、「私は凛子が笑顔ならなんでもいいんだから」と笑って、こう続けた。

「凛子。高臣君を気に入ったのは本当なのかもしれないけど、少なからずウチの店を守ることありきで決めた婚約だってことは、私もお父さんもわかってるんだからね。もしツラくなったら、帰ってきなさい。お店はなんとでもなるから」

　母の言葉に、私は少し涙腺がうるっときてしまった。

　父も母も、私の考えなんて、お見通しだったのだ……。それでも、私が決めたことを受け止めてくれたのだ。

　よき仕事のパートナーとして、私もしっかり高臣さんと向き合おう。

　まあ、高臣さんが嫌がらない範囲で……だけど。

　政略結婚といえど、〝家族〟を持つことの重みを、父に言われるまで私は実感できていなかった。

　せめて高臣さんがなにかに困った時は助けてあげられるように、そんな妻になろう。

　高臣さんは、うちのお店を救いたいと思って、お見合いを提案してくれたのだから。

　そうして、私は私なりに高臣さんに歩み寄ることを誓って、お見合いの話を進めたのだった。
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　エントランスの鍵を解除してもらい中に入ると、自動ドアが開き、豪華なエントランスホールが目の前に広がった。

　ラウンジには高級そうな革張りのソファーが並んでおり、住人が何人か自由に過ごしていた。

　中庭を囲むような設計のマンションのため、ソファー席からは、ライトアップされた美しい庭が眺められるようになっている。

　セキュリティがあってないような１Ｋのアパートに住んでいた私には、目のくらむような景色だ。

　ひとまずここで待てと言われていたので、荷物を持ったまま大理石の床に立ち尽くしていると、急にふっと両手が軽くなった。

「随分荷物が少ないな」

「あっ、高臣さん！」

　あまりに豪華絢けん爛らんな景色に気を取られていると、いつのまにか高臣さんがうしろからやってきて荷物を持ってくれた。

　高臣さんも今日は休日で、白シャツにパンツスタイルというシンプルな格好をしている。

　あれよあれよという間にメッセージのやり取りのみで仮交際が始まり、一緒に住むことになったので、正直いまだにこの人と暮らすということに実感がわいていない。

「ここはセキュリティが三重になっている。今から案内するから覚えてほしい」

「三重……」

「め、面倒くさい……」という言葉を胸の奥底にしまって、私は言われるがままに高臣さんにマンション内を案内してもらった。

　高臣さんの部屋は二十階にあるそうだ。

　厳重なセキュリティを解除して、ついに高臣さんの部屋のドアを開けると、そこにはまったく生活感のない部屋が広がっていた。

　薄暗いライトアップがされている部屋は、全体的にモノクロの家具でそろえられていて、無駄なものがいっさい外に出ていない。

　壁に掛けられたテレビの前に、グレーのＬ字型ローソファーが置かれ、あとは本棚と間接照明が隅にあるだけだ。

　壁が少なく、一面大きな窓に囲まれており、夜景に包み込まれているかのような造りで、予想はしていたけれどひとり暮らしにはどう考えても広すぎる部屋だ。

　アパートの二階からの景色に慣れていた私には、正直この部屋は落ち着かない。

　部屋を前に絶句している私を見て、高臣さんは頭の上にハテナマークを浮かべるかのように小首を傾げた。

「なんだ？　この部屋が気に入らなければいつでも引っ越す」

「い、いいです、いいです……」

　私は青ざめた顔のまま手をぶんぶんと横に振る。

「ちゃんと凛子専用の部屋もある。全然使っていなかったからな」

　間取りはどうやら３ＬＤＫのようで、リビング、書斎、寝室、あともうひと部屋がちょうど空き室だったようだ。

　高臣さんに案内された空き部屋は確かに使用感がなく、カーテンがついているだけだった。

「ここ、私が使っていいんですか？」

「八畳しかなくて少し窮屈かもしれないが、好きに使ってくれ」

「あ、ありがとうございます！　ベッドも置けるし、十分です」

　ようやく現実味のある広さの部屋を見つけて、私はホッとして御礼を伝えた。

　白いカーテンを開けると、リビングと同じように夜景が広がっているが、景色にはだんだん慣れていくだろう。うん。

　自分に言い聞かせながら、私は持っていた荷物や春コートを部屋の隅に置いた。

「今後のことを、軽くなにか飲みながら話そう」

「あ、はい……！」

「イスに座って待ってて」

　言われるがままに、私は自分の部屋を出て、再びリビングルームへと向かう。

　モダンな印象を与えるダイニングテーブルは、重厚な木材が使用されており、ハイバックのイスもとてもおしゃれだ。

　カチンコチンに緊張した状態のまま座って待っていると、高臣さんがキッチンからワインを数本取り出してきた。

「赤と白、どっちがいい？　飲みやすいスパークリングもあるけど」

「どっちも好きです……けど、あっ、そうだ」

　ふと忘れていたことを思い出し、私はいったん自分の部屋に戻って、あるものを持ち出す。

　ハテナマークを浮かべながら私の行動を黙って見守っていた高臣さんに、私はずいっと紙袋を差し出した。

「これ、今日からお世話になるので、一応うちの看板商品のひとつを持ってきました」

「この包装は……〝夜桜〟か」

「わっ、これも食べてくださったことがあるんですか？」

　うれしくてつい笑顔で近寄ると、高臣さんは表情を強張らせて一瞬固まった。

　おっと危ない……、政略結婚なんだから距離感は間違えないようにしないと。

　私はすっと離れて、羊よう羹かんを紙袋から取り出した。

　この〝夜桜〟は、二層に分かれた春限定の羊羹だ。一層目は真っ黒な夜を現した、自慢の餡でつくった羊羹で、その上の二層目は、桜の花を寒天で閉じ込めてできている。

　見た目も美しいこの羊羹は、うちの自信作のひとつだ。

「あまり知られていないんですけど、羊羹はワインとも合うんです。とくに、甘めの白ワインや、シャンパンとも相性がいいんですよ」

「そうなのか。それは知らなかった」

　高臣さんが試してみたそうにジッと羊羹を見つめているので、私は恐る恐る問いかけてみる。

「よかったら一緒に試してみますか？」

「いいのか」

「はいっ、切ってきますね。キッチン借りても大丈夫ですか？」

「いや、俺が切る。引っ越し作業で疲れているだろうから座ってろ」

「え……」

　高臣さんはスッとキッチンに向かってしまった。

　言い方は不器用だけれど、最初に会った時の冷たい印象とは少し違う。いや、だいぶ違う。

　もっとドライな関係を望まれていると思い覚悟してきたけれど、拍子抜けするほど優しく対応してもらっている気がする。

「こんなんでいいのだろうか……」

　なんだかこのままだと、本当に勘違いしてしまいそうだ。

　なんて、うっかりそう思った自分にハッとして、私は軽く自分の頬を叩いた。

　危ない。自分の恋愛経験値の低さを理由に、自然とときめいてしまうところだった……！

　しっかりしろ、自分。この結婚に感情はいらないと言われたじゃないか。

　そんな風にひとり葛藤していると、高臣さんが上品なガラス皿にのった羊羹を持ってきてくれた。

　そしてもう片方の手にはしっかり、シャンパンがある。

「このシャンパンで合うだろうか」

「こ、こんなに高そうなシャンパン、逆にいいんでしょうか……」

　高臣さんからは、今すぐ試してみたいというように、ウキウキしているオーラが微かに漏れ出ていて、私は先ほど強く自制したばかりなのに「かわいい」と思ってしまった。

　お互い向かい合うように着席して、高臣さんにシャンパンを注いでもらう。

　そして、しっかり目を合わせて、私たちはなにも言わずにグラスを少しだけ寄せあった。

　普通の恋人同士なら、ここで「これからよろしくね」とか、「ついに同棲スタートだね」なんて、仲睦まじい雰囲気になるはずだけれど、今の私たちの関係では、なんと言葉をかけていいのかわからなかった。

　無言だったけれど、高臣さんの表情はすごく読み取りづらいもののおだやかで、それだけで十分な気持ちになってしまった。

　住んでいる環境はまったく違うけれど、この人の生み出す空気感は嫌いではない。

　羊羹に黒文字を添えて切り離し、静かに口へと運ぶ高臣さんの姿は、優美すぎて息が止まりそうなほどだ。

　彼は羊羹を食べてからシャンパンを流し込むと、表情は変わらないまま、幸せオーラを辺りに巻き散らし始める。

　かわいい、という感情を、高臣さんに対して本日すでに二回も抱いてしまった。

「……どうですか？」

　笑顔で、もう答えがわかり切った質問をすると、高臣さんはまた硬い言葉で話し出す。

「口内調味は日本独自の文化だと言うが、日本人でよかったと思った」

「つまり、美味しかったということですか？」

「美味しかった」

「ふふ」

　あまりに素直な反応に、思わず笑みがこぼれる。

　そして、この人がうちの和菓子を好きでいてくれることを、本当にうれしく思った。

　私たちの夫婦関係は普通じゃないけれど、これからほどよい距離感で歩み寄っていきたいと、心から思えた瞬間だった。

　いつまでも笑っている私を見て、高臣さんは「なにがそんなにおかしい」と再び小首を傾げている。

「ふふ、すみません……、いい意味で気が緩んじゃって」

「凛子はよく笑うな」

　高臣さんのその言い方があまりに優しくて、私は再び胸の一部がキュンとしてしまう。

　なんだか、彼のモテる要素が無限すぎて、恐ろしくなってくる……。

　心の中で頭を抱えていると、高臣さんが真剣な顔で問いかけてきた。

「一緒に住むにあたって、なにか聞いておきたいことはあるか？」

「え、あ、あります！」

　突然の質問タイムに、私は慌てて聞きたいと思っていたことを整理する。

　急に政略結婚だということを思い出すような会話に、身が引き締まった。

「私、職場は替えずに九月半ばまでは働きたいんですけど、いいですか？」

「もちろんだ」

「ありがとうございます！　あと、うちの出店が確定した際は、店舗に立って働きたいんです。もちろん、売り上げに貢献できるよう、たくさん勉強して準備しますので……」

「ああ。半年後ならちょうど、凛子も今の仕事の契約を終えるし、リニューアルオープンも終わる。すべてがベストタイミングだ。ぜひ頑張ってほしい」

「はい、もちろん努めます！　あと、この関係は正式に結婚が決まるまで、内緒ということでいいでしょうか？　余計な騒ぎは起こさない方がいいですよね」

「それはどちらでもいいが……。まあ、そういうことにしておくか」

　どう考えたって、まだ不確定なことで騒ぎ立てられたら迷惑なのは高臣さんの方のはずなのに、どちらでもいいと言われぎょっとした。変に高臣さんのファンに恨みを持たれても怖いので、私は「内緒にしましょう」と力強く頷く。

　これでだいたい聞きたいことは聞けた。たったひとつの質問を除いては。

「あと最後に、すごくしょうもない質問なのですが……」

　急にもじもじし始めた私を見て、高臣さんは「なんだ？」と問いかける。

　聞くのがとても恥ずかしいけれど、一応確かめておきたいこと……。

　それは、いったいどこまで〝夫婦〟らしく過ごすのか、ということだった。

「ス、スキンシップ的なことは……するのでしょうか」

「当然だ」

「そうですよね！　野暮なことをお聞きしてしまい……え？　今なんて……」

　カッと顔が熱くなり、私は動揺して左右に目を泳がせた。

　予想外の答えに、なんと返していいのかわからないでいると、高臣さんは淡々と語りだす。

「凛子は、ご両親に心配をかけたくないんだろう」

「は、はい……。気持ちのない形だけの結婚をさせたくなかったようなので」

「俺自身も、政略結婚をすべて断ってきた身として、いまさらポンと政略結婚をしたとバレたら、理由を説明することが面倒だ」

「そうですよね。バレないように努めなくては……」

　そこまで言うと、高臣さんがガタンと音を立ててイスから立ち上がり、こちらへ近づいてきた。

　ドクンドクンとありえないほどのスピードで心臓が拍動し、ますます体の熱が上がっていく。

　目を合わせられずに俯うつむいていると、高臣さんの美しい手の甲でするりと頬を撫でられた。

「てっとりばやく夫婦らしい空気感を作るには、触れ合うことが一番だと、そう思わないか」

「お、思うのでしょうか……普通は……」

　なにを言っているんだ、私は。

　あまりの緊張に、なぜか疑問形で返してしまった。

　高臣さんの色香にあてられて、脳が正常に物事を判断できなくなっていく。

　そしてついに、彼の手が顎に添えられて、強制的に目を合わせる形となった。

　その瞬間、なにかがプツンと切れてしまった私は、恥ずかしいくらいに取り乱して自分の顔を手で隠す。

「む、無理です！　あの、もう少し時間をもらえたらきっと……！」

「時間？　そんなもの必要ない」

「ダメです！　あの、私、緊張で今脳がまったく動いてくれなくて……」

「だったら、もっと動かなくさせてやる」

「え……、んっ」

　――自分の顔を隠していた手を瞬時に剥がされて、気付いたら強引にキスをされていた。

　全身が硬直して、もうなにも考えることができない。本当に頭の中を真っ白にさせられてしまった。

　しかも、想像以上に激しく強引なキス……。さっきまで軽率に彼に対して〝かわいい〟などと思っていた自分がありえないと感じるほどの。

「た、高臣さっ……苦しい」

「凛子」

「んんっ……」

　胸を押し返して離れても、すぐに再び唇を求められた。

　この人は……間違いなく、〝獣〟だ。

　類い稀なる美貌と、カリスマ性で、なにもかもを手にしてきた……〝狩る側〟の人間だ。

　自分だけが乱された呼吸音、高臣さんの鋭い瞳……。

　そのすべてに圧倒されて、私は言葉を失っている。

　ドクンドクンと高鳴っている自分の心臓の音に、気が遠くなってしまいそうだ。

　私は今……、初めて婚約者とキスをしている。

　私たちの関係は、ただの〝政略結婚〟のはずなのに――……。

　今彼は、愛のない私にこんなことをして、いったいどんな表情をしているのだろう……。

　いつものように感情のない、冷たい瞳をしてるのだろうか。

　朦朧とし始める意識の中、うっすらと瞼を開けると、彼は想像とはまったく違う表情をしていた。

　余裕のない熱のこもった瞳が、まっすぐに私だけを射貫いている。

「え……」

　唇が離れた瞬間、思わず動揺して声が漏れた。

　甘いキスに本当に脳まで溶けてしまったのか。私はふいに、とんでもなくバカな質問を彼へ投げかける。

「これは……政略結婚なんですよね？」

「……そうだ」

　ドクンドクンと、心臓が高鳴っている。

　余計な感情はいらないと言われたはずなのに、どうして一瞬でもキスに愛を感じてしまったのだろうか。

　冷たい言葉とは裏腹に、頬を優しく触られ、ますます勘違いしてしまいそうになる。

　私たちは完全にお互い合意の上で、愛のない政略結婚を選んだはずなのに――。










前途多難




　銀座にある職場まで、まさかバスで十五分もかからず出勤できるなんて、今まで満員電車にもみくちゃにされていた日々はなんだったのだろう。

　いつもよりずっと早く職場に着いた私は、ロッカールームでぼうっとしながら身支度を整えている。

　ちなみに、高臣さんは私よりずっと早く起きて先にマンションを出てしまったので、朝起きたら広すぎる部屋にひとりの状態だった。

「はぁ……」

　昨日のことを思い出すたびに、胸がいっぱいになってしまう。

　あの後私は、キスをされたことに取り乱しまくり、恥ずかしさを紛らわすためにシャンパンをがぶ飲みし、そのままリビングのソファーの上で寝てしまったようだ。朝起きると体のあちこちが痛くて、私はすぐに新しいベッドと自分用のソファーを購入した。

　昨夜酔っている最中に、一緒の寝室で寝ればいいと言われたが、それだけは全力で拒否をした。あんなに美しい寝顔がそばにあって、寝つけるわけがない。

　それにしても、途中から記憶がないという失態を、まさか一日目から犯してしまうなんて、高臣さんに幻滅されていないだろうか。

　ロッカーに額を軽く打ちつけて、自分の脳内をなんとか現実に引き戻そうと試みる。

　いつまでもぼうっとしたまま昨日のことを引きずるわけにはいかない。

　あれは恋人同士のキスではなくて、あくまで夫婦らしい空気を作るための〝努力〟なのだから……。

「高梨ちゃん、おはようー。様子変だけど大丈夫？」

　ひたすらロッカーに向かって自分に言い聞かせていると、うしろからひとつ先輩の岡おか田ださんに話しかけられた。

　ショートカットがよく似合う彼女はいつも明るくて、一番話しやすい存在だ。

　彼女の顔を見た途端、一気に日常に戻れた気がして、私は少しホッとする。

「大丈夫です。ちょっと二日酔いで……」

「高梨ちゃんがそんなに飲むなんて珍しいね。ま、私も今日は寝不足でめっちゃ眠いんだけどさ」

「昨日ライブの遠征だったんですっけ？　よく日帰りで翌日出社する体力ありますよね……。いつも尊敬します」

「推しのためなら労働するしかないよね」

　岡田さんは幼い頃からアイドル好きで、大好きなアイドルグループがライブをするたびに遠征している。昨日は名な古ご屋やまで足を運んだらしい。

　イケメンを見ることがなによりもエネルギーになる、というのが彼女の口癖で、その言葉通り、いつもエネルギッシュで仕事も早い。

「あーあ、この職場にも推しのイケメンがいれば、もっと出社が楽しくなるんだけどな」

「推しのイケメンですかあ……」

「あ、でもここの代表、超男前だよね！　この前女性社員が騒いでるの聞いてＨＰの顔写真見てみたら、超イケメンなの！」

「ぶっ」

「それで財閥系の御曹司なんて、いったいどんな女性とだったらお似合いだねってなるのかねぇ」

　突然高臣さんの話題になったので、私は思わず噎むせてしまった。

　まさかその相手が私だなんて誰かに知られたら、批判が殺到するに違いない。

　高臣さんはお見合いを何度も断ってきたというし、そこを差し置いてどうして私なのか……私だって聞きたい。

　とにかく、このことは正式に結婚するまで秘密にしておかねば。

　無駄な波風を立てて、高臣さんに迷惑をかけるわけにはいかないし。

　まあ、この職場で高臣さんと会うことはありえないし、彼はほとんど現場におらず、外部の取引先と仕事をすることが中心だ。だからバレる心配は不要のはず。

「あ、そういえば高梨ちゃん。今日パートさん、お子さん熱出しちゃって来られないんだって。その分早めに作業を進めちゃおうか」

「あ、そうだったんですね！　そうしましょう」

　高臣さんが話題に出たことにどぎまぎしながらも、私は仕事モードに気持ちを切り替えた。

　管理栄養士の仕事はとても好きだ。

　思ったよりも体力勝負で、最初はキツイことが多かったけど、だんだん経験を重ねるうちに献立の作成を任されることも多くなって、自分が考えた定食が売り切れになるとすごくうれしい。

　若い人が好きな味つけと、摂取してほしい栄養素のかけ算を考えることが、この仕事で一番のやりがいだ。

　いつか私も、高梨園でこの学びを活かして、新商品を作ってみたい。

　職場の人には、秋からは和菓子屋で働くことを伝えてあるけれど、この百貨店で再び働くことになると知ったらどう思うだろうか。

　今はまだ計画途中なので話せないけれど、ここでの経験をしっかり活かせるように、最後までちゃんと勤めよう。

　そう心に誓って、私は厨房の中へと入った。

　仕事モードになると、不思議と頭の中の雑音が消えて、私はいつも通り食材と真剣に向き合う時間を過ごした。




「人手足りなくてひやひやしたけど、今日もなんとかランチ間に合ったね」

「ほんと、お疲れ様でした！」

「高梨ちゃんの日替わりレシピ、いつも人気だから今日も売れそうだね」

「だとうれしいです」

　すべてのメニューを作り終えて、岡田さんとパートさんたちと一緒に、ホッとひと息ついた。

　ランチの開始時間まであと五分。

　今日の日替わりレシピは、私が考えたタイ料理の定食だ。

　メイン料理はカオマンガイで、副菜は海老とブロッコリーのエスニック風サラダ、スープはもやしを具材にして価格を抑えた。

　カオマンガイのソースにはたっぷりしょうがを入れて、風味をよくする工夫もした。

　とくに女性社員たちに、タイ料理は最近人気のメニューなのだ。

　食券を預かる役割なので、トレーが積み重なっている位置で社員が来るまで待っていた。

　すると、数分後にぽつぽつと社員が現れて、次々に食券を購入し始める。

「今日の日替わりはカオマンガイでーす」

　メニューに悩んでいる社員たちにそれとなく伝えて、私は食券と引き換えにトレーを手渡しした。

　今日は百貨店のポイント五倍デーでお客さんが多い日だから、皆さんきっとお疲れだろう。

　そんなことを思いながら働いていると、入り口付近がザワついていることに気付いた。

「なんだ？」と疑問に思い視線を入り口に向けるが、なにやら女性社員が団子状態で集まっていて、なにに騒いでいるのか見えない。

　入り口のそばにいた女性社員は皆、口に手を当てながら目を丸くしている。

　よくよく目を凝らして見ると、なにやらひとりだけオーラが明らかに違う人物がチラッと見えた。

「まさか……」

　そんな言葉が、ぽろっと口からこぼれ落ちる。

　目を疑いたくなったが、そこにはまぎれもなく常人離れした華やかなオーラを纏った彼――高臣さんがいた。

　もしかして、私が知らないだけでたまに社食を利用していたとか？

　いや、そんなことありえない。ここでは一度も見かけたことがないし、もしあれば今日のように騒がれていただろう。

　周りの女性もひそひそ声で「なんで代表がここに？」とか、「かっこよすぎて直視できない！」とか、「芸能人かと思った」なんて会話をしている。

　いったいなぜこのタイミングで……。もしかして私の仕事ぶりの偵察とか？

　いや、そんなことしてもまったく意味がない。

　なんてぐるぐると疑問が渦巻いているうちに、高臣さんが近くまでやってきた。

「凛……」

「今日の日替わりはカオマンガイです！」

　自分の名前が呼ばれかけた気がして、私は瞬時にメニューを伝えて彼の言葉をかき消した。

　私の反応を見て、彼は「ああ」となにかを思い出したように、静かに頷く。

　まさかこの関係を秘密にすること自体忘れていたとか？

「じゃあその日替わりを」

「わ、わかりました。あ、食券の買い方とかわかります？」

「当たり前だ」

　お金持ちは食券の買い方を知らないかもと思って一応聞いたが、高臣さんは会話途中で速攻で食券を購入していた。

　余計なお世話でした、すみません……。

　私はそう心の中で謝りながらも、周りのざわついている声に紛れて、こそっと高臣さんに耳打ちをした。

「高臣さん、なぜここに……」

　まさか私の仕事能力が低かったら、出店の話はなしにするつもりとかじゃ……。

　しかし返ってきた言葉は、予想のななめ上すぎるものだった。

「凛子の手料理が食べてみたくなった」

「は……？」

　私の手料理……？

　予想外すぎる発言に、一瞬すべての感情が宇宙空間へと放り投げだされた。

　私の手料理なんかを食べるために、なぜ仕事の忙しい合間にわざわざ食堂まで足を運んだのか。

　謎は深まるばかりだったが、私はなんとか正気を取り戻して、かなり小声で強めにつっこみを入れる。

「そんなもの、言ってくださればいつでも家で作りますよ！　わざわざこんなに社員をざわつかせることしなくても」

「そうか。政略結婚なのに作ってほしいと頼むのは失礼だと思った」

「へ……」

　またも予想外の発言に、私は再び言葉を失ってしまう。

　高臣さんなりに考え、この行動が正しいと思って、わざわざ来てくれたということなのか。

　言ってくれれば、料理なんていくらでも作るのに。

　ただでさえ、家賃はすべて高臣さんが払ってくれているのだから。

　私の方が与えてもらっているものは多いのに、そんな配慮をしてくれる高臣さんがとても不器用で、愛しく思える。

「さ、差し支えなければ、今日の夕飯から食事は私が作りますけど……」

「仕事で作って、家でも作るのは気が滅入らないか」

「いえ、料理はもともと好きですし、自炊が日課なので。あっ、たいしたものは作れませんけど！」

　毎日食事を作るなんてことをしたら、高臣さんのプライベートなことに介入しすぎて、嫌がられるかと思っていた。

　だけど、私の提案を聞いた高臣さんは優しく目を細めて「そうか。じゃあ無理のない範囲で頼む」と言って、私の前を通り過ぎていったのだ。

　その笑顔がとても優しくて、ドクンと胸が高鳴る。

　ついつい、私だけに見せてくれる表情なのではと、勘違いしてしまいそうになる。

　知れば知るほど、高臣さんの冷たい第一印象からかけ離れていく。

　こんなことをされたら、もしかして大切にされているのではと、そんな気持ちになってしまう。

「あの……、食券買ってもいいですか？」

「はっ、すみません！」

　お客さんの声にハッとして、私は顔を上げた。

　いけない。また高臣さんのモテる行動に当てられてしまった……。

　窓際の席で社食を食べている高臣さんをちらっと横目で見ながら、私はその日どぎまぎしながら一日を過ごしたのだった。




　重厚な扉を開けると、モデルルームのような部屋が広がる。

　この光景に、とても慣れる気がしない。

　仕事を終えた私は、自分の部屋まで一直線に向かい、部屋に置かれたソファーにそのまま突っ伏した。

「疲れた……」

　今日のお昼に高臣さんが食堂にやってきたという噂はたちまち広がり、その効果か食堂に来るお客さんの数がいつもの倍だった。

　高臣さん自体が広告塔みたいなものだから、集客効果がありすぎて、厨房は突然多忙を極めたのだ。

　ただでさえ今日は働き手が少ないというのに、まさかの大繁盛。

　何人もの女性社員に、『社長が来たって本当ですか？』と聞かれ、答える羽目となった。

　高臣さんの会社での人気度合いをあらためて知ることとなり、こんな有名人と婚約しているというプレッシャーで、仕事が終わるまで胃が痛くて仕方がなかった。

　体力的にも精神的にも疲れ果てた私の体は、ソファーと接着剤でくっついたかのように動かない。

　高臣さんは、あと二時間ほどで帰ってくるとメッセージが来ていた。

　それまで、少しだけ休もう。

　私はどんどん重たくなっていく瞼に抵抗することなく、そのまま目を閉じた。




　……水の音が聞こえる。

　なぜだろう。お隣さんからシャワーの音が漏れているのだろうか。

　このアパート、壁が薄くて生活音が駄々漏れなんだよなあ。

　ああ、そういえば、更新料をそろそろ大家さんに払わないといけないんだった。

　明日お金をおろしてこなきゃ……。

「凛子」

「ん……？」

　ぼんやりとした景色の中に、極上の顔面が浮かんでくる。

　毛先からは水が滴っていて、イケメン俳優がお風呂から上がった時の映像のようだ。

　寝ぼけ眼まなこのままその人の瞳を見つめていると、ゆっくりとピントが合っていき、ついに意識がはっきりした時私は飛び起きた。

「はっ！　すみません、私仕事から帰ったまま寝てしまって！」

「それはいいが、寝相が悪いな。床になにかが落ちた音が聞こえたから慌てて風呂から出たら、凛子自身が落ちてたのか」

「本当だ……床だ……」

「大丈夫か？　ほら」

　スーツから着替え、Ｔシャツ姿のすっかりオフ仕様の高臣さんに腰を支えられ、抱き起こされる。

　子供みたいな姿を見られてしまい、恥ずかしい……。

　起き上がりちらっと時計を見ると、時刻は二十三時を示していて、顔が青ざめた。

「す、すみません！　今日ご飯作るって言ったのに、私……！」

「凛子の手料理が食べられるのはうれしいが、作れる時だけでいい。さっきコンビニでテキトーに買ってきたから、好きなのを食べろ」

「た、高臣さんを……コンビニに行かせてしまったんですか、私は……」

「昼も思ったが、凛子は俺の生活能力をどれだけ低いと思っているんだ」

　コンビニくらい普通に使う、と呆れた目で見られ、私は「すみません」と小声で謝った。

　だって高臣さんにコンビニは似合わないし、食堂で食券を買う様子もかなり浮いていた。

　どこまで庶民感覚を理解してもらえるのか、探っていかないとわからない。

　床に座ったまましばし沈黙していると、高臣さんの濡れた毛先からしずくがぽたりと一滴、私の手の甲に落ちた。

「高臣さん、髪の毛拭かないと風邪を引いちゃいますよ」

　とっさに、私は高臣さんの首にかかっていたタオルで、彼の髪の毛を拭いた。

　……しまった。つい、たまに甥おいっ子の世話をしているくせで、反射的に手が出てしまった。

　高臣さんは案の定、私の行動に驚いた表情を見せている。

「す、すみません、つい……！」

　必然的に顔と顔の距離が近くなり、私はすっと手を離して、うしろにあるソファーに背中をぴったりつけて距離を取る。

　水の滴った高臣さんは、とんでもなく色気が漂っていて、私には刺激が強すぎる。

　気恥ずかしくてパッと目を逸らすと、高臣さんは床に膝立ちをして、私を見下ろすようにうしろのソファーに手を突いた。

「凛子は少し、無防備すぎるな」

「え……」

「この先、そこだけが唯一不安だ」

　いったい、どういう意味で？

　なにも言えずに彼の瞳を見つめていると、床に放り出されていたスマホが、ブーブーと震えた。

　着信画面には、〝永亮〟の文字が表示されている。

「……男か」

「あ、はい。でもただの幼なじみで、今は高梨園で働いているんです」

　永亮、なんというタイミングでかけてくるんだ。

　彼は本当にただの幼なじみだけど、今この状況で高臣さんに見られてしまったことは、なぜだか少し気まずい。

　高臣さんの表情が、いつもよりずっと冷たく感じられて、私は一瞬ゾクッとした。

　ギシ、とソファーが軋んで、高臣さんの顔が徐々に近づいてくる。

　スマホが床の上で震え続けているのに、高臣さんの視線がいっさいそれに出ることを許さない。

　言葉ではなにも言っていないのに、彼の瞳は独占欲で煮えたぎっているように見えた。

　彼が私自身に興味があるなんて、そんなはずはないのに。

　やがて諦めたかのようにスマホが鳴りやむと、高臣さんは真剣な顔で私の名前を呼んだ。

「凛子。今日は凛子からキスをしろ」

「え……？」

「拒否権はない。理由も説明しない」

　私から、キス……？

　そんなこと、絶対にできっこない。

　この綺麗な顔に、シラフで自らキスをしにいくなんて。昨日のように泥酔しきっていたとしてもできる気がしない。

　どうしてこんな課題を突然与えられたのかもわからないまま、私はぶんぶんと首を横に振った。

「む、無理です！　できないですっ」

「……凛子」

「高臣さんには慣れていることでも、私にはすごくハードルが高くて……」

　きっと今、高臣さんは気まぐれでこんなことをしているんだ。

　私の反応を見て、楽しんでいるだけなんだろう。

　まだ同棲して二日目で、高臣さんの強引な行動やスピード感にまったくついていけていない。

　覚悟を決めて婚約を交わしたけれど、キスを要求されるとは思っていなかった。

「俺は、手に入れたいと思ったものにはいっさい容赦しない」

「高臣さ……」

「だから、強引にいく。凛子が完全に俺のものになるまで」

　私が、高臣さんのものになるまで？

　高梨園が、じゃなくて、私が……？

　ダメだ。脳が正常に物事を判断できていない。

　心臓が痛いくらいに激しく動く。高臣さんの真意がわからなくて怖いから、逃げ出したい。

　だけど、この獣のような瞳から、逃れられる気がまったくしないのだ。

「凛子」

　今度は甘く優しい響きで名前を呼ばれて、その瞬間、体が勝手に動いていた。

　小鳥がするようなキスを、彼の唇に恐る恐る落とした。

「高臣さっ……ん！」

　すぐに離れようとしたけれど、後頭部を手で押さえつけられて逃げられない。

　さっきのお遊びみたいな私のキスが吹っ飛ぶような、酸欠寸前の深いキスで追い打ちをかけられた。

　彼の濡れた髪が時折肌に触れて、シャンプーの甘い匂いが感覚を鈍らせていく。

　この人は、いったい私になにを求めて、こんなキスをしてくるのだろう。

　ようやく唇が離れると、彼は表情ひとつ変えずに、息切れしている私を見下ろしている。

「どうして……こんなキスを……」

　息を切らしながら、ひとり言のようにそんな問いかけをしたが、彼は黙ったままだった。

　こんな恋人みたいなキス、〝私自身〟を求められていると、勘違いしてしまう。

　耳を澄ますと、部屋の奥からシャワーの音が聞こえてくる。

　私の部屋から物音がして、シャワーを止めることも忘れて、急いで着替えて駆けつけてくれたのだろうか。

　いま気付いたけれど、寝ている間にかけてくれたであろう高臣さんの毛布が、床に落ちている。

　そのどれもが私の脳を混乱させて、それ以上なにかを問いかけられなくなってしまった。










芽生える執着心　side 高臣




　今まで、結婚というものに、心の底から興味がなかった。

　仕事以外になにかを考える余裕も、無駄なことを考えて過ごす時間もなかった。

　ただ、唯一自分の心を癒してくれるのは、高梨園の和菓子だけ。

「あ、また高梨園の食べてるんですか。本当に顔に似合わず甘いものが好きですね」

　長時間の会議が終わり、社長室で和菓子を食べてひと息ついていると、妹であり広報部の社員である咲さき菜なが、ノックもせずに部屋に入ってきた。

　腰まである長いワンレンの黒髪をかき上げながら、呆れた顔で和菓子の箱を眺めている。

　咲菜は俺に似て普段から無表情で、今日もいつも通りダークグレーのパリッとしたパンツスーツ姿だ。

　俺たちは家族であり、特別仲が悪いわけでもいいわけでもないが、会社内では徹底して敬語で話すようにしている。

　俺は咲菜の言葉を完全に無視して、高梨園の定番商品である、鈴の形をした最も中なかを口に運びながら、溜まっているメールをさばいていく。

「高梨園の婚約者とは、うまくいってるんですか」

「そんな無駄話をしに来たのか」

「社員食堂に代表が急に来られたと、社員が騒いでおりましたので。凛子さんの職場……ですよね」

　食堂に行ったくらいで、そんなに噂になっていたのか。

　とくに凛子はなにも言ってこなかったが、もし彼女の仕事に支障があったら申し訳ないと、いまさらながら感じた。

　ピタリとタイピングする手を止めた俺を見て、咲菜はさらに問いかけてくる。

「もしかして、ゾッコンというやつですか」

「真顔で死語を使うな。笑っていいのかわからん」

「あの、他人にも自分にもいっさい興味のない代表が……へぇ……」

　否定も肯定もしていないのに、咲菜は確信したように俺の反応をうかがっている。

　生まれてから一度も他人になにかを期待したことはないし、関心を持ったこともない。

　物心ついた時からこの世は競争社会で、常に負けないことを強いられるのが当たり前の日々だった。

　緊迫した日常の中で、恋愛なんかに時間を割いている余裕もない。

　今までずっと、そう思っていた。

　しかし、凛子といると、まるで高梨園の和菓子を食べている時のような、癒しを感じることが多々ある。

　――政略結婚を申し出た日に初めて彼女の笑顔を見た瞬間、バチッと雷に打たれたかのような衝撃があったのだ。

　今までずっと眠っていた脳の一部が起こされたかのような、そんな衝撃だ。

　自分からドライな関係を求めたはずなのに、その笑顔を見た瞬間、どうしようもなく独占欲に駆り立てられてしまった。

　目の前にいる彼女が欲しくてたまらないという衝動が、あの日からずっとおさまらない。

　仕事をしている時に気持ちが乱れることはないが、仕事以外の時間での気持ちのコントロールの仕方が、自分でもわからずにいる。

「まあ、結婚相手にならどれだけうつつを抜かしてもかまいませんが、お父様から伝言がございます」

「なんだ。簡潔に言え」

「今週土曜、経営者を集めたパーティーがありますよね。そこにご婚約者の凛子さんと一緒に来てください。断ることはできません、とのことです」

「却下だ。俺ひとりで行く」

「無理です。凛子さんと婚約の話があろうとなかろうと、この日までに親族に、パートナーを紹介する約束だったはずです」

　ロボットのように話し続ける妹に、俺は深いため息をついた。

　そんな期限付きの約束を、すっかり忘れていた。

　縁談を断り続けてきたことにしびれを切らしたある親族が、この日までに相手を紹介しなければ、無理やり結婚相手を見つけて婚約させると断言していたのだ。

　しかしそんな内々の約束など、凛子には関係ないことだ。巻き込みたくない。

「もしかして、うちのくそ面倒でドロドロとした親族関係に巻き込みたくないなんて、思ってらっしゃいますか」

「……口が悪いぞ」

「本当にその方が大事なら、最初に見せておくべきです。結婚した後から知るなんて、残酷だと思いませんか」

　鋭い言葉に、思わず黙り込んでしまう。そんな俺に、咲菜は淡々と説明を続ける。

「お父様にはおふたりで出席すると伝えておきますね。言っときますけど、お父様だってまだ婚約したばかりの凛子さんを連れていくのは重々申し訳ないと思っていての、命令ですから。今後のことを長い目で見て判断してください」

　咲菜の、〝本当に大事なら〟という言葉が、胸の中につっかえて、なにも言えなくなってしまった。

　平坦な「失礼します」という挨拶とともに、バタンとドアが閉められ、ひとり部屋に残った俺は、しばらくパソコンを眺めながら考え込んだ。

　がしかし、すぐに再びドアが開いて、咲菜がひと言だけ付け加える。

「あ、言い忘れたんですけど、あんまり彼女に構いすぎて、嫌われないように。人に対してハマっているのは見たことがないですが、代表たまに仕事や勉強で執着心が強すぎて暴走してる時あるんで。じゃ」

　それだけ言い残して、彼女はすぐにドアを閉めて消え去った。

　俺はますます考えるべきことが多くなり、しばらく仕事が手につかなくなってしまった。




　金と名誉のことしか頭にない親族に、凛子を紹介して彼女の心を疲弊させるのは、とても気が引ける。

　しかし、免れるには会場ごと潰す以外に方法がない。

　長い目で見て凛子のためになるのは、今出席してもらうことなのだろうか……彼女に選んでもらうしかない。

　頭を抱えながらマンションに帰ると、ドアを開けた瞬間にいい香りが漂った。

「あ、高臣さん。おかえりなさい」

　一秒前まで悩んでいたことが吹っ飛ぶほど、愛おしい笑顔に迎えられた。

　一気にストレス値が激減して、そのまま抱きしめたい衝動に駆られるが、咲菜の言葉を思い出してグッと我慢をする。

　凛子はベージュのエプロンを付けていて、綺麗な長い髪の毛をひとつに束ねている。

　どうやら夕飯を作ってくれていたようで、ダイニングテーブルにはおかずが数品並んでいた。

「ちょうど今できたところだったんです。差し支えなければ、一緒に食べてもいいですか？」

「ああ、もちろん」

　俺はスーツの上着だけ脱いで、シャツ姿になってから、ダイニングチェアに座った。

　凛子が作ってくれたのは、とても美味しそうな和食だった。

「家庭的なものばかりで申し訳ないですが……。魚の煮つけと、和風ポテトサラダと、茶碗蒸しです」

「すごく美味しそうだ。見た目も美しい」

「ポテトサラダには鰹かつお節ぶしが入っているんです。だしが利いていて、結構美味しいですよ。母に教えてもらったんです」

　そう言って、凛子もエプロンを外して着席した。

　彼女も働いた後だというのに、こんなにキチンとした食事を作ってくれたのか。

「どうぞ召し上がってください」

　心の中で感謝をしながら、俺は凛子の料理を口に運んだ。

　彼女の母直伝だというポテトサラダは、確かにだしがよく利いていて味わい深く、和のおかずとうまく調和している。

　俺はひと口食べてすぐに「うまい」と呟いてしまった。

　俺の素直な反応を見て、凛子は本当にうれしそうにしている。

　こんな彼女にあの心の汚い親族を会わせて嫌な思いをさせることは、本当に心苦しい。

　かといって、避けられる問題ではない。

「凛子。今週の土曜は空いているか」

「あ、はい！　仕事もたまたま休みなので空いてますよ。どうかしました？」

　意を決して問いかけると、凛子はきょとんとした顔で小首を傾げている。その顔もかわいい。

　俺は言い出しにくい気持ちをこらえて、彼女に提案する。

「経営者とのパーティーがあり、そこに俺の親族も出席するんだが……。凛子も一緒に来てくれないか」

「そうなんですね、わかりました」

「即答だな。本当に大丈夫か」

　あまりに即答だったので、俺は不安になり聞き返す。

「よく父の取引先との付き合いにも駆り出されてましたし。高臣さんと政略結婚するということはそういうことも込みだと、思っていましたから」

「そうか。せっかくの休日なのに、申し訳ないが」

「なに言ってるんですか。あ、ひとつお願いがあるんですけど、出席者の名簿などあったら見せてもらえますか？　少しでも情報を仕入れておいた方がいいと思うので……」

「わかった」

　そう答えると、凛子は笑顔で頷いて、なにごともなかったかのように再び食事を始める。

　一緒に暮らし始めてから一カ月と経っていないが、この生活に不満はないのだろうか。

　まだ彼女の怒ったり困ったりした顔を見たことがないので、俺の中では逆にそれが不安な要素だ。

　なにか言いたいことがあっても、政略結婚という立場上、我慢してしまっているのではないだろうかと。

　もとはと言えば、俺が政略的な結婚を提案したせいで、自分の首も凛子の首も苦しめてしまっているのだ。

　まさかあの時は、こんなにも凛子に感情が動くと思っていなかったから……過去の自分を恨むしかない。

「凛子、なにか生活で困っていることはないか」

「今は……とくにないですね」

　率直に問いかけたが、凛子は平然と答える。

　予想できた返答に、俺は「そうか」と返して、凛子の手料理を口に運んだ。




「高臣さん、大変です！」

　パーティー当日の土曜の朝、凛子が青ざめた顔をしてリビングに出てきた。

　俺はすでにスーツに着替えて、あとは凛子の支度が終わるまで新聞でも読んで待っていようかと思っていたところだった。

　凛子はパジャマ姿のまま紺色のドレスを手に持ってきて、なにやら慌てた様子で必死に説明しだす。

「このドレス、随分前に買ったものなんですけど、チャックが壊れて放置していたことを今着てから思い出しまして……」

「綺麗なドレスだな。後で直そう」

「昨日の夜に試着して確認すればよかったです。まともな服がこれしかなくて。し、しかも、ヘアサロンの予約を取り間違えていることに気付きまして……」

「そんなことで焦っているのか」

「え？」

　パーティーまであと一時間半もある。

　焦っている凛子をもっと眺めていたかったが、俺はすぐにある人物に電話をして、マンションへ呼び出した。

「あの、高臣さん？　私はどうすれば……」

「大丈夫だ。すぐに解決する」

　凛子に落ち着いてテレビでも観ようと伝えて、一緒に待つこと十五分。

　インターホンが鳴ると、画面に奇抜な格好をしたふたりの女性が映った。

　俺はその人物をマンション内へと招き入れる。

「おはようございます、代表……あ、間違えました、高臣兄さん」

「どっちでもいい。中に入れ」

　やってきたのは黒のタイトなドレス姿の咲菜と、三橋家と仲のいいフリーランスの美容師、岸きし田ださんだ。

　赤髪でボブスタイルの岸田さんは、俺のマンションをきょろきょろと物珍しげに見ながら靴を脱いだ。

「ちょうど咲菜さんのメイクが終わったところでよかったですー。ていうか、高臣ぼっちゃんの部屋、初めて見ました。なんか、綺麗な倉庫みたいですねー」

「どんな感想だ。あとその呼び方をやめろ」

「あはは。それで、困っているお嬢さんはどちらに？」

　俺を押しのけて咲菜と岸田さんは部屋の中へと進んでいく。

　ふたりを見た凛子は驚いたように立ち上がり、ぺこっと高速で頭を下げた。

「は、はじめまして！　高梨凛子と申します。あの、すみません、パジャマ姿で……。高臣さん、この方々は……」

「妹の咲菜と、ほとんどうちの専属みたいな美容師の、岸田さんだ。咲菜は無駄に服を持っているから借りればいい。髪やメイクは岸田さんに任せればなにも問題ない」

「え!?　妹さんに専属美容師さん……。よ、よろしくお願いいたします！　すみません、私が間抜けなせいでおふたりに急きゅう遽きょ来ていただくことになり……！」

　凛子はさっきよりも勢いよく頭を下げるが、岸田さんはそんな彼女の顔をすぐに上げさせて、どんなメイクが似合うかのイメージをさっそく膨らませている。

「はい、顔上げてねー。肌白いね。わりと童顔だけど、涼しげな青いメイクが似合いそうな顔立ちしてるわ。咲菜ちゃん、服どうする？」

「水色のワンピースとかどうですか。爽やかさもありながら、背中が結構大胆に開いているので大人の女性らしさも出るかと」

　咲菜もスーツケースに詰め込んだ服をがさがさと取り出し、凛子に真顔であてがい始めた。

　凛子はされるがままに固まっているが、遠巻きに見ても咲菜がおもしろがっているのがわかる。

　咲菜は幼い頃着せ替え人形で遊んでばかりいたし、妹が欲しいと中学に上がるまでごねていたほどだ。

　会社の女性社員に、気まぐれで服や化粧品をプレゼントすることを生きがいとしていると本人も言っていた。

　ふたりは全体のイメージを固めたのか、凛子を連れて彼女の部屋へと着替えに向かう。

　俺はソファーに座りながら、凛子の支度が終わるのを楽しみに待っていた。

　――そして、三十分が経った頃、彼女の部屋のドアが開く音がして、俺は瞬時に振り返る。

「高臣兄さん、完成しました」

　そこには、岸田さんと咲菜に導かれて、見事にドレスアップした華やかな装いの凛子がいた。

　落ち着いた淡い水色の、ミモレ丈のドレスに身を包んだ彼女は、照れくさそうに俺を見つめている。

「た、高臣さん、お待たせいたしました」

　普段下ろしている髪の毛は、ゆるやかに巻かれ低い位置でお団子状にまとめられている。Ｓ字を描いたおくれ毛が首にかかっていて、なんとも色っぽい。

　衣装もメイクも、凛子の肌の白さが際立ち、俺はあまりの美しさに言葉を失い固まった。

　普段の凛子もかわいいが、大人っぽい姿の凛子も信じられないくらいに魅力的だ。

　俺がなにも言えずにいると、咲菜が「こんなに綺麗になったのになにも言わないんですか」と睨んできた。

　その言葉を聞いた凛子は、慌てて「いいんです」と手を横に振る。

「おふたりとも、本当にありがとうございました！　高臣さん、お待たせしてしまいすみません。すぐに荷物をまとめますので」

「綺麗だ」

「え……」

「気が遠くなりそうなほど」

　感じたことをそのまま言葉にすると、凛子は目を丸くして俺を見つめる。

　俺はそっと彼女に歩み寄り、もう一度至近距離で「似合ってる」と伝えた。

　すると、彼女は視線を左右に彷徨さまよわせてから、恥ずかしそうにぺこっと頭を下げる。

「あ、ありがとうございます、お騒がせしました」

「もっと顔をよく見せて」

「た、高臣さ……」

「兄さん」

　顎を強引に持ち上げたところで、咲菜にバシッと背中をハンドバッグで叩かれた。

　おかげで正気に戻れた俺は、名残惜しくも凛子から離れる。

「私と岸田さんがせっかく綺麗にしたのに、少しでも触って乱したら許しませんよ。あと、運転手待たせてますから。もう行きましょう。岸田さん、ありがとうございます」

「高臣ぼっちゃん、凛子さん、またいつでも呼んでくださいねー」

　岸田さんはひらひらと手を振って、大きいメイクボックスを担いでマンションを出ていった。

　いつまでも凛子の姿を独り占めしていたかったが、咲菜に急せかされているため、部屋を出る準備を進める。

　彼女は戸惑ったような顔で俺を見つめていたが、すぐにパッと目を逸らし、荷物をまとめに自分の部屋へと向かった。




　会場は飯いい田だ橋ばしにあるホテルだ。

　毎年父が主催しているパーティーで、うちの親族はもちろん、おもにうちと取引のある役職者と経営者を一気に集めて、関係構築のために開催されている。

　毎回このパーティーの日は憂鬱でしかないが、今日は美しい凛子が隣にいる。

　クソみたいな親族から守るために、一日ずっとそばにいよう。

　親族ならまだしも、他の男にナンパをされてしまうかもしれない。

　そんなことを考えているうちに、車が会場へ着いた。

　受付を咲菜に任せ、三人で広いホールの中へ入ると、丸テーブルを囲うようにすでに多くの人が集まっている。

「き、緊張します……。しかも天井いっぱいにシャンデリアが……眩しい……」

「大丈夫。凛子はただ隣にいてくれたらそれでいい」

「凛子ちゃん、お酒なに飲みます？　高臣兄さんはシャンパンでいいですよね」

　咲菜がウェイターの近くに凛子を呼び、凛子は色とりどりのお酒の中から好きなものを選んでいる。

　どうやら咲菜は凛子のことを気に入ったようだ。

　昔から、興味ないやつは視界に入れないほどはっきりした性格の人間だから。

　今日は咲菜がいてくれてよかったと思い、ふたりの様子を少し遠くで見ていると、トンと肩を誰かに叩かれた。

「高臣君じゃないか。久々だね」

「神じん宮ぐう司じさん、ご無沙汰しております」

　振り向くと、そこには随分と昔からお世話になっている、老舗の大手家具屋の社長がいた。

　灰色の髪の毛をオールバックにして、ビシッとスーツを着こなしている姿は、とても六十代とは思えないほど若々しい。

　神宮司さんには、二十代の頃とくに仕事のノウハウをたくさん教えてもらい、とてもお世話になった。

「あ、神宮司さん。ご無沙汰しております。お元気でしたか」

　今度はお酒を持って戻ってきた咲菜が、笑顔で挨拶をする。

　咲菜にそっと渡されたグラスを持って、神宮司さんと乾杯をした。

　すると、うしろにいた凛子に気付いたのか、神宮司さんが「その方は」と問いかける。

「僕の婚約者の高梨凛子です。じつは神宮司さんもお好きな、高梨園の長女なんです」

「そうなのか。いや、知らなかった。ご婚約おめでとう。僕も高梨園のファンなんだ」

　そう言って、神宮司さんはにこっと凛子に笑いかける。凛子はすっかり緊張しきっていたので、大丈夫かと心配になり、ちらっと彼女の顔を覗いてみる。

　しかし、そんな心配はいっさい無用なほど、凛子はその名の通り凛とした表情で会釈をした。

「はじめまして、お会いできてうれしいです、神宮司忠ただ信のぶさん。高梨凛子と申します。……じつはうちのお店でも、『ＪＩＮＧＵジング』の家具を使わせていただいているんです」

「おお、そうなのか！　それは知らなかったよ、うれしいね」

「はい。ＪＩＮＧＵさんの家具は本当に作りがしっかりしていて、うちのお店を長年支えてくださっています」

　――驚いたのは、神宮司さんのフルネームや会社名を知っていることだけじゃなく、その話し方や立ち振る舞いだった。

　一度も俺の口から神宮寺さんの話をしたことはないから、凛子が昨夜予習した以外に考えられない。確かに事前に参加者の名簿は渡していたが、それにしても参加者は三百名近くいたはずだ。

　凛子は、俺に見せないしっかりとした口調と表情で、神宮司さんと談笑している。

　横にいる咲菜も、驚いた顔で凛子を見ている。

「高臣兄さん、あの子うちにもらえるんですよね？」

「凛子をモノみたいに言うな」

「やったー、ようやく私にも妹できましたね」

　棒読みだけれど、本当にうれしそうに、咲菜は舞い上がっていた。

　まだ正式に結婚は決まったことじゃないのに、気が早すぎるとも思ったが、凛子のギャップを知ってますます手にしたくなってしまった。

　凛子はまだ政略結婚だと思っているけれど、本気だということを時間をかけてでも伝えて、俺に惚れさせる。

　そんな決意を固めていると、凛子と話し終えた神宮司さんが、再び俺の肩を軽く叩いた。

「では高臣君、また今度食事でも一緒に行こう。凛子さんも、咲菜さんも、また」

「はい、ありがとうございます。またご挨拶に伺います」

　三人で深々とお辞儀をしてから、顔を上げて数秒後、凛子とバチッと目が合った。

　彼女はホッとしたように胸を撫で下ろしていて、「すごくいい人ですね」と、安心したように笑った。そんな彼女に、すかさず咲菜が問いかける。

「凛子ちゃん、どうして神宮司さんのこと知ってたの？」

「あ、昨日高臣さんから見せてもらった名簿に書いてあったので……。ちょうどうちの父が好きな家具屋だったので、印象的でたまたま覚えていました」

「そうだったの。すばらしいわ」

　俺が言おうとしていたことをすべて咲菜に言われてしまい、俺はただその様子を黙って見守っていた。

　たまたまだとしても、どうしてそんなに真剣にこのパーティーに参加してくれたのだろうか。

　俺が凛子の立場だったら、付いていってやるだけで十分だろうと、愛想もふりまかずに酒を飲んでいることだろう。

　不思議に思いながらも彼女を見つめていると、凛子は咲菜に頭を撫でられながら、ぼそっと呟いたのだ。

「少しくらい高臣さんのお役に立ちたくて」

　その言葉を聞いて、一瞬胸がギュッと苦しくなった。

　……ただの政略結婚でも、俺に歩み寄ろうとしてくれていたのか。

　愛しさが何倍にもなって、今すぐにでも彼女を抱きしめたくなった。

　個人に対して、こんなに執着心を抱くことなど、今までなかったのに。

　コントロールできないほど、感情が凛子ひとりの存在で暴走してしまい、自分でも戸惑う。

「……凛子、さっきは助かった。ありがとう」

「いえ、高臣さんも、紹介してくださりありがとうございます」

　彼女の笑顔を見ると、やはり心が華やぐ。

　一応仕事中にもかかわらず、俺は簡単に彼女に癒されてしまった。

　……しかし、そんなことはつかの間。

　凛子のそばにいた咲菜が、突然俺の背後を見て「げ」と小さく声を漏らしたのだ。

　そして、なぜか咲菜はそのまま凛子に声をかけ、スススッと遠くへ消えていく。

　嫌な予感がして振り返ると、そこには父親の妹――横よこ浜はま店の代表である、里り佳か子こさんがいた。

「高臣、元気にしてた？」

　彼女は派手な真っ赤なドレスに身を包み、セミロングの黒髪をきつく巻いている。

　里佳子さんは、咲菜がもっとも嫌っている人間であり、無論俺も用がなければ会いたくない存在だ。

「……ええ、とくに変わりありません」

「さっきまで咲菜も一緒にいなかった？」

「神宮司さんのところに挨拶に向かいました」

　アイツ、俺に面倒な嘘をつかせて。後で覚えていろ。

　胸のうちで咲菜を呪いながら、俺は愛想笑いもせずに里佳子さんに淡々と言葉を返す。

　なぜ彼女が咲菜や俺に嫌われているかというと、その傲慢で金に貪欲な性格の他、自分の息子を俺の今いる地位にすべく、ありとあらゆる攻撃をしてくるからだ。

　俺の母親にも当たりが強く、基本的に三津橋家の血を引いていないものは見下している。早く結婚をするよう、俺にいくつもの縁談を持ってきたのもこの人だ。

　会社を大きくしようと考えること自体はいいが、行動すべてのピントがずれている。

　社員に対しても愛のない接し方をしていることは有名で、よく銀座店に戻りたいと相談してくる社員がいるほどだ。

　こんなやつに凛子を紹介しなければいけないことは屈辱だが、この状況で紹介しないわけにはいかない。俺は凛子に「父の妹だ」とこそっと耳打ちをしたが、すぐに質問が飛んできた。

「……その女性は？」

　じろっと目だけ動かして、凛子に視線を送る里佳子さん。

　凛子はびしっと姿勢を正してから、静かに頭を下げる。

「彼女は凛子さん。俺の婚約者です」

「ふぅん、話には聞いていたけれど、高梨園の娘さんなんですって？」

「はいっ、高梨凛子と申します。今日はお招きいただき……」

「あー、はいはい。大丈夫」

　凛子の挨拶を途中で遮って、里佳子さんはふいと視線を俺に戻した。

　クズだとは思っていたが、あまりにも失礼な態度に怒りが込み上げてくる。

　そんな怒りには気付かずに、彼女はぺらぺらと自分勝手なことを話し始めた。

「高臣。そんな若いだけのお遊び相手と付き合っていないで、もっと会社を大きくする相手と付き合いなさい。この子以上の女性なんて、今まで何人もリストに挙げてきたでしょう」

「…………」

「あなたの気持ちなんて関係ないのよ。感情であなたの人生を決めていいと思ってるの？　私たちはそんな階級の人間じゃないわ。こんなド庶民と結婚してどうするっていうの」

　いくら会場がザワついているといえど、凛子にも聞こえてしまっているだろう。

　……いや、わざと聞こえるように言っているのか。

　こんなやつと話す価値もない。俺は凛子の手を握ってその場を去ろうとした。

　――しかし、凛子は立ち止まったまま、一歩も動かない。そして、里佳子さんの目をまっすぐ見て、こう言い放ったのだ。

「あの、私は決して高臣さんに相応しい人間ではないですけれど、それを決めるのは、高臣さんです」

「え……？」

　凛子は、驚き一瞬固まった里佳子さんに、まったく物もの怖おじすることなく自分の意見を伝える。

「他人が勝手に決めていい人生なんて、あっていいんでしょうか」

「な……、なにを突然失礼なことを！　出ていきなさい！」

　激昂する里佳子さんの言葉に、凛子はぺこっと頭を下げて、今度こそ会場の出口へと向かっていく。

　里佳子さんは口をあんぐりと開けて、なにが起きたのかわからないという顔をしていた。

　俺はその顔を見て笑いをこらえきれずに、静かに吹き出してから、去り際に里佳子さんへ宣言する。

「誰がなんと言おうと、俺は彼女以外選びません」

「……そんなにバカな人間だったのね。残念だわ」

「失礼します」

　軽く頭を下げてから、俺は急いで凛子の後を追いかけた。

　彼女はホテルの入り口付近で、俯いてその場に立ち尽くしている。

　もしかしたら泣いているのか……と思い、そっとそばに寄って顔を覗き込むと、彼女は眉間にしわを寄せて怒り狂った顔をしていた。

「高臣さんっ、さっきの方は本当に親族なんですか」

「凛子……、怒っているのか？」

「怒ってますよ！　あんな、高臣さんを金脈としか思っていないような言い方……、むしろ高臣さんは怒らないんですか!?」

　怒った顔もかわいい……という感情が数秒生まれたが、今は凛子の気持ちを考える場合だ。

　俺は彼女の言葉をひと通り聞こうと、言葉を待つ。

「でも……、あんな生意気な返し方はすべきじゃなかったと、今すでに猛省中です……。ほんと、ただの政略結婚相手が、すみません」

「凛子……」

「あぁ……順調に結婚したら、今後何度もお会いするかもしれないのに、本当に私って……」

　怒っている顔から一気に青ざめ落ち込んだ顔になり、くるくると表情が変わる凛子を見て、また癒されてしまっている自分がいる。

　凛子を雑に扱われたことは許せなかったが、感情は必要ないとモノのように扱われることは昔から慣れていたので、自分のことで怒りなどわいていなかった。

　だけど、自分のために怒ってくれる人がいるというのは……こんなにも、心が優しくなるものなのか。

　凛子という存在が、恐ろしいほどに大きくなっていく。

　彼女を見ていると、凍っていた感情が動く。

　俺は百面相をしている凛子の頬に手を添えて、そっと囁いた。

「凛子……、君が欲しい。本気で」

「え……」

　もう、手加減はいっさいしない。

　凛子を手に入れるためなら、他人の声などいっさい聞き入れない。

　俺の人生で生まれて初めて、心の底から〝欲しい〟と思ったのだ。

　偽りの形でなく、本当の意味で、すべてをかけて彼女を手に入れてみせる。










突然の告白




『凛子……、君が欲しい。本気で』

　高臣さんの言葉の真意が、わからない……。

　私は、出席したパーティーで言われたことを引きずりながら、もんもんとした日々を過ごしていた。

　今は、仕事が終わり、職場のロッカールームでぼうっとした頭のまま私服に着替えている。

　私情は挟むなと念押しされたけれど、あんなことを言われたらいくらなんでも動揺してしまう。

「はあ……」

　そして、高臣さんと一緒に住んでから三カ月が経ったけれど、あの日から高臣さんの顔を直視できないままでいる。

　顔を見ると、なぜか心臓がドキッと跳ねて、変に意識してしまうから。

　ため息をつきながら着替えを済ませると、岡田さんが心配そうな表情で私の顔を覗き込んできた。

「お疲れ高梨ちゃん、大丈夫？　なんだか顔色悪いけど」

「あはは、最近なんだか寝不足で……」

「悩んでるのは仕事関係？　恋愛関係？」

「えっ！」

　思わず動揺して声をあげてしまった。こんなの恋愛系の悩みだとバレバレじゃないか。

　慌てて口を押さえたが、岡田さんは「そうか」と納得したように腕組みをしてから、私の肩をポンと叩く。

「高梨ちゃんからそういう話聞いたことなかったけど……彼氏できたの？」

　彼氏ではなく、政略結婚前提の婚約者……だなんて今ここで言えるわけがない。

　高臣さんが普通の彼氏だったら、どんなに相談しやすいことか。

　でもここで話したくないなんて言ったら、きっと岡田さんは傷つくだろう。どうしよう。

　なんと答えたらいいのか考えあぐねていると、岡田さんはその間いっそう真剣な表情になって、私の名前を呼んだ。

「高梨ちゃん。彼氏できたり結婚したりしても、私の推しへの情熱、たまに聞いてよね。高梨ちゃんしか聞いてくれる人いないんだもん……」

「え」

「どこかに発散しないと、私爆発しちゃうから！」

　予想のななめ上の発言に、私は思わずずっこけてしまった。

　いつも自分の趣味に命を懸けている岡田さんは、日々楽しそうで眩しい。

　彼女と一緒にいると、やはりいい意味で頭の中がリセットされる。

　うん、くよくよ悩んでいても仕方ない！

　本当に高臣さんの気持ちが知りたくなったら、本人に聞くしか方法はないんだし。

　私は頭の中のもやもやを振り払って、岡田さんの好きなアイドルの話を少し聞いてから、ロッカールームを出たのだった。

　――と、ちょうどその時、鞄の中でスマホが震えたので、私は従業員用エレベーターの前で立ち止まる。

　送信者は高臣さんで、【すまない。二週間ほど海外出張が入った。急遽だったので、このまま出ていく。なにかあったら連絡して】とメッセージが入っていた。

「に、二週間……！」

　突然、高臣さんが長期出張に出ることになったようだ。

　つまり、私はあの広いマンションでしばらくひとり暮らしをするということ？

　想像しただけで、なにもすることが思いつかずにポツンと所在なさげにしている自分が思い浮かぶ。

「この機会に、少しだけ実家に帰ろうかな……」

　多分、今の私に足りないものはリフレッシュだ！

　ほどよくビジネスライクな関係を保つために、高臣さんと接しない間に、自分の気持ちを整理しよう。

　今向き合うべきは、銀座にお店を出すこと。

　私は早々に高臣さんに【私もその間は、実家から通わせていただきます】とメッセージを送ったのだった。




「出戻りか。まあ、もった方だな」

「永亮。帰ってすぐに嫌みやめてくれる？」

　ちょうどよく二連休が入っていたので、翌日の早朝に実家に帰ると、調理場から出てきた永亮とばったり鉢合わせした。

　そういえば、婚約が決まってから実家に帰るのは初めてだった。

　父と母と他の従業員は、開店前でバタバタしており、とても話しかけられる状況ではない。

　永亮はちょうどお店の前の掃き掃除をしようとしていたところなのか、箒ほうきを手に持っていた。

「私、掃き掃除やるよ。それ貸して」

「あー、じゃあ、暇人に遠慮なく任せるわ」

「会話の中にひとつ嫌み混ぜないと気が済まないのか」

　高臣さんと同じくらい、相変わらず永亮の背は見上げるほどに高く、そばに寄られると威圧感がある。

　私は図体のデカい永亮をよけて、私物を勝手口に続く階段に置いてから、箒を永亮から預かろうとした。

　しかし、永亮は箒をひょいと上にあげて、ジッと私を見つめている。

「なに？　がん飛ばしてます？」

「お前……、本当に婚約したんだな」

「なにをいまさら。あ、もしかして焦ってるの？　モテないと思ってた私が先に婚約したか……」

　茶化すようにそこまで言いかけると、永亮は真剣な表情で顔の高さが同じになるまで腰をかがめ、間近で私を睨んできた。

　切れ長の目に至近距離で見つめられて、その目力の強さに思わず後ずさる。

　永亮はしばらく黙って見続けてから、箒を持っていない方の手で私の頬をムニッと挟んだ。

「お前、顔色悪いぞ。上流階級の暮らしが体に合ってないんじゃないか」

「なにふんの……！　はなひへ」

　抵抗して無理やり永亮の手を引きはがし、私は思わずドンと彼の胸をどついた。

　なぜ見飽きた永亮の顔を至近距離で見なきゃならないのだ……。

「もう、ふざけるのやめて」

　私は勢いよく永亮から箒を奪い取ると、彼を押しのけて店の外へ出た。

『顔色が悪い』と指摘した時の永亮の顔は、本当に私を心配したような表情をしていたので、一瞬調子が狂ったけれど。




　あっという間に無事に営業が終わり、調理場を片付けるだけとなった。

　今日はとても天気がよくて暑かったので、あんみつがよく売れた。

　イートインで食べていく方も多く、ドリンクの売り上げもそこそこだ。

　ずっと立ちっぱなしで疲れた体に水分を補給していると、父が私の名を呼んだ。

　なにか真剣な話があるのだろうか……。

　お茶を持ちながら、呼ばれた通りイートインのスペースへ向かうと、永亮が横を通り過ぎた。

「玄さん、お疲れ様でした」

「おう、永亮。また明日頼む」

　父が永亮に手を振って挨拶をすると、永亮はガラガラと引き戸を開けて店から出ていった。

　お客さんがひとりもいない薄暗い店内に、父が真剣な顔をして座っている。私も丸テーブルを挟んで、目の前の席に座り、父の顔を見つめる。

「凛子。……高臣君とはうまくやっているか？」

「うん、まだ掴めていない部分もあるけど、なんとかやってるよ」

「そうか。ならよかった」

　きっと高臣さんのことを聞き出したいのだろうと思っていたから、この質問は予想の範囲内だった。

　同棲を始めてから、実家に小まめに連絡を取っていなかったことを申し訳なく思う。

「じつは高臣君の会社と、本格的に契約を進めている」

「うん」

「凛子。もう後戻りはできないが……、大丈夫か？」

　父が不安そうに訊たずねてきたので、私はその不安を拭うように笑顔で答えた。

「うん、そのつもりだよ。まだ正直生活は不慣れなところもあるけど、高臣さんは想像以上に優しくて、よくしてもらってる」

　むしろ、優しくされすぎて、私情が生まれてしまうことが怖いほどだ。

　なんて、父には絶対に言えないけれど。

　私の瞳に嘘がないとわかったのか、父は「そうか」と静かに頷く。

「高臣君は、一見冷たそうだが、仕事に非常に熱心だ。彼のことを信頼できる要素が、一緒に打ち合わせを重ねるごとに増えていった」

「打ち合わせって……まさか高臣さん、ここまで来てくれてたの？」

「ああ、婚約が決まってから計五回、たったひとりで契約説明をしに来てくれたよ」

　どうやら私の知らないところでふたりはちょくちょく会っていたらしい。

　高臣さんは仕事の話をいっさい私にしないので、その事実を知らずにいた。

　私の実家まで何度も足を運び、今後の出店の説明を自らすべて行ってくれていたなんて。

　高臣さんは本当に、このお店を大切に思ってくれているんだ。

　なんだかじーんとしてしまい、胸がいっぱいになってしまう。

「銀座に出店したら、そのお店はいずれ凛子に任せるからな」

「はい！　頑張ります」

「よし、久々で少し腕がなまっているかもしれねぇから、一緒に生菓子を作るか」

「え、今から付き合ってくれるの？」

「当たり前だ。気合入れてやるぞ」

　私は急いで父のうしろについて、調理場へと向かう。

　私の知らない高臣さんを知って、なぜだろう……少し、彼に会いたくなった。

　まだ出張に出たばかりだというのに。

　私にいっさい伝えずに、忙しい中ここまで出向いてくれた高臣さんを思って、私はその日父の厳しい指導に深夜まで集中した。




【凛子の写真が欲しい】

　帰省して十日以上が過ぎた休日の朝、高梨園の食品倉庫の掃除をしていると、目を疑うメッセージが高臣さんから届いた。

　思わず、自分が寝ぼけているのかと思い、ごしごしと目をこする。

　仕事終わりに実家に帰って、毎晩遅くまで父と和菓子作りの研究をしていたせいで、疲れがたまっているのかもしれない……。

　もう一度メッセージを読み直したが、やはり書いてある内容に変わりはなかった。

　私の写真などを送って、いったいなにになるというのだろうか。使用目的はなんだ……？

「た、高臣さんがわからない……」

　私はどうにかこのメッセージを解読しようと試みるが、いっこうに高臣さんの本心が見えてこない。

　まさか私の写真が見たいというわけではないだろうし、誰かに婚約者の顔が見たいと言われたのだろうか。

「おい、そんなとこに突っ立ってんな。幽霊かと思ったわ」

「うわびっくりした！　なんだ、永亮か。今日も一番乗りだね……永亮って、本当無駄に早起きだよね」

　ちょうど出社してきた永亮が、倉庫の入り口に突っ立っている。

　私がスマホを見て暗い倉庫でしかめっ面をしていたので、倉庫の扉を開けた永亮は一瞬ビクッと体を震わせていた。そんなに恐ろしい顔をしていただろうか。

　そんな彼に、私はスマホをずいっと見せつけていきなり問いかける。

「ねぇ、永亮。これ、どういう意味だと思う？　好きでもない人にこんなこと送る？」

「……誰だ、お前にこんなメッセージを送るもの好きは」

「高臣さん」

　メッセージの送信者を答えると、永亮はピクッと片眉を動かした。

　食材を棚から取ろうとしていた永亮だけれど、私からスマホを奪い取り、スイスイと画面をスクロールして、勝手にメッセージを読み始める。

　私は慌てて永亮からスマホを奪い返そうとしたが、当然腕を高く上にあげられると届かない。

「ちょっと、永亮、返して！」

「ふーん、なるほど。お前、おもしろいことになってんじゃん。愛のない政略結婚のくせに」

「ちょっ、お父さんお母さんに聞こえるかもしれないから！」

　永亮はスマホの画面を見ながら、なぜか明らかに不機嫌なオーラを漂わせている。

　私は永亮の背中を結構な強さで叩いたが、びくともしない。

　筋肉ありすぎでしょ、こいつ……。

　なんて思っていると、ぼそっと永亮がなにかを呟いた。

「……人が大事にしてるもん、いきなり横取りされたんだから、このくらいの嫌みは許されるよな」

「え？　なに、今なんて……」

「凛子」

　突然、永亮に肩をグイッと抱き寄せられて、私は彼の体に思い切りよろけた。

　それと同時に、パシャッとカメラ音がして、永亮は器用にもその写真をすぐにどこかに送っている。

　信じたくないけれど、ま、まさか……。

「今、それ誰に送ったの……？」

「お前の婚約者。写真欲しがってたからな」

「な、なんでそんなことを！　意味がわからない！」

　怒り狂った私は、バシッとスマホを勢いよく奪い返して、永亮に怒声を浴びせる。

　しかし彼はひょうひょうとした表情で、まったく悪気のない様子だ。

　私は顔を青ざめさせながら、送信画面を見つめる。最悪なことにすでに既読のマークがついてしまっている。

　送られた画像は、カメラ目線の永亮とぽかんと口を開けた私が肩を寄せ合って写っている写真だ。

　仕事中にこんなにふざけた写真を送られてきたら、高臣さんだっておもしろくないはずだ。

「これで銀座にお店出す話なくなったら、どうするの……」

「大丈夫だ。この男はお前が結婚しなくても、絶対に店は出すだろ」

「どういう意味？　そんなわけないでしょ」

「お前さー」

　永亮は呆れた顔で自分の髪をかきあげると、盛大にため息をついた。

　私が怒るべき場面なのに、どうして永亮の方が不機嫌なオーラをまき散らしまくっているのだ。

　いつの間にやら壁に追いやられて、頭の上では永亮の逞たくましい腕が壁にぴったりとくっついている。

　永亮はいつもの倍は無愛想な表情で、私をジッと見下ろしている。

　昨日とデジャヴな状況に、私は彼の胸を手で押し返して「ちょっと」と強めの声をあげた。

　しかし、永亮の厚い胸板はやはりびくともしない。

「凛子。お前も少しは混乱すればいい」

「え？」

　ぎらりと永亮の目が鋭くなって、一瞬空気が重たくなったように感じた。

　そして彼は次の瞬間、信じられない言葉を言い放った。

「俺はお前が好きだ」

「は……、なに言って……」

　――なに？　あの幼い頃からケンカばかりしていた永亮が、私のことを好き？

　予想もしていなかった出来事に、頭の中が一気に真っ白になってしまった。

　フリーズしている間に、永亮の顔がだんだんと近づいてきて、私は大声をあげて彼の唇を両手で塞ぐ。

「ストップ！　私婚約者いる！　永亮ただの幼なじみ！」

「…………」

　情報を簡潔に伝えて正気に戻すために、私は重要な単語だけを並べて叫んだ。

　しかし、永亮は変わらず獣のような目で私を見ている。

　こんな永亮、寝起きで機嫌が悪い時しか見たことがない。

　なんだ……？　糖分が足りなくて変になってしまったのか……？

　不審な目で永亮を見つめ返すと、彼は口を塞いでいる私の両手を剥がして、そのまま手首を片手で壁に押さえつけた。

　両手を真上に上げさせられている無防備な状態で、永亮に耳元で低い声で囁かれる。

「本気だ。十年以上前から」

　それだけ宣言すると、永亮はパッと私の手首を放して、すたすたと倉庫から出ていった。

　私は全身の力が抜けてしまい、へなへなとその場に座り込む。

　そして、両手で頭を抱え込んで、必死にさっきの状況を整理する。

　永亮が……十年以上前から……私のことが好き……。

　そういえば、高校生になってまもなく、永亮はパタリと彼女を作らなくなって、何度か冷やかしたことがあった。

　そのたびに彼は『好きな人ができた』と答えていて、その相手を聞き出そうとしたが『一人前になるまで言わない』の一点張りだった。

　なんだ一人前って、とその時は思っていた。けれど、永亮がうちに弟子入りすることになり、『職人として一人前になって』という意味であることをようやく知ったが、まさか好きな相手が私だなんて欠片かけらも思ったことがなかった。

　だって永亮は、いつも私だけに冷たくて、いじわるだったから……。

「いや、さすがにわかりづらすぎない!?」

　私は思わずひとりで永亮につっこみを入れた。

　高臣さんの無表情さも読み取りづらいが、永亮も負けず劣らずなにを考えているのかがわからない。

　いきなり急な展開が続きすぎて、まったく気持ちが追いつかない……。

　その日私は永亮を見るたびにロボットのように感情を殺して、なんとかいつも通りに仕事を終えたのだった。

　リフレッシュをするために実家に帰ってきたというのに、私の脳内はさらに混乱してしまった。

　……高臣さんは明日、東京に帰ってくる。

　変な写真を送ってしまったことをすぐに謝ったが、その夜、高臣さんからメッセージの返信は来なかった。




『またいつでも帰ってきなさい。高臣さんによろしくね』という、母の伝言を預かって、私は中ちゅう央おう区くにあるタワーマンションに戻ってきた。

　永亮のせいで、朝から頭の中はぐちゃぐちゃにこんがらがっている。

　高臣さんは、今日の夜に飛行機で帰ってくるけれど、なんとなく顔を合わせづらい。

　永亮とは今までなにかあったわけではないのに、高臣さんのいない間にキスをされそうになっているだなんて……。

　自分の勘の鈍さが信じられない。いや、でも、あの永亮からそんな恋愛感情を読み取るのは誰にだって至難の業すぎる気もするけれど。

「このことは話すべきなのか……？　それともどうでもいいことなのか……？」

　朝食のコーヒーを飲みながら、私はひたすらうーんと唸うなりながらひとり葛藤していた。

　でも、私は永亮のことを幼なじみ以上に思えない。瞬時にきっぱりと伝えたはずだ。

　だから、いちいち高臣さんに伝える必要はないように思える。

　というか、私に好きな人ができようができなかろうが、高臣さんの知ったことではないのかもしれないし。

　そう思うと、なぜか胸の一部がチクッと痛んだ。

　私はその痛みに気付かないふりをして、もやもやをかき消すようにコーヒーを一気飲みした。




　実家から職場まで通う時間の、三分の一以下で百貨店に着いてしまった。

　久々にゆっくりとした朝を過ごしてから出社し、ロッカールームのドアを開けると、岡田さんが珍しく私よりも先に職場に着いていた。

　彼女はすでに作業着に着替え終えて、なにやらスマホを真剣に見つめている。

「また推しのライブ映像ですか？」

「わっ、びっくりした！　高梨ちゃんか、おはよう」

「おはようございます。朝からすごい集中力ですね」

　うしろからひょいとその様子を眺めると、岡田さんは驚いたようにこちらを振り返る。

　どうやらライブ映像ではなく、朝の報道番組に新人アイドルが出ているようで、岡田さんはリアルタイムで観るために早く出社したようだ。

　たった二分程度の出演が終わると、岡田さんはイヤホンを外して感嘆の声を漏らす。

「はー、美しかった……。なんてフレッシュ……」

「その若手アイドル、岡田さんも好きだったんですね」

「いや、この子たちは本命じゃないよ！　なんだろう、弟的な立ち位置というか、ペット的なかわいさを求めているというか。本命を見てる時とはまた違う感覚なのよね」

「はあ、そういうものなんですね」

　いつも通り、話をよくわからないままに聞いていた私だが、「弟的な立ち位置」という言葉を聞いて、ふと永亮のことが思い浮かんだ。

　そうだ。私にとって永亮は家族で、双子の弟的な存在だ。

　だから、告白されて本当に戸惑ったし、今までの関係が私と永亮の視点でまったく違ったことに少なからず衝撃を受けた。

　私は、確認するように岡田さんに問いかける。

「弟的な存在っていうのは、つまり、恋愛対象ではないということですよね？」

「そりゃそうよ。いくつ離れてると思ってんの。もはやギリギリ産めるわ」

「で、本命との違いっていうのは……」

「そりゃもう、本命は見てるだけでドキドキするし、頭の中が占領されまくってるわ」

「占領……」

　確かに、なにをどう考えても、永亮に対してドキドキすることはない。

　その線引きがはっきりとしているから、案外動揺したのはあの日の一瞬だけだった。

　じゃあ、あんな風に迫ってくるのが、もし高臣さんだったら――？

「ダメ！」

　一瞬高臣さんにキスを迫られる映像を想像しかけた私は、そのイメージをかき消すようにガシャンと勢いよくロッカーのドアを閉めた。

　思ったより大きくロッカールームに響いた音に、岡田さん含む周りの人が目を丸くして私を見ている。

「あ……、すみません……」

「高梨ちゃん、どうしたの……。もう私のアイドル話聞くの嫌になったとか？」

「あ！　違うんですっ、今は全然別のこと考えてて！」

「あ、全然別のこと考えてたんだ……それはそれでショックだわ」

　ぺこぺこと頭を下げて、私は残りの身支度を高速で終え、調理室へと駆け込んだ。

　閉めたドアに背中をつけて、私はそっと目を閉じて自分を落ち着かせる。

　……どうかしている。メッセージが返ってこないだけでこんなに気持ちが暴走してしまうだなんて。

　今日の夜、高臣さんが久々に家に帰ってくるけれど、永亮がしょうもない写真を送りつけたせいで、呆れられていたらどうしよう。

「ダメダメ、今は仕事集中！」

　私はバシッと自分の両頬を叩いて、仕事モードになんとか気持ちを切り替えようと試みたのだった。




　そういえば、高臣さんはうちの和菓子以外になにが好きなんだろう。

　仕事終わりにスーパーに寄った私は、高臣さんのことをまだなにも知らないことにはたと気付いた。

　久々の手料理だろうから、彼の好きなものでも作って迎え入れたいと思ったけれど、彼の好きなものが和菓子以外思い浮かばない。

「聞いておけばよかったな……」

　カートを押しながら、私は会社近くの高級スーパーで立ち尽くしてしまった。

　この前、ポテトサラダも魚も美味しそうに食べてくれたから、和食は普通に好きなはず。

　こないだ連絡先を交換した、咲菜さんに聞けばわかるかな。

　いや、仕事終わりで一番疲れているこの時間に、こんな質問をしたら迷惑だろうか。

　そもそもお金持ちが好きな家庭料理とは、いったい……。

　どんなにイメージしてみても、漫画や映画で観た映像しか浮かんでこない。

　うーんうーんと頭をひねっていたら、ブブブとスマホが震えた。

　高臣さんからのメッセージだった。

【用があって会社に一度帰ったんだが、急遽食事会に行くことになった】

　あ、そっか。

　そりゃあ、長期出張の帰りだったら、いろんな用事が立て込んでいるだろう。

　久々の高臣さんのからの返信に、ホッとしつつも、少し寂しい気持ちになった。

　寂しい気持ちがあるということは、きっと、今日久々に一緒にご飯を食べられるのを楽しみにしていた自分がいたのだろう。

　そして、私と永亮のツーショット写真など、高臣さんにとって動揺の要素にはまったくならないということ。

　私は、いったい彼にこれ以上なにを求めているのだろうか。

　もっと人間らしいコミュニケーションを取りたい？

　それとも……、夫婦らしくなりたい？

　後者の気持ちを抱いたら、この関係は終わってしまうというのに。

　永亮に告白されて、高臣さんに対する感情が普通とは違うことに少しずつ気付き始めてしまうなんて、私はバカだ。

　茫然と野菜売り場に立ち尽くしていた私だが、ぐずぐずしている自分が嫌になって、それをかき消すように目に入る食料品をカゴにつっこんでいった。

「食べて忘れる！」

　美味しいものを食べたら、もやもやした感情は軽減する。

　私の単純な性格は、そういう構造にできているのだ。

　大盛りの野菜炒めをひとりでバクバクと食べることを決めて、カートを走らせる。

　すぐに会計を終わらせ、余計なことを考えないうちに食品をエコバッグに詰め込んだ。

　しかし、スーパーから出ようとしたその時、スマホが再び震えて、私は高臣さんからの電話かと思い瞬時に出てしまった。

「はい、もしも――」

『凛子。お前あからさまにメッセージ無視してんじゃねぇよ』

「…………」

　どうして表示も見ずに出てしまったのだろう。

　スーパーから出て、私は歩きながら永亮と気まずい会話を続ける。

　こんな時でも、一瞬視界に高臣さんの百貨店が目に入って、今どこで飲んでいるんだろうなんて気になってしまった。

「永亮、あの、この前の告白のことなんだけど」

　私はあらためてきっぱりと断らねばと思い、重い口を開く。

　永亮は冗談を言ったりしない性格だから、この前のことは真剣に考えて返事をしなければと思っていた。

　しかし、私がそれ以上なにかを言うより先に、永亮は意外な言葉を発した。

『婚約した後に告白して、戸惑わせて、悪かった』

「え……」

『悪かった。あのタイミングは、お前を困らせるだけだった』

「いや、そんな……」

　まさか謝ってこられるだなんて予想もしていなかったから、強めに断ろうとしていた私は、思わず動揺して声が小さくなる。

　数秒の沈黙の後、永亮が再び話し出す。

『本当は、お前が幸せになれればそれでよかった。でも、突然政略結婚するなんて言い出すとはこっちも思ってもみなかった。お前、昔から猪突猛進だからな』

「う……それは、突然でごめん」

『あまりに突然だったから、俺も出るタイミングを完全に失った』

「なるほど……」

　再び気まずい空気がスマホ越しに流れ、私は永亮にかける言葉を探す。

　なにもかも初耳のことだらけで、私は永亮のことを本当になにも知らなかったんだなと思う。

　永亮は私がお見合いをすると言いだした時も、婚約が決まった時も、一緒の場にいた。

　その時の永亮の気持ちを想像すると、じわりと罪悪感がにじみ出てくる。

　永亮は弟みたいな存在で、職人としてのライバルで、高梨園を支える仲間だから……。

　告白されてただただ戸惑っていたけれど、私……仲間として永亮が大切だから、ちゃんと向き合わなければいけない。傷つけたり嫌われたりすることを恐れて、彼の気持ちをテキトーにしちゃいけないんだ。

「永亮。私、今までずっと気持ちに気付かなかったせいで、無神経なことたくさんしてたと思う。ごめん」

『なんだよ、いまさら』

「でも私、婚約しててもしてなくても、永亮を仲間以上には思えないよ」

『…………』

「伝えてくれてありがとう。勝手だけど、これからも今まで通り仲よくしたいです」

　きっぱりそう言うと、永亮はしばらく黙っていた。

　これで、永亮との関係が終わってしまっても、仕方のないことだ。

　とても、とても悲しいけれど……。

　彼と過ごした幼少期が頭の中をよぎって一瞬切ない気持ちになったが、私はぐっとこらえて冷静さを保った。

　なんて返されるかどぎまぎしていたが、彼は再び意外な発言をして私を驚かせた。

『予想通りのはっきりした返しだな』

「え」

『お前の、相手を傷つけないためなら嫌われたっていいっていう、その精神。昔から変わってないな』

「な、なにそれ……。私は別に本当のことを」

『俺はお前の不幸を求めてない。俺がただ、お前のことが勝手に好きで、勝手に幸せなだけだから』

「なっ……」

『だから好きでい続ける。それだけの話だ』

　好きでいて幸せ、だなんて。どうしてそんなに淡々と言えるのだろう。

　永亮がこんなに熱いセリフを言ってくる人間だなんて、一ミリも知らなかった。

　さすがに気恥ずかしくなって、一瞬カッと顔が熱くなる。

　動揺していることを悟られないように黙っていると、永亮が声のトーンを一段階低くしてひと言宣告する。

『だけど……、お前が泣かされるようなことがあったら、全力で奪いに行くからな』

「え……？」

『じゃあな。また店に顔出しに来いよ』

　そう言い残して、永亮はブツッと電話を切ってしまった。

　話しながらバス停にたどり着いた私は、ホーム画面に戻ったスマホを茫然と見つめる。

　泣かされるようなことがあったら……なんて、どうしてそんな不吉なことを言うんだろう。

　すっかり永亮の言葉に取り乱してしまった私だけれど、きっちり自分の気持ちを伝えられたことはよかった。

　解決したのかどうかは、微妙なところだけれど。

　永亮の予想外な発言が多く、ドッと気持ちが疲れてしまった。

　片手に持っていた野菜たちが、不思議と急に重く感じられる。

　早く家に帰りたいと思った時、タイミングよくバスが到着して、私はいつも通りバスに乗り込む。

　席に座って、ふとなんとなく窓から会社の方を見ると――、偶然にも信じられない光景を目の当たりにした。

「え……」

　中央通り沿いで、女性に抱きしめられている高臣さんの姿を、見てしまったのだ。

　頭の中が真っ白になっているうちに、バスは発進し、銀座の街を通り過ぎていった。

　永亮の「泣かされるようなことがあったら」という言葉が、やけに頭の中に強く残っていた。










戸惑いの夜、そして……　side 高臣＆凛子




　出張を終えた俺はとにかく、早く家に帰りたかった。

　空港からすぐにマンションに直行する予定だったが、どうしても会社に取りに行かねばならないものがあり、立ち寄ったのが悪かった。

「代表！　出張お疲れ様でした！」

「……嫌な予感がするな。そんなに歓迎されると」

　咲菜が、待ってましたと言わんばかりに気持ち悪い笑顔で俺を迎え入れる。

　荷物を取ったらすぐに出る予定だった俺は、咲菜のことを見て見ぬふりをしてスルーしようとしたが、なかなか離れてくれない。

「従弟いとこの和かず夫おさんの入籍祝いで、今日はお食事会がありますが」

「要件を簡潔に言え。その食事会は出張で断ったはずだ」

「本日代表が帰られることを風の噂で知ったようで、ぜひお会いしたいと。婚約した話を直接聞きたいとのことで」

「なぜいちいち説明しなければならない」

　苛立ちを隠さず答えたが、咲菜はまったくひるまないどころか、いつもの俺と同じ無表情で淡々と説明を述べる。

「今日来なければ、兄さんの家まで挨拶に行くと言っています」

「……なんだと？」

「その際は、私も同行させると。そんなのまっぴらごめんです。和夫の自慢話はいつも聞くに堪えないですから。のちのち面倒に巻き込まれたくなければ、顔だけでも出してください」

「お前今、サラッと呼び捨てにしたな……」

「ずっと代表と競ってきたのに、和夫はなにひとつ勝てていないんですから。結婚くらい祝ってあげたらどうですか」

　和夫のことは無視していればそれでいい。アイツは操りやすいし、関わらなければ無害だ。

　しかし、和夫の入籍祝いということは、もうひとつ厄介な問題がある。

「もちろん、妹の百ゆ合りさんもいるでしょう」

「面倒だな……」

「婚約者がいると言ったら、さすがに諦めるんじゃないですか。むしろいい機会なのでは」

　咲菜は完全に他人事だと思って、俺を食事会に向かわせるためのこじつけをしてくる。

　あえてこのことはメッセージで連絡せずに、会社に戻った俺を直撃して強引に連れ出そうとしたのだろう。

〝百合〟とは、和夫の妹のことで、昔から変に懐かれていて、大学を卒業した今でも会うたびに求婚されている。

　冗談でも冗談でなくとも、べたべたと触ってくるので質たちが悪い。

　出張帰りに、あのテンションで来られたらと想像するだけでさらに疲れてくる。

　しかし、のちのちあの兄妹で家に来られるのはもっと面倒だ。

　俺が今より成長して上の立場になったら、この一族の面倒事は一掃してやろうと思っているが……。

「わかった。少しだけ顔を出そう」

「よかったです。食事会場はなんと銀座なのでここから徒歩五分です」

「計ったような場所だな」

　のちのちの面倒事を考えて、俺がいったん顔を出すことにしようと腹を括ったことで、咲菜はコロッと機嫌がよくなった。

　そして、すぐにメッセージで店の地図を送ってきた。

「はい、お店は今送ったところですから。凛子ちゃんには悪いけど、家に来られるよりはマシですもんね」

　咲菜の言葉を聞きながら、俺は凛子へ送るメッセージを考える。

　正直今、こんなことをしている場合ではない。

　――なぜなら、出張中の癒しとして、凛子の写真を求めたら、高梨園の若手職人とのツーショットが送られてきたのだ。

　あの一瞬、嫉妬でおかしくなりそうだった。

　実際、その時手に持っていた空き缶を握りつぶしてしまった。

　何度か高梨園へ出店の条件説明に行った時に見かけていたアイツは、〝永亮〟という、凛子の幼なじみだと聞いた。

　ひときわ、不愛想で気難しそうな空気感を漂わせていたので、妙に印象に残っている。

　いや、もしかしたらあの時から、敵意むき出しだったのかもしれない。

「代表、怖い顔してますが大丈夫ですか？　あ、もともとか」

「…………」

　とにかく、早急に終わらせて帰る。

　そして〝これ〟を凛子に――早く渡すのだ。

　俺は取りに寄った荷物の入っている紙袋と、黒いジャケットを掴んで、足早に会社を出た。




　会場について二時間が経過し、一流レストランをわざわざ借り切って行われた食事会が、ようやく終わろうとしていた。

「いやー、まさか、引く手あまたの高臣君より先に結婚してしまうなんて、本当に悪いなあ」

　顔を真っ赤にした和夫が、七三分けにした額を光らせながら、本日何十回目かのセリフを言い放つ。

　幸いにも、食事会のほとんどが和夫の自慢話で終わったため、俺の婚約の話題にはそこそこしか触れられなかった。

　和夫の母親である里佳子さんももちろんいたため、終始心を無にして過ごしたけれど、それでも一分が一時間のように感じられた。

「和夫君、本当におめでとう。では、俺はこれで」

　俺は白々しい笑みを浮かべて早々に席を立ち、すぐに帰宅する準備を始めた。

　幸いにも百合とは席が離れていたため、俺は絡まれる前に店の外へ出ようとする。

「待って高臣君！　百合が送る！」

　しかし、甲高い声が俺を引き留めた。ゆっくり振り返ると、そこには母親似の派手な巻き髪スタイルの百合がいる。

　彼女はこの時を待ってましたと言わんばかりに、俺の顔をキラキラした瞳で見つめている。しかし、俺は秒でその期待に満ち溢れたオーラを無視した。

「いや、大丈夫だ」

「百合も高臣君と一緒に帰る！」

「人の話を聞け」

　咲菜が、あからさまにげんなりした俺の様子を、遠くの席からニヤニヤと見ていることに腹が立つ。

　もういい。俺は一刻も早く帰って、凛子に会いたいんだ。

　この厄介なおまけがタクシー乗り場までついてこようが、無視し続ければいいだけの話。

　百合は存在しないこととして、タクシー乗り場へ向かうことにした。




「ねぇ高臣君、婚約したって本当？　ねぇ婚約相手の写真見せて」

「…………」

「その人百合よりかわいい？　百合より頭いい？　ていうか何歳？」

　中央通りに出ても、腕を組んで引っ付いてくる百合。

　銀座の街はまだまだ明るく、通り過ぎる人々の視線を少しだけ感じる。

　しかし、俺は今心を殺しているので、なにか人形的なものが腕に張り付いているという感覚だ。

　彼女のすべての質問を無視して、俺は無言で手を上げてタクシーを止めようとした。

　その時、ずっと無視され続けていた百合が、「高臣君！」と大声をあげた。

　さすがの声量に驚き、彼女の方を見ると、百合は「やっと目を合わせてくれた」と瞳を潤ませる。

「百合、本当に高臣君のこと好きなんだよ！　今、入社した部署でちやほやされてるけど、高臣君以上の男なんていないの」

「……百合、何度も言っているが、百合と付き合う気はない」

「嫌だ！　諦められない。だって高臣君は王子様なんだもん。小学生の頃から伝説的にモテてる、高臣君みたいな人が近くにいたら、他の人探せないよ！」

　そう言って、突然百合が俺に抱きついてきた。

　すぐに肩を押してはがそうとするが、がっちりと両腕が回されており、簡単には離れてくれない。

　俺は深くため息をついて、諭すように彼女の背中をポンと叩く。

　俺だって、十も年が離れた従妹にキツイことは言いたくないというのに。

「百合、いくら言われたって答えは変わらない」

「ねぇ、その婚約者、ただの和菓子屋の娘なんでしょ？　容姿もたいしたことないし失礼な女だったって、お母さんが言ってた！　なにか弱みでも握られて、脅されてるんじゃないの？」

　俺の言葉を遮って、百合はそんなことを言い放った。

　無だった感情のレバーが一気に上がり、俺は気付いたら力ずくで彼女のことを引きはがしていた。

　彼女は突然のことに戸惑った表情を見せて、俺の顔を見上げる。

　そんな百合に、俺は低い声で警告する。

「この婚約は、俺から熱望した婚約だ」

「え……」

「それ以上バカな発言をするな。許せる気がしない」

「ご、ごめんなさい……」

　俺が本気で怒った様子を初めて見た百合は、顔を真っ青にしてすぐに謝った。

　その声はとてもか細く、気が動転していることが容易にわかる。

　俺はすっかり怯え切った彼女に目もくれず、タクシーを呼び止めて、すぐに乗車した。

　ドアが閉まる直前、百合が「本当にごめんね！」と叫んでいたが、俺はすべてを完全にシャットアウトして、マンションへと向かった。




〇




　side 凛子




　高臣さんが女性に抱きつかれていた映像をかき消すように、私はキャベツをざく切りしていた。

「あれは……いったい……」

　ザクッ、ザクッ、と豪快な音を立てて、動揺したまま私は目の前にある野菜をただ切っていく。

　手元はしっかり見ているが、心ここにあらずだったので、気付いたらとんでもない量のキャベツがボールの中に積み上がっていた。

　気にせずフライパンに油を引いて火をつけ、お肉をぶち込み、野菜は手で鷲わし摑づかみをして投入していく。

　野菜のかさが減るまで随分苦労しそうだが、私は無心のまま菜箸で具材をかき混ぜ続ける。

　――こんなことで動揺する資格はない。わかっている。

　それなのに、高臣さんがいつも優しすぎるから、勘違いをしてしまったのだ。

　そういえば、高臣さんに好きな人がいるかとか、彼女がいるかとか、確認したことはなかった。

　政略結婚なのだから、それとこれとは別の考えだったとしても、いてもおかしくはない。

　もしかしたら、「政略結婚するから」と彼女に別れを告げて、泣きつかれているところだったのかもしれない。

「ぜ、全然ありえるな……」

　事前に確認しておけば、こんなに傷つかないでも済んだのだろうか。

　認めるしかない。私は今とても、傷ついてしまっている。

　だって、思い返すほどに、高臣さんの優しい表情が胸を震わせるから。

　うちの和菓子を守りたいと真剣に言ってくれた時。

　和菓子とワインの相性のよさを知って、目を輝かせていた時。

　私の料理が食べたいと、わざわざ社員食堂に来てくれた時。

　ドレスを着た私をまっすぐ見つめて、綺麗だと褒めてくれた時。

　パーティーの帰りに、『君が欲しい』と真剣に言ってくれた時。

　なにを思い返しても、私は高臣さんの言葉全部がうれしくて、ときめいてしまっていたのだ。

　どんなにスルーしようと努めたり、気持ちを押し殺そうとしたりしても。

　高臣さんの硬い表情が優しくなっていく一瞬が……、愛しく思えてしまったのだ。

　もしかしたら、認めてはいけないとブレーキをかけているだけで、私は彼のことを好きになりかけているのだろうか。

「嘘……」

　――そんなことを思い立った時、ドアがすごい勢いでガチャリと開く音がした。

　高臣さんが、帰ってきた？

　ドキリと心臓が跳ねて、私はなぜか息を殺したままキッチンに立っている。

　まさか、自分の思いを自覚したこの瞬間に、高臣さんが帰ってきてしまうなんて、間が悪すぎる。

　それに、女性と一緒にいた映像が頭にこびりついて離れない。

「凛子、もう寝てるのか？」

　リビングにいる高臣さんの問いかけに、私は身動きひとつせずにジッとしている。

　……お願い、待って。

　今は待って、高臣さん。お願いだから、私を見つけないで。

　好きだと自覚した瞬間、彼の声を聞けただけでこんなにもうれしくなってしまうなんて。

「凛子、ここにいたのか」

「あ……、お帰りなさい」

　明かりがついているキッチンにいることなど、すぐバレるに決まっていた。

　私は、熱くなった顔を隠すように俯いて、フライパンの具材を炒めているふりをした。

　もうとっくに火が通って、完成しているというのに。コンロの火もさっき消してしまった。

　高臣さんと久々に会えたことがとてもうれしいのに、女性に抱きしめられていた映像が頭をかすめて、感情がぐちゃぐちゃになっている。

　意識してドキドキしてしまう気持ちと、醜い嫉妬が混ざり合って……。

　そんなことも知らずに、高臣さんがかがんで、私の顔を覗き込んできた。

「どうした？　凛子、具合でも悪いのか」

　待って。私今、人生で一番、どんな顔をしたらいいのかわからない――。

「え……」

「あっ、待ってくださ……、あれ……？」

　高臣さんと目が合った瞬間、さらに顔がカァーッと熱くなって、なぜだかじわっと涙がにじみ出てきた。

　自分でもどんな感情で涙が出そうになっているのかわからない。

　なにもかもキャパシティーを超えてしまって、防衛本能的なものが働き、いったん涙で混乱を外に押し流そうとしているのだろうか。

　高臣さんはそんな私の顔を見て、目を丸くしたまま固まっている。

　私は仕事で疲れている高臣さんに、面倒くさい女だと思われたくなくて、すぐに涙を隠そうとした。

　けれど、それは一瞬たりとも許されなかった。

「なにがあった。凛子」

「え……」

　顔を両手で優しく包み込み、本当に心配そうな顔で聞いてくる高臣さん。

　久々に見た美しすぎる顔立ちに、そのまま吸い込まれそうになってしまう。

　自分の中で渦巻いている感情を言葉にできずに固まっていると、高臣さんはもう一度優しく問いかける。

「頼むから、なにがあったのか話してほしい」

「違くて、あの……。あっ、玉ねぎ切ってたから、目が痛くなっちゃって！」

「凛子」

　苦しい言い訳で逃れようとしたが、高臣さんはそんな嘘はお見通しだ。

　綺麗なアーモンド形の瞳が苦しそうに細められるのを見ると、私も胸がちぎれそうになってしまった。

　そして、なにかがプツンと切れて、抑えていたものが爆発した。

「……なんでそんなに、優しくしてくれるんですか？　政略結婚相手ごときに」

「え……？」

「どうしてそんな、思わせぶりなことをするんですか……そういうの、困るんです……」

「凛子、なにをいまさらな話を……」

「も、もしかしたら愛されてるのかもって、勘違いしちゃいそうになるからっ……」

　最後の方は、恥ずかしさで声が震えてしまった。

　しかし、そこまで言い切ったその直後、ふわっと体が宙に浮いて、軽々とお姫様抱っこをされた私は、悲鳴をあげた。

「きゃっ……！　た、高臣さん！」

「信じられないな。俺の気持ちは一ミリも伝わっていなかったということか」

「お、下ろしてくださいっ！　どうしたんですか」

　なんで高臣さんは少し怒った様子なのか。

　私は理解できないまま、まだ一度も入ったことのない、高臣さんの薄暗い寝室に運ばれる。

　高臣さんの寝室はとてもシンプルで、背の高いおしゃれな間接照明と、ダブルベッドだけが置かれている。

　あっという間にベッドの上に下ろされた私は、不安な気持ちで高臣さんを見つめる。

　彼は流れるような手つきでスーツの上着を脱ぎ、私を獣のような目つきで見下ろした。

　さっきまでキッチンで庶民的な料理を作っていたというのに、私は今、大手財閥の跡取りである、あの〝三津橋高臣〟に組み敷かれている。

　さっきまでの日常とのギャップに、思わず激しいめまいがする。

　どうして彼が呆れたような、少し怒ったような顔をしているのかわからないまま、戸惑いの視線を送り続けていると、彼は低い声で言い放った。

「いったいどんな思いで、帰りの飛行機の時間を過ごしたか、凛子は知っているのか」

「え……？」

「君とあの番犬みたいな幼なじみが映っている写真を見て、ずっとおかしくなりそうだった」

「あっ、あれは、永亮がふざけて……！　すみません」

「名前を呼ぶな。嫉妬で抑えが効かなくなる」

　嫉妬……？

　どうして、高臣さんがあの写真に嫉妬をする必要があるのだろうか。

　まただ。また、私は、高臣さんの気持ちがわからない。

　ベッドのスプリングが軋んで、高臣さんの美しい顔が近づいてくる。

　キスをされるかもしれない――そう思った私は、慌てて高臣さんの胸を押し返した。

「待ってください！　教えてほしいことがあるんです」

「……なんだ？」

　キスを拒まれた彼は、明らかに不機嫌なオーラを漂わせている。

　私は意を決して、さっきから脳内を占拠しているあの映像を言葉にした。

「さっき、中央通りで高臣さんに抱きついていた女性は、彼女ですか……？」

「は？」

「も、もしかしたら、私は悪役の婚約者で、ふたりの愛を引き裂いていたりしないですか？」

　答えが怖くて、思わず高臣さんの胸に当てている手に力が入る。

　高臣さんは、一瞬呆れを通り越して宇宙に行ったような表情をした気がしたが、すぐに長いため息をついて眉間にしわを寄せた。

「あの家族は俺にいやがらせしかしないのか……」

「あ、あの家族？」

「アイツはただの従妹だ。しつこく付きまとわれているが、まったく相手にしていない」

「えっ、従妹だったんですか!?」

　しかし、しつこく付きまとわれているとは、いったい……。

　安心できるようで安心できない情報に、私は混乱した。

　どちらにせよ、抱きついていた女性が高臣さんに気があるということは事実なのか。

　高臣さんがまったく相手にしていないと言い切ったが、なんだかもやもやは晴れない。

「あの時抱きつかれたのは、突然で避けられなかったんだ。不快な思いをさせてすまない」

「い、いえ……」

　つい、納得いっていない顔のまま返事をしてしまった。

　高臣さんはそんな私を見て、なにかを決意したように、ひと言低い声で言い放つ。

「もう、政略結婚はやめだ」

「え……？」

「本当はもっと早く話すつもりだった。でも、急な出張で話が遅れた」

　政略結婚はやめ……？

　もしかして私、高臣さんに嫌われてしまった？

　ドクンドクンと、不安で心臓の拍動が速くなり、再び目頭が熱くなる。

　なにも言えないまま高臣さんの顔を見つめていると、彼はスーツのうしろポケットから、なにかを取り出して私の目の前にかざした。

　それは、紺色の高級そうな小さな箱。その箱には、私でも知っているようなハイブランドのロゴマークが印字されていた。

「今日はこれを取りに、一度会社に戻ったんだ。家に置いていたら凛子に渡す前にバレてしまうと思って、会社に保管していた。本当は出張前に渡すつもりだった」

「こ、これって……」

　驚いている私の背中にそっと手を回して、高臣さんは私をベッドに座らせた。

　真剣な瞳の高臣さんは小さな箱を両手で開けて、私にそっと差し出す。

　間接照明の光でもわかるくらい、美しい輝きを放つダイヤの指輪が、箱の中に静かに佇たたずんでいた。

「婚約指輪すら、まだ渡せてなかった」

「え……」

「凛子。政略結婚という名目でなく、俺と結婚してほしい」

「高臣さ……」

「……凛子が好きだ」

　そう言って、高臣さんは私の左手を取り、薬指にダイヤの指輪をそっとはめた。

　私は、高臣さんの言葉をまったく処理できていなくて、ただ茫然とその一連の動作を見守っていた。

　……だって、ついさっきまで、婚約解消を言い渡される可能性すら考えていた。

　その少し前は、高臣さんのことが好きかもしれないと自覚してしまい、動揺していた。

　その前は、高臣さんが従妹に抱きしめられている場面を見て不安な気持ちになっていた。

　いろんなことが一気に起こりすぎて、頭が追いつかないよ。

　高臣さんと出会ってから、ずっとジェットコースターに乗っているかのような毎日だ。

　だけど、余計な感情をなにもかも全部取っ払って、今残る気持ちは、ひとつしかない。

　私は、そのひとつの感情を、心から呟いた。

「うれしい……」

　思わずぽろっと、涙がこぼれ落ちる。

　高臣さんは、こんな私をどうして認めてくれたのだろう。

　わからない。だけど、政略結婚という形だけでなく、高臣さんは、私の存在ごと受け入れようとしてくれているのだ。

　自分でも想像した以上に、そのことがうれしくてたまらない。

　私は、婚約指輪をじっくり見るヒマもなく、高臣さんに抱きついた。

「うれしいです。ありがとうございます……っ」

「凛子……」

　子供のように抱きついて、私はうれし涙をこれ以上見られないようにした。

　そういえば、高臣さんに自ら触れたのは初めてで、抱きついてから自分が大胆な行動をしたことに気付いた。

　だけどもう、触れずしてこの気持ちを伝えることは不可能だった。

　抱きついた時に、一瞬高臣さんが驚いたように体をびくつかせたことが、さらに愛しい。

　そして、背中に高臣さんの大きな手が回ってきて、ぐっと力強く抱き寄せられた。

「どうして、そんな風に思ってくださったんですか……？」

　抱きしめられながら、私は疑問に思ったことをそっとぶつける。

　だって、愛のない政略結婚にしようと提案してくれたのは高臣さんで、私はそれを承知の上で一緒になったというのに。

　個人的な感情など、邪魔だったのでは……。

「その理由は、今話さないとダメか」

「い、いえ、無理にとは……！」

「いや、無理なわけじゃないが、自分から恋愛感情はいらないと宣言した手前、言いづらい」

　そう言いながら、高臣さんはすっと私を体から離して、私の目を見つめる。

　しばらく本当に言い出しづらそうに目を逸らして、沈黙が続いた。

　まるで学生の告白前のような空気に、私まで照れくさくなってしまう。

「……凛子の笑顔にひと目惚れした」

「へ？」

「政略結婚の提案をした直後の話だ。本当に直前まで愛のない結婚でいいと思っていた」

　高臣さんは、いつもより早口で意外な発言をしたので、私は思わず間抜けな声を出してしまった。

　私の笑顔に、ヒトメボレ……？

　そんなこと、ありえるわけがない。どう考えたって、私より笑顔の素敵な人なんて、彼の周りには何百人といたはずだ。

　だけど、高臣さんがこんなに照れくさそうにしているのを、私は初めて見た。

　なんだ、私はてっきり……。

「凛子。沈黙はツラいからなにか言ってくれ」

「すみません！　い、意外な理由すぎて、驚いてしまって……」

「どんな理由だと思ってたんだ」

「……え」

　そう問いかけられて、私は自分が考えていたバカらしい理由を言うかどうか悩んだ。

　けれど、高臣さんは言わないと許さないと、目で訴えかけている。

　そこで、私はしぶしぶ、高臣さんが私に少しでも好意を持ってくれた理由の推測を俯いたまま答えた。

「た、高臣さんは、うちの和菓子が好きすぎるあまり……、私自身が和菓子の人格化したものに見えてきて、愛しく思ってくれたのではないかと……」

「……俺にそんなファンタジーな世界観があると思うか」

「ないですよね。ごめんなさい」

　だから言いたくなかったのに。

　怒られると思って恐る恐る高臣さんの顔を見上げると、彼は口元を手で押さえて、くっと笑いをかみ殺していた。

　あれ、呆れられてない……？

　高臣さんが笑い終わるのを大人しく待っていると、突然、景色が九十度回転した。

「きゃっ」

「もうこれだけ天然かまされて、気持ちをスルーされ続けてきたんだ」

「た、高臣さん……、あの」

　押し倒されてすぐに、両手首をベッドに押さえつけられ、動けなくなってしまう。

　獣のような瞳が、まっすぐ私を射貫いている。

「もう手加減はしない」

「え……あの、高臣さっ……」

「どんな手を使ってでも、惚れさせてやる」

　惚れさせるもなにも、私はもう、高臣さんへの気持ちを自覚しているのだけど。

　自分の気持ちをちゃんと伝えようとしたけれど、それを、今の獣モードの高臣さんに言い出せる空気ではなくて、完全にタイミングを失ってしまった。

「もう逃げられないんだから、諦めろ」

　彼が顔を近づけると、ギシ、とスプリングが軋んだ。

　その音を合図に、私の心臓が、ドックンドックンと呼吸が困難になるほど激しく拍動し始める。

　二十七年間生きてきたけれど、こんな時の対処法が私の薄い辞書には載っているはずがなかった。

　あまりの近さに耐えられず、私は思わず目を背ける。

「凛子、こっちを見ろ」

「こ、これから頑張りますのでっ」

「ダメだ。今、俺を見ろ」

　顎を強制的に上向かされ、私は彼の美しい顔と真正面で向き合う形になった。

　横に自然に流した前髪……そこから見えるアーモンド型の綺麗な瞳に吸い寄せられて、動けなくなる。全身の血が顔に集まって熱くなっている気がする。

　三十三歳とは思えないきめ細かな肌も、すっと通った鼻筋も、形のよすぎる唇も……、直視できないほどに美しい。

「お前は今から俺のものになるんだ」

　まるで暗示をかけるかのように、彼は低い声で言い放った。

　そして、その直後に、獣のように激しいキスを降らせてきたのだ。

「んっ、高臣さんっ……」

　自分でも気付かないうちに服を脱がされていて、高臣さんの長い指が火照った体を撫でていく。

　パチンと下着のホックが外されると、私は羞恥心で逃げ出したい気持ちになった。

　見られたくなくて体をよじったけれど、そんなことを彼が許すはずがない。

　手首を押さえつける力を強め、高臣さんはじっくりと私を見下ろしている。

　……脱ぎ捨てられた上着、高臣さんの乱れた前髪、寝室に響く自分の吐息、開けっ放しの寝室のドアの向こうには、煌こう々こうと輝く夜景が見える。

　高臣さんは、緊張している私の左手を取って、薬指に輝く指輪にそっとキスをした。

　そして私は、溺れるような愛を、この日彼から受け取ったのだ。










愛しい気持ち　side 高臣




　なかば強引に、凛子を自分のものにしてしまったことを、俺は一ミリも後悔していない。

『もしかしたら愛されてるのかもって、勘違いしちゃいそうになるから……』と、涙目で訴えてくる凛子を見たら、欲望を抑えられるわけがなかった。

　ぷつんと理性が頭の中で切れて、嫌われても泣かれても、凛子を今すぐに手にしたいと思ってしまった。

　……昔からそうだ。手に入れたいものへの執着心は人一倍で、親も随分子育てで苦労したと、聞かされたことがある。

　幼い頃はハマったゲームを徹底的にやり込んで分析したし、高校時代には物理の勉強にのめり込んで部屋から出ていかなかった。

　とにかく好きになったものの〝芯〟に触れたくて、そうすると周りが見えなくなるのだ。

　社会人になると仕事にどっぷりと浸かり、自分の手で新しいものを生み出すことに夢中になった。

　恋愛なんて、しているヒマがなかった。

　そんなことに感情を動かしている自分なんて、想像がつかなかった。

　日に日に仕事の量は増え、責任も重くなり、役職が上がっていくたびに、一緒に働く仲間も環境もどんどん変化していく。

　でも、振り返らずに前に進むしかなかった。三津橋家の〝跡取り〟として。

　毎日喉元まで水に浸かっているような圧迫感で、呼吸をすることすら、忘れていたかもしれない。

　――でも、そんな苦しい時は、高梨園の和菓子が自分の心を切り替えてくれた。

　幼少期からずっと変わらない、優しい味。

　ひと息つこうと思い高梨園の和菓子を食べるのではなく、高梨園の和菓子を食べることで、心が休まった。自分のすさんだ心を、優しく溶かしてくれるような味だった。

　そんな和菓子を作り続けている高梨園を、守りたいと思ったのは本気だった。

　お優しいボランティア精神ではない。完全に、高梨園がなくなったら困る〝自分のため〟の提案だった。

　でも、まさか、本気でその高梨園の娘を愛してしまうだなんて……不思議だ。

「凛子」

　今日が休日でよかったと、初めて心の底から思っている。

　愛しい凛子の寝顔を、ゆっくりと眺めることができるから。

　朝陽がカーテンの隙間から差して、凛子の透けるような白い頬を照らしている。

　手の甲で思わず頬を撫でると、凛子はゆっくりと目を開けた。

「あれ、朝……」

「おはよう、凛子」

「高臣さん……？」

　数秒、俺を寝ぼけ眼で見つめてから、凛子は見る見るうちに目を見開いていく。

　そして、キャミソール一枚だけの姿の自分に気付き、昨日のことを思い出したようだった。

　火が付いたように赤くなっていく様子がかわいい。

　そんな反応をされたら、俺のことをすでに好きになってくれたのではないかと、確信してしまいそうになる。

　恥ずかしそうにしている凛子の手を取って、左手薬指に輝く婚約指輪に、キスをした。

「た、高臣さん、おはようございます……、あの昨日は」

「昨日は？」

「昨日は、えっと……恥ずかしい姿を……お、お見せしてしまい……」

　目を泳がせながらおろおろとしている凛子がかわいくて、俺はなにも言わずに黙って見つめた。

　実際、凛子は今、どう思っているんだ？

　彼女はずっと〝これは政略結婚だ〟という視点でしか、俺のことを見ていなかったのだから、今はまだ混乱している最中であることはわかる。

　だけど、従妹に嫉妬してくれたことや、「政略結婚はやめだ」と言った時に、悲しそうな顔をしたことや、今もこうして顔を赤くしながらもそばにいてくれることを思うと、期待してしまう。

　まだ言葉にせずとも、俺に好意を持ってくれているのではないかと――。

　なんて思っていると、凛子がなにかを覚悟したように、口を開いた。

「あのっ、私、高臣さんのこと……」

　顔を赤くしながら、凛子がそこまで言いかけた時、最悪のタイミングで、リビングに置きっぱなしだったスマホが鳴った。

　凛子はすぐに口を閉ざして、「お仕事の電話でしょうか」と、慌ててベッドから出ようとした。

　しかし俺は、そんな彼女の腕を引っ張り、再びベッドに引きずり込む。

「なに？　今なんて言おうとした？」

「た、高臣さん、それより電話が」

「今、凛子の気持ちを聞く以上に大事なことなんてない」

「で、でもっ」

「今言わないなら、また脱がす」

　人さし指をキャミソールに引っかけると、凛子はパニック状態になった。

　誰だ。こんなクソみたいな空気の読めなさで俺に電話をかけてくるやつは。

　そんなやつより、何億倍も今の凛子の気持ちを聞く方が大事だ。

　俺は、電話を無視して凛子のキャミソールを脱がそうとした。

　しかし、電話はしつこく鳴り続ける。

「た、高臣さん、出てください！　お願いします！」

「ちっ……」

　凛子に必死にお願いされて、俺は思い切り舌打ちをしながらようやくベッドから下りた。

　そして、不機嫌なままリビングに向かい、電話相手が表示されたスマホの画面を見て、苛立ちが倍増した。

『高臣兄さん、おはようございます』

「お前か……」

　ロボットのような話し方の咲菜が、相変わらずのトーンで電話に出た。

　思い切り不機嫌な声の俺にまったく動じずに、咲菜は淡々と語りだす。こいつが俺に用がある時は、だいたいよくない知らせだが……。

『京きょう都と店の経営がどうもうまくいっていないようで、高臣兄さんのお力を貸してほしいと連絡がありました』

「そんなこと、週明けに会社で言えばいいだろう」

『ちょうど一カ月後の十日からしか高臣兄さんの日程が合わなかったので、その日に約束を取ってよろしいでしょうか』

「わかったが……、お前俺の話を聞いているのか」

　低い声で注意をすると、咲菜は再び淡々と返す。

『すみません、月曜から私が長期休暇をいただいているので、忘れないうちにと思い』

「ああ、そういえばそうだったな」

『もしかして……、ラブラブな朝を邪魔してしまったでしょうか、私』

　そこまで聞くと、俺はスマホの電源ごと切ってソファーに投げた。

　アイツ、絶対に俺のプライベートにちょっかいを出すためにわざとかけてきたな。

　静かな怒りが込み上げてくるが、ここで怒り狂ったらアイツの思うつぼだ。

　なんとか冷静さを取り戻し、俺はスケジュール帳に京都出張の日程を書き込む。

　そこではたと気付いた。ちょうど出張と凛子の長期休暇が被っているのだ。

　以前、シフト制の凛子と休日の予定を合わせるために、事前に聞いておいてよかった。そこへちょうど、私服に着替えた凛子がひょっこりと現れた。

「あの、お電話大丈夫でしたか？」

「ああ、咲菜からのただの業務連絡だった」

　スケジュールを見て、ふと思ったことを凛子に投げかけてみる。

「凛子……京都は好きか？」

「京都ですか？　有名な和菓子店がたくさんあるので、好きです。最近はあんまり行けていないですが……」

「八月の長期休暇、とくに予定がなければ、一緒に京都に行かないか」

「え……！　いいんですか？」

　突然の提案だったが、凛子はパアッと表情を明るくして、とても喜んでいる。

　本当に、和菓子のことが好きなんだな。

　どう反応が返ってくるのか内心ドキドキしていたが、予想以上に凛子が喜んでくれてよかった。

　仕事の延長ではあるが、凛子と初めての旅行ができる。

「俺は日中仕事をしているが、好きに観光するといい」

「ありがとうございます……！」

　凛子の満面の笑みに、心ごと簡単に癒されてしまう。

　俺は、さっき凛子がなにを言いかけたのか問いただすつもりでいたが、和菓子のことで頭がいっぱいの今の彼女に聞くのは野暮な気がして、やめた。

　凛子が笑顔でいることが、自分の幸せにこんなにも直結してしまうなんて。

　もし咲菜が今この場にいたら、幸せボケしているとからかわれていただろう。

　それでもいい。彼女が隣で、笑ってくれるなら。




〇




　一カ月後のその日、京都は晴天で、立っているだけでも汗をかくほどの気温だった。

　うだるような暑さに俺はうんざりしていたが、隣にいる凛子はとてもうれしそうだ。

　ポニーテールにした凛子の髪の毛が揺れるたびに、白いうなじがあらわになる。

　それすら誰にも見せたくないと思う自分は、もう十分異常なのだろう。

「高臣さんっ、浴衣姿の方がたくさん……！　綺麗ですね」

「花火大会があるのかもしれないな」

「なるほど。それでこの人込み……」

　きょろきょろと楽しそうに辺りを見回す凛子が愛おしい。

　しばらくそんな彼女を微笑ましく見つめていたが、ふと、なにやら凛子が手に持っているものが気になり、ひょいとそれを覗き込んでみる。

　その紙には、マップ上に点々と和菓子のイラストが描かれていた。

「あ、これ、行きたい和菓子のお店を手描きでまとめたんです。イラストは下手なんですけど……あはは」

「凛子は本当に和菓子が好きなんだな」

「好きというか、頭の中に常にあるというか……。新店舗の準備もありますし」

　幼い頃からずっと和菓子に触れて育ってきたのだろう。

　今回の旅行で思い切り勉強をしようとしている凛子を、素直に応援したいと思った。

　そのためには、高梨園をこの手で守り抜かねば。

　十月のリニューアルオープンに合わせて、高梨園銀座店が開くこととなっている。

　凛子もその日に合わせて今の仕事を辞め、銀座店の店員として働く予定だ。

　最初の一年だけ、玄さんの一番弟子である久く遠どおさんと一緒にお店を管理するようだが、のちに凛子が店長となって引き継ぐ予定らしい。

　そのことが確定してから、もともとストイックだった凛子の様子は少しずつ変わった。

　仕事が終わってから、深夜にひっそりとキッチンで和菓子作りに励んでいる凛子を何度も見てきた。

「高臣さん。私、銀座店の目玉となるような、新しい和菓子を開発したいんです。今はまだ試行錯誤段階ですが、まだ高梨園を知らない人にも手に取ってもらえるように」

「そうだったのか。だから最近、遅くまで励んでいたんだな」

「あっ、気付いていたんですね。起こしてしまってたらすみません！」

「いいんだ。俺はこのまま打ち合わせに行くが、凛子もいろんな和菓子との出会いがあるといいな」

「はいっ、ありがとうございます」

　そう言って微笑む凛子は、とても輝いて見える。

　この笑顔を守るためなら、どんなことだってしてあげたいと思うが、凛子はきっと自分の手で未来を切り開いていきたいのだろう。

　だったら俺は、彼女の未来をサポートするまでだ。

　俺は、凛子の頭にぽんと手を置いて、「また後で。ホテルまで迷わないように」と言って、いったん別れを告げた。

　荷物はお互い先にホテルに送ってあったので、俺はそのまま仕事場へと向かったのだった。










波乱の京都旅行




　久々の京都に、私はとてもはしゃいでいた。

　この日のために、こつこつと準備してきた和菓子マップ。

　有名な和菓子屋に、ひとりでどれだけたくさん回れるか私はワクワクしていた。

　高臣さんは仕事だというのに、ちゃっかりついてきた上に、新幹線もホテルもすべて咲菜さんに用意してもらっていた。

　付き添いの身であることを自覚しなければならないのに、うれしい気持ちを抑えられない。高臣さんはそんな私を見つめておだやかに笑っている。

「いろんな和菓子との出会いがあるといいな」

「はいっ、ありがとうございます」

　高臣さんが時折見せてくれるこの優しい瞳が、とても好きだ。

　ドキッとしながらも頭を下げて、笑顔で高臣さんを見送った。

　ひとりになってから、高臣さんを完全に意識してしまい、うるさく高鳴っている心臓付近を右手で押さえる。

「はあぁ……」

　なんだろう、この緊張感は。

　政略結婚という枠から外れて、高臣さん自身を好きになってもいいんだとわかった瞬間から、高臣さんにドキドキしてしまってちゃんと目を見られないでいる。

　私のどこを気に入ってくれたのかわからないけれど、高臣さんの本当の気持ちを知ることができて、とてもうれしかったのに。

　婚約指輪をもらったあの日の翌朝、勢いで告白しそうになったが、電話に遮られてからタイミングをすっかり逃してしまった。

　しかし、あらためて考えると、高臣さんと体を重ねてすぐに「好きになりました」と伝えたら、流されて好きになったと思われるかもしれない……なんてうだうだしているうちに一カ月が経っていた。

「私も好きです」と、たったひと言伝える。それだけのことなのに、なにをこんなにうじうじしているんだろうか、私は。

　恋愛を休んだ期間が長すぎた、なんてそんなことを言い訳にしている場合ではない。

　私が京都に来た目的は、和菓子の勉強以外にもうひとつある。

　それは、高臣さんにちゃんと自分の気持ちを伝えることだ。

「よし！　まずは和菓子の勉強！」

　その前に、自分が目指す道をちゃんと切り開いていかなければ。

　高臣さんにただ守ってもらうだけじゃなくて、しっかり高臣さんの会社にも貢献したい。

　私は強い気持ちを持って、京都の町を歩きだした。




　一軒目は、京都駅から地下鉄で十分ほどの場所、北きた大おお路じ駅にあった。

　駅から数分歩いた場所にある超老舗の和菓子屋さんを目指す。

　完全予約制の人気店で、きんとんがとくに美味しいと有名なお店だ。

　予約の時間に合わせて作ってもらえるできたての和菓子は、まさに感動的な味わいだった。

　ふわふわかつ、しっとりとした食感を堪能した直後、栗のいい香りが鼻を抜けていく。

　優しく上品な甘さが口の中に広がって、できたてを食べてほしいという作り手の想いごと、じんわりと体の中に沁み込んでいった。

　二軒目は、北きた山やま駅から少し離れた場所にある和菓子屋さんだ。

　このお店も完全予約制で、できたてを味わうことができる。

　笹に包まれた羊羹が有名で、常連のお客様が足繁く通っているそうだ。

　黒文字で切った羊羹を口に運ぶと、笹の香りと繊細な甘さの羊羹が混ざりあって、幸福感で胸がいっぱいになった。

　こし餡の奥深い味が、ひと口の中にギュッと詰まっている。

　私は、目を閉じながらその羊羹を心行くまで味わった。

　三軒目と四軒目は、新しくできた和菓子屋さんだった。

　どちらも若者にウケがよさそうな見た目がカラフルな和菓子が多く、新しいけれど、味はとても本格的だった。

　実際に女性客が多く来店しており、若い人が店内でしきりに写真を撮っている様子が印象的だった。

　そしてついに五軒目にさしかかったところで、私は七しち条じょう駅に降り立った。

　ずっと夢中で和菓子屋を回っていたが、この炎天下なので、さすがに汗がだくだくだ。

　ひとまず日陰で涼もうと、観光客向けのお店が集まった場所へ向かう。

　すると、なにやら若い男女が行列を作っているお店を、道路を挟んだ向かい側に見つけた。

「なんだろ……看板は和菓子屋っぽいけど。あ！」

　違う。和菓子屋ではない。

　立て看板のメニューを目を凝らして見ると、そこはフルーツが盛りに盛られたかき氷屋さんだった。

　この茹うだるような暑さだ。混むに違いない。

　かき氷なんてこの時期にはどの喫茶店にもありそうだけど、あのお店はのっているフルーツの量が半端じゃなかった。きっとそこが支持されているのだろう。

「フルーツかぁ……」

　さっきまで見てきた和菓子屋は、〝鮮度〟が大事な商品と、〝見た目〟がカラフルな商品たちだった。

　生のフルーツを使った和菓子は、苺大福が代表的だけど、確かにいろんなフルーツを和菓子に使ったっていいんだよな。

　いろんなフルーツがのったかき氷や洋菓子があるように、和菓子もそうあっていいんだ。

　それに、フルーツはビタミンも豊富だし、体にもいい。

　ふと自分の中になにかが降りてきたような気がして、私はスマホに思い立ったことを箇条書きでメモした。

　自分がすべきことは、新しい和菓子を生み出して、新しいお客さんと繋げて、形を変えながら高梨園の伝統も守っていくこと。

　私は脳内で銀座店に立った自分をイメージして、気持ちを鼓舞しながら、結局その日は合計で八店舗の和菓子屋さんを巡ったのだった。




「ふぅー、足がパンパンだ」

　五時間以上歩き回っていた私は、最後の力を振り絞って京都駅まで戻った。

　ホテルは京都駅からタクシーで十分ほどの場所にあると聞いていたので、八はち条じょう口ぐちにあるタクシー乗り場へと向かう。

　時刻は十七時手前で、ギラギラと熱を放っていた太陽も、もうだいぶ沈みかけている。

　観光客が入り乱れる駅を通り抜けていくと、急に腕をぐいっと引っ張られた。

「わっ」

　――驚いて手を引かれた方を振り返れば、そこには同じように目を丸くしている永亮がいた。

「え！　永亮なんでここに……!?」

「凛子こそ。お前こんなとこでなにしてんだ？」

　永亮は白シャツにパンツスタイルというシンプルな格好で、なにやら大きな紙袋を持っている。

「母親の実家の引っ越し手伝わされてこっちに帰ってたんだ。そのついでに、駅で和菓子買ってた。今ちょうど八条口の駐車場向かおうとしてたところだ」

「あ、そういや永亮のお母さんのご実家、京都だったね。ってこれ、全部和菓子!?」

「おう。東京戻ったら玄さんたちにも、と思ってな。明日帰るから」

　紙袋の中には、箱に詰まった和菓子が大量に入っていた。

　そうだった。永亮の和菓子好きの背景には、京都生まれのお母さんの影響もあるのだった。

　永亮は体が引き締まっているのにかなりの大食いで、半分くらいは自分で食べるためのものなのだろう。

　まさか京都で永亮に出会うだなんて、とんでもない偶然だ。

　電話をしたあの日から、お店を手伝いに行くことはあっても永亮とはまともに話していなかったから、私は少し緊張していた。けれど、永亮は至って普通の態度だ。

「で、お前は？　今日仕事休みなのか」

「あ、うん。高臣さんが京都出張中で、それについてきた形」

「へぇ、だから今はひとりなのか」

　永亮の前で高臣さんの名前を出すのは、少し微妙な空気になってしまうかと思ったが、私は正直に説明する。

　永亮は高臣さんの名前を聞いて、一瞬嫌そうな顔をしたが、それ以上深くはつっこんでこなかった。

　もしかしたら、この先ずっと永亮とギクシャクしたままなのではと思っていたから、今こうして普通に接してもらえたことに心底安堵している。

　そんな気持ちが顔に駄々洩れになってしまっていたのか、永亮は紙袋を持っていない方の手で、私の頭をこつんと叩いた。

「フッた相手に余計な気を遣ってんじゃねー。普通に接しろって言ったのはお前だろ」

「うっ……、そうです」

「もっと実家で和菓子作りの練習したいんだろ。お前の家なんだからいつでも来い」

「うん、ありがと」

　私が最近お店に行きづらくなっていたことを、永亮は察してくれていたのだ。

　自分から今まで通りにしてほしいとお願いしておいて、永亮を自然と避けていたなんて、ひどいことだ。

　私は最近の自分を反省し、一瞬目を伏せる。

　それから、パッと顔を上げて、永亮の目をまっすぐ見て告げた。

「私、高梨園銀座店、ちゃんと成功させたいって思ってる。だから、永亮にもいろいろ力を借りることもあると思う」

「なんだよ、いまさら」

「その気持ちと同じくらい、高臣さんとも真剣に向き合おうって思ってる。だから、頑張るね、私」

　そう言って笑顔を向けた瞬間、ゴロゴロッという雷鳴とともに、ザーッという轟音が駅構内に響き渡った。

　驚き駅の外を見ると、滝のような雨が降り始めている。

　さっきまでカラッと晴れていたというのに、これはいったい……。

「ひどい天気だな」

「え……。待って永亮、雷も鳴ってない……？」

「鳴ってるな。お前、ホテルまで足あんのか？」

「だ、大丈夫！　タクシーですぐだって聞いたから」

「いや、タクシーって言ってもお前……」

　永亮が、呆れた顔で八条口のそばにあるタクシー乗り場を指さしている。

　突然の雷雨にタクシーを待つ観光客が、すでに長蛇の列を作っていた。

「今日は花火大会もあるしな。人がいつもの倍だ」

「なんてことなの……。永亮と無駄話なんかしてないで、すぐにタクシーに乗っていれば……」

「お前、俺になら思ったことなんでも言っていいと思ってるよな」

　高臣さんが仕事先からホテルに戻ってくるのは、今から一時間後だと聞いている。

　さすがに、一日中観光していた私が遅れて到着するなんてことは、失礼だろう。それに、お食事の時間もそのくらいに合わせていると聞いていたから、遅刻するわけにはいかない。

　高臣さんはそんなことで怒ったりはしなさそうだけれど。

　車で十分の場所なら、歩いて三十分ほど。タクシーを待っていても、同じくらい時間がかかってしまいそうだ。

「永亮。レンタルサイクルって、どこにあるかな？　あとレインコートも」

「お前が今なにを考えているのか把握した。ずぶ濡れの女が部屋で待ってたら怖いからやめておけ」

「結構、足の筋力に自信あるんだよね。ほら、お店の周り坂道多いじゃん」

「いや、そういう問題じゃねぇだろ。普通に送ってくから」

「えっ、いいよ！」

　そうか。永亮は車で京都駅まで来ていたのか。

　ちょうど駐車場に向かおうとしていた途中だったと、さっき言っていた気がする。

　この大雨なので本当は乗せてもらいたい気持ちが大きいが、永亮と車でふたりきりになってもいいのだろうか。

　高臣さんに対して失礼なのでは。

　しかし、永亮は私の腕を掴み、離さずにぐいぐい進んでいく。

「ずぶ濡れになるってわかってるのに放っておく方が、俺が高臣さんに怒られんだろ」

「で、でも……」

「俺が告白する前のお前なら、タクシーのように俺のこと使い回してただろうが」

　そう言われると、私はなにも言い返せなくなってしまった。

　変に意識しすぎる方が永亮に失礼だと、わかってはいるけれど、判断が難しい。

　私は、「待って」と言って一度立ち止まると、高臣さんにメッセージを送った。

【偶然、幼なじみの永亮と駅で鉢合わせしまして……。突然の雷雨でタクシーが捕まらず、永亮に車でホテルまで送ってもらってもいいでしょうか】と、要件のみを高臣さんに伝える。

　すると、すぐに既読になり、【もちろん。気を付けて】と返ってきた。

　私はホッとして、大人な高臣さんに心から感謝した。そして、変わらず接してくれる永亮にも。

「言ったそばからお世話になってごめん！　送ってください！」

「最初からそう言え」

　そうして、永亮に案内され、私は駐車場に向かった。

　傘を差していても意味がないくらい横殴りの雨。

　永亮とここで偶然会っていなかったら、私はびしょ濡れのお化け状態で高臣さんとホテルで会うことになってしまっただろう。

　そう思うと、この偶然に感謝せざるを得なかった。




「場所どこ」

　車に乗り込むと、永亮はすぐさまカーナビのセッティングをしてくれた。

　助手席に乗った私は、すぐに咲菜さんから送られていたメールを読み返す。

「『翠すい緑りょく庵あん』って名前なんだけど」

「ぶっ、お前そこ、ガチガチの高級老舗旅館じゃねぇか」

「えっ、そうなの？」

　無知すぎて知らなかったが、咲菜さんが手配してくれた宿は、かなり有名なところらしい。

　そんなに由緒あるお宿に、私はびしょ濡れで向かおうとしていたのかと思うと、本当にやめておいてよかったと思った。

　永亮は呆れ顔のまま車を発進させると、ワイパーで降りしきる雨を拭い去った。

「……お前、今日ひとりでなにしてたの？」

「和菓子屋さん巡り！　いくつか事前に予約してたんだ」

「はは、相変わらずだな」

「そういえば、一回だけ永亮とも、小さい頃に京都旅行したことあったよね」

「俺の家族と、高梨家合同旅行な。そんなこともあったな」

　――あれはまだ、永亮と私が小学三年生だった頃の話だ。

　永亮のお母さんが、よかったら京都を案内しますよと言ってくださったんだ。

　その日は年に一度あるお店の長期休暇で、永亮一家と新幹線で京都へ出向いた。

　テレビでしか見たことがなかった観光地や、今まで食べたことがないくらい美味しい和食に、私はすごく感動していた。

　永亮もとても楽しそうで、手を繋いで走り回っていた記憶がある。

「あの旅行、すごく楽しかったなー。いつも仏頂面の永亮も笑顔で、なんかかわいかった記憶が……」

「俺はいつでもかわいいだろ」

「なにを言ってるの？」

「冗談だ。真顔で引くな」

　赤信号で停車中に、お互いを白い目で見つめあった。

　やっぱり永亮とは、こんな風に友達みたいに軽い冗談を言い合う仲でいられるのが、一番心地いい。

　どうでもいいことも、仕事のことも、どんなことでも話せる相手って、すごく貴重だ。

「もうすぐ着くぞ」

「あっ、本当だ！　永亮ありがとう」

　昔ながらの横長の木造建築なのに、近代的な美術館のようなデザインもところどころに交ざった、ハイセンスな旅館が目の前に現れた。

　見るからにただの旅館ではなく、正面駐車場に停まっている車は高級車ばかり。雨が弱まってきたこともあって、私は思わず少しだけ窓を開けて、その様子を車内から眺める。

「はっ、ぼうっとしてる場合じゃない！」

　私は待たせてしまっているかもしれない高臣さんに、【今着きました】と取り急ぎメッセージを送った。そしてスマホをバッグにしまい、あらためて旅館の絢爛豪華な佇まいに驚きの声をあげる。

「なんか、すごい格式高い感じなんですけど……」

「ひとまずこの辺に停めるか」

　私の発言をスルーし、慣れた運転さばきで永亮がバックで駐車した。

　車が静かに停まって、私はすぐに永亮にぺこっと頭を下げる。

「ありがとう！　すっごく、助かりました……」

「よかったな。ずぶ濡れお化けにならなくて」

「いや、ほんとに」

　ハハ、と笑いながら顔を上げると、永亮はなんだか真剣な顔をして私を見ていた。

　ハンドルに片手を乗せたまま、私を黒い瞳でジッと見つめている。

　私は思わず少しうしろに身を引いたが、永亮はゆっくりと口を開き、唐突な質問をしてきた。

「なあ、お前、高臣さんのこと、本気で好きなわけ」

「えっ、なにいきなり」

「そりゃ気になるだろ。好きなやつがちゃんと幸せな生活できてんのか」

　好きなやつ、なんてあまりにもサラッというもんだから、ドキッとしてしまった。

　私はここで変に濁したりする方が厄介になると思って、「うん」と言って頷いた。

　すると、永亮はなぜか意地悪そうに笑って、「ふぅん」と、私を試すような声を漏らす。

「よかったな。上辺だけの婚約にならなくて。これで玄さんも安心できる」

「うーん、まあ、そうなのかな……」

「俺はお前が幸せだったらそれでいいから」

　たしか電話でも、永亮にそんなことを言われた。

　あの時はまだパニック状態だったから、永亮の言葉をちゃんと拾えていなかったけれど、今日は妙に胸に引っかかる。

「永亮……」

　フッた張本人に、どうしてそんなに優しい言葉をかけてくれるのだろう。

　私だったら、こんなに自然にそんな言葉はかけられないだろう。

　そういえば、昔から永亮は、相手に罪悪感を抱かせてしまうようなことがあった時は、優しく突き放すような言い方をしたりすることがあった。

　高校の部活で、あるチームメンバーに能力の高さを嫉妬されて、悪い噂を流され選抜を外された時も、「チームが勝つんだったらそれでいい」と、言い切っていた。噂を流した張本人は泣いて謝っていたと、人づてに聞いた。

　私はその話を友人から聞いた時、傷ついた永亮の気持ちは、いったいどこにいくのだろうと思っていた。

　だってそんなの、本当は大丈夫なはずがないから。

「永亮。そんなに自分を追い込むような言葉、言わないで」

「……は？」

「いや、私が言うなって感じだけど……。永亮には、もっと自分の気持ちを大事にしてほしい。私がこれ以上気まずくならないように、気遣ったりしてくれなくていい。私の葛藤を永亮が背負う必要ないよ」

「別にそんなつもりは……」

「そっか。じゃあ私の勘違いだ。もう行くね、ありがとう」

　これ以上長々と話しても、永亮にも高臣さんにも失礼だ。

　私は今、自分で決めたことから逃げずに向き合うことが、一番大事なのだ。

　傘を手に持って、ドアを開けようと手をかける。

　すると、うしろから筋肉質の長い腕が伸びてきて、ドアを開けようとした手を掴まれた。

　今振り返ったら、永亮の顔が頬に触れてしまうような距離感に、私は固まったまま動けない。

「自分の気持ち、優先していいわけ？」

「ちょ、永亮……手、離して」

「じゃあ今すぐ、そうしてやろうか」

「は……」

　一段階低い声にゾッとした……次の瞬間には、永亮の長い腕に抱きしめられていた。

　突然の行動に驚いて、頭の中が真っ白になってしまった。

　硬直している私にかまうことなく、永亮は静かに話し続ける。

「俺の気持ちだけ考えていいんだったら、とっくに手出してるんだけど」

　怒ったような声の中に、微かに切なさが入り混じっていて、私はなんて答えたらいいのかわからなくなってしまった。

　この前、倉庫でキスをされそうになった時も、永亮は実際は本気でキスをしようとなんかしていないこと、私はわかっていた。

　だって、〝永亮だから〟そんな自分勝手なことはしないって、私は信用していたから。

「凛子。俺にしろよ。俺を選べよ」

「永亮」

「本当は、お前にお見合いの話が舞い込んできた時、なにもかもぐちゃぐちゃになれって思ってた……」

　彼の飾りの言葉じゃなく、今、ようやく本音を全部聞けた気がした。

　昔から永亮は、自分の気持ちを押し殺すことが得意だった。

　そんな不器用な永亮を大切に思う気持ちは、昔と変わらない。

　だけど、〝大切〟の意味が、私と永亮でははっきりと違うから。

　私は、情けのようなふわふわとした感情をすべて断ち切って、永亮の太い腕をガシッと両手で掴んだ。そして、ねじるように上へ押し上げると、案外簡単に腕が離れた。

「痛いって、お前は敏腕警察官か」

「永亮が自分本位な感情をぶつけてくれたから、私も本音ぶつけるね」

「なんだその怖い宣言は」

「私、高臣さんが好きなの」

　そうはっきり伝えると、永亮は一瞬目を見開いたが、黙って私の話を聞いてくれた。

　この前断った時は、まだ高臣さんへの気持ちは揺らいでいて定まっていなかったけれど。

　今は、ブレない気持ちを持っている。

「だから、永亮の気持ちに応えられることはないよ。この先も」

「……そうか」

「うん、だから……ごめんなさい」

　永亮の腕から抜け出して、私はうしろを振り返りながら、まっすぐ永亮の目を見つめて謝った。

　……これで、本当に終わり。

　永亮と幼なじみでいられるかどうかは、これからの私と永亮次第だ。

　もしもとの関係に戻れなくても、私は永亮を責めることはできない。

　少しずつ、時間をかけて、いつかもとに戻れたらいい。

　そして、永亮のことを一番大事に思ってくれる誰かが現れることを、本当に心から願う。

　神妙な面持ちで永亮の言葉を待っていると、彼は「わかった」と小さく呟いた。

「俺は完全にフられたってことだな」

「そ、そうなります……」

「わかった。今はとりあえず、わかった……それしか言えない」

「うん……」

　永亮は今度は、〝幸せになれよ〟とは言わなかった。それでいいんだと思った。

　私は少しでも、彼の本音にまっすぐ向き合うことができたのだろうか。

　なんて不安に思って永亮の目を見ると、彼は微かに目を細めて、笑った。

　そして、なぜか私のうしろを指さす。

「で、数秒前からその大好きなご主人様がうしろにいるけど、大丈夫？」

「は……え!?　高臣さん!?」

　おそるおそるうしろを振り返ると、確かにそこには、傘を差した高臣さんが立っていた。

　高臣さんは、なにやら茫然とした様子で、私を見つめている。

　サーッと一気に血の気が引いて、私は永亮の肩を両手で掴んで強く揺さぶった。

「なんですぐに言ってくれないの永亮！」

「いや、お前が急に高臣さんへの熱い愛を語りだすから」

　なんてことだ。

　旅館の様子を見ようとして、さっき窓を少し開けたせいで、車内の会話も聞かれてしまっただろう。

　もちろん私の、こっぱずかしい告白も。

　ちゃんと気持ちを伝えるつもりでいたけれど、こんな予定じゃなかった。

　恥ずかしくて顔を見られないでいると、車内を覗き込んだ高臣さんが落ち着いた口調で話し始めた。

「高梨園の、永亮さんですよね。何回かお店で会いましたね」

「……どうも」

「俺も今旅館に着いたところで、車から降りようとしたらちょうど凛子からメッセージが来て、駐車場に入ってくるおふたりが見えたんです。それで、挨拶に来たのですが……」

　ちらっと、高臣さんの視線を感じた私は、顔を真っ赤にしながらさらに俯く。

　そして、聞きたくないことをおそるおそる高臣さんに問いかけた。

「あの、いったいいつ頃からそこに……」

「凛子が華麗に永亮さんの腕をひねり上げて、私も本音をぶつけると啖たん呵かを切ったところだな」

「あ……なるほど」

　すべてを把握した私は、なにもかもを諦めて、車のドアを開けて外に出た。

　高臣さんはすかさず私に傘を傾けて、雨に濡れないようにしてくれる。

　私は永亮に軽く会釈をして、今すぐこの場から去ろうとしたけれど、高臣さんは私の腰を軽く抱き寄せ、強引に傘の中心へ近づける。

　思わずよろけた私は、高臣さんの胸におでこをぶつけてしまった。

　そして、高臣さんはそのまま私を強く抱き寄せながら、私の肩越しに永亮に向かってひと言言い放ったのだ。

「婚約者がお世話になりました」

　……高臣さんはいったい、今どんな顔をしているのだろう。

　いつもよりほんの少しだけ声のトーンが冷たく聞こえて、私は一瞬ゾッとした。

　永亮は「どういたしまして」と愛想のない声で返してから、そのまま車をゆっくりと発進させて、去っていく。

　降りしきる雨の中、ひとつの傘に入っている私たちは、車が去っていく様子を並んで見送る。

　そして完全に車が見えなくなると、高臣さんは色っぽい声で耳元で囁いた。

「凛子、部屋に入ったら全部を説明してくれるか」

　私はそのお願いに、従うしかない。

　雨音に包まれながら、私は観念したように、こくりと頷いたのだった。




　壁一面の大きな窓からは、管理の行き届いた美しい庭が見えた。

　庭全体を眺めることができるテラスの手前には、部屋で一番の存在感を放っているキングサイズの高級そうなベッドが置かれている。どれだけ寝返りをしても床に落ちることはなさそうなほど広い。

　そんなベッドルームの隣には、食事をするための部屋があるけれど、私が遅れることを考えて、高臣さんがすでに食事の時間を一時間半後にずらしてくれていたようだ。

　なにからなにまでお世話になってしまい申し訳なく思って棒立ちしていたが、庭を眺められるように置かれているソファーベッドに、浴衣姿の高臣さんは腰かけた。それから、私の方を振り返って優しい顔で手招きをする。

「こっちにおいで。やっぱり凛子は浴衣が似合うな」

「すごく立派な生地の浴衣で驚きました」

　私も高臣さんと同じように藤色の浴衣に着替え、彼の隣にゆったり座った。

　備えつけの部屋着とは思えないほど上等な浴衣に、つい感心していると、高臣さんに肩を抱き寄せられた。

　浴衣姿の高臣さんは、普段の何倍もの色気があるから、つい隣にいるだけで緊張してしまう。

　いや、そんなことを考えている場合ではない。

　さっきの状況を説明しなければと、部屋に入った時からそのことで頭の中がいっぱいだ。

　私は高臣さんになにかを問いかけられる前に、重い口を開いた。

「あの、高臣さん。私が先ほど永亮に護身術を決めていたのにはわけがありまして……」

「完全に決まっていたな」

「とくに言わなくてもいいかと思っていたのですが、ちょっと前に永亮に告白されまして」

「……なるほど」

「うしろから抱きしめられたので驚き、腕を振りほどき、告白をあらためて断っていた、という状況だったんです……」

　いったいどんな状況だと、自分でもつっこみを入れたくなった。

　高臣さんは私の肩を抱き寄せたまま庭を見つめ、静かに頷いている。

　反応が薄いことが逆に怖くなり、私は高臣さんの顔色を横からうかがった。

　でもその表情からはなにも読み取れなくて、私はますます不安になった。

　振り回されすぎて迷惑に思っている？　呆れて言葉も出ない？

　それとも、仕事で疲れて考える気力もない？

　この綺麗な顔から感情を察することは、とても難易度が高い。

「……怒りで、おかしくなりそうだった」

「へ……」

「凛子が幼なじみに抱きしめられているのを見た時、頭の中が一瞬で沸騰した」

　予想外の言葉に驚き、私は思わず間抜けな声をあげてしまった。

　しかし、高臣さんは至って平然と、話を続ける。

「すぐにあの男を車から引きずり出して飛ばしてやりたい気持ちになった」

「と、飛ばすってどこへ……」

「でも、その怒りもすぐに治まった」

　高臣さんが、私の髪の毛の束を掴んで、まっすぐ目を見つめてくる。

　彫刻のように整った顔が、少しずつ優しくなっていく様子に、私は完全に見惚れてしまう。

「凛子の本当の気持ちが聞けたから」

「あ……」

「あの幼なじみにはいろいろとムカつくが、ひとまず今は全部置いておこう」

「あ、あの、高臣さん、だんだん体が傾いて……」

　重心がどんどん私の方に寄ってきて、ついにソファーベッドに押し倒されてしまった。

　高臣さんは、ニヤッと少し意地悪く笑いながら、私の顔を覗き込んでいる。

　すぐ横には美しい庭が広がっているのに、こんな様子誰かに見られたら……なんて不安に思ったが、先ほど部屋案内の時に聞かされた、「この庭はこの部屋の宿泊客だけのもの」という説明を思い出した。

　そのことにホッとしたのもつかの間、高臣さんの唇が突然耳に触れたのだ。

「ひゃっ」

「凛子。もう一度ちゃんと聞かせてくれないか。聞き間違いだったらもう二度と立ち直れない」

　おそらく高臣さんは、私の告白をちゃんと聞かせてくれと、言っているのだろう。

　もちろん今日ちゃんと伝えるつもりだったのだから、心の準備はしていた。

　けれど、まさかこんな形で告白をすることになるなんて想像していなかったから、なかなか言葉が出てこない。

「き、聞き間違いだなんて、そんなわけ……」

「ん？」

　顔を熱くしながら高臣さんの言葉を否定すると、彼はさらに追い詰めるように聞き返す。

「た、高臣さんって意外と意地悪なとこありますね……」

「どこが？　もっと凛子を甘やかしていいなら、早くそう言ってくれ」

「そうじゃなくてっ」

　私の気持ちなどわかり切っているはずなのに、そんなに綺麗な顔を近づけられたら余計に答えづらい。

　ただでさえ、告白なんて人生で初めてだからドキドキしてるというのに、さらに緊張する要素を増やさないでほしい。耐えきれずに、私は思わず目を逸らす。

　でも、高臣さんはこの前、まっすぐに私の目を見つめて、思いを伝えてくれた。

『笑顔にひと目惚れした』と、珍しく照れくさそうに、少し早口で話す高臣さんを見て、愛おしいという気持ちを再確認したのだ。

　もっともっと、この人のいろんな顔が見てみたいと、そう思ったのだ。

　……自分の気持ちを整理して、私はゆっくり彼の顔を見つめ直す。

　第一印象は、表情が硬くて気難しそうな人、だった。

　だけど、うちの和菓子を心から愛してくれていると知って、ただ表現が不器用なだけだと知った。

　いろいろと強引なところはあったけど、いつしか本当の夫婦として、高臣さんと一緒にこれからを過ごしてみたいと思った。

　政略結婚という約束は……、今日で終わりにしたい。

　新しい形で、高臣さんと歩んでいきたい。

「高臣さんのことが、私も好きです」

「凛子……」

「大好きです」

　私は、高臣さんの口から『高梨園の和菓子が好きだ』と初めて聞いたあの瞬間のように、心からの笑顔で思いを伝えた。

　この気持ちが、一ミリも余すことなく高臣さんに伝わるようにと。

　高臣さんは予想できていた言葉をただ聞いただけのはずなのに、なぜか私を見たまま固まっている。

　そして、力なく私の肩にこつんとおでこを乗せて、頭を預けた。

「……その笑顔に、俺は弱い」

「え……？」

「凛子のこと以外、もうなにも考えられなくなる」

　そう弱々しく呟いたかと思えば、次の瞬間私は宙に浮いていた。

　気付いたらふかふかのベッドの上までお姫様抱っこで運ばれて、私は天井を背景に高臣さんのことを見ていた。

　少しだけはだけた浴衣から、高臣さんの引き締まった体が見える。

　……まただ。高臣さんは、こうして獣のスイッチが入ると、少し怖くなる。

　さっきまで優しかったと思いきや、もうなんの言葉も通用しないのではないかと思うくらい、眼光が鋭くなるのだ。

　そのアーモンド形の瞳に捉えられたら、私はもうどんな抵抗も無駄になると感じてしまう。

「凛子の全部が、俺を俺じゃなくさせる」

「高臣……さん」

「こんなこと、生きていて一度もなかった。感情のままにキスをすることも……抱くことも」

　高臣さんの長い指が、なまめかしく私の頬を這う。

　彼の吐息が肌に触れるたびに、火傷やけどしたようにその箇所が熱くなっていく。

　――私たちは、いろんな順番が間違っていた。

　好きになる前に婚約をして、思いを伝えあう前に強引にキスをされ、自分の本当の気持ちを隠したまま、彼に抱かれた。

　普通の恋愛と比べたら、なにもかも正解ではなかったかもしれない。

　だけど、なにひとつ、不正解でもなかった。

　戸惑いの中に、幸福を感じていたから。

　私もきっと、出会った日からこの人に自然と惹かれていたのだろう。

「……計算通りじゃなくて、いいですよ」

　自分が自分じゃいられなくなることを、高臣さんが少し恐れているかのように私は感じて、そっと彼の手に自分の手を重ねる。

「私はもっと、自分本位に生きる高臣さんが、見てみたいです」

　ずっとずっと、いろんな場面で自分の感情を押し殺してきたはずの彼だから。

　日本の経済を担うあの三津橋家を背負う覚悟や責任感は、到底私には想像がつかない。

　けれど、どうかそんなに遠くへ行かないでほしい。

　私といる時だけは、その重たい鎧を、全部外してほしい。

「約束してください。これから、私と一緒にいる時だけは、本当の高臣さんを見せてください」

「……凛子」

「どんな高臣さんにも、幻滅したりしないですから」

　そこまで言い切ると、息つく間もなく強引なキスが降ってきた。

　ずっと待てをされていた動物のようなキスに、体全部が浸食されていく感覚に陥る。

　そっと目を開けてみると、あの高臣さんがいっさい余裕のない顔をしていて、なぜかその表情にドキッとしてしまった。

　生意気なことを言ってしまったけれど、内心は高臣さんの行動ひとつひとつに、これ以上心臓がもつかどうか不安になっている。

「そんなに煽るようなことを言うんだったら、もういっさい容赦しない」

「あっ……」

　するすると浴衣の帯が外されて、下着があらわになってしまった。

　高臣さんは私を組み敷いたまま、つーっと肌の上に冷たい指を滑らせていく。

　ただ撫でられているだけなのに、体がぞくぞくと粟立つ。

「俺がどれほど凛子だけに貪欲か、凛子はまだ全然わかってないんだな」

「高臣さっ……」

「泣いても逃がしてやらない」

「んっ……」

　高臣さんの唇が突然胸に触れて、私は思わず体をよじったが、彼はそれを許さなかった。

　触れられていない場所がないのではないかと思うほど、優しい愛撫と激しいキスが繰り返され、頭がどんどん朦朧としていく。

　高臣さんの本能に飲み込まれながらも、私は必死に彼の体にしがみついた。

　この人の、全部が見たい。全部が欲しい。

　そう思うのは私も一緒だと、言葉にできない分を、熱で伝えあう。

「凛子……、愛してる」

　燃えあがるように誰かを愛しいと思う気持ちが、こんなにも自分の中にあったことを、私はこの日初めて知った。

　政略結婚という名目を、私たちはこの日、完全に手離したのだった。










計算外の未来　side 高臣＆凛子




　思えば、望むものはなんでも手に入るが、本当に欲しいものは手に入らない人生だった。

　俺が生まれてきた理由はただひとつ。

　三津橋家の事業をさらに大きくする器になること。

　母親は昔から体が弱く、家政婦が常に身の回りの世話を焼いてくれる日々。

　父親は自由人で放任主義であったので、やりたいことをやればいいと口では言っていたが、俺が跡を継ぐことはどう見ても決定事項だった。

　跡継ぎとして重宝されていることは、幼い頃から十分に自覚していたし、欲しいものがあればすぐに手に入り、小学生まで部屋はもので溢れかえっていた。

　しかし、中学生になった途端、そのすべてがいらなくなり、なにもかもを捨てさった。家政婦は俺が心の病気になったと心配し騒ぎ立てたが、俺はいたって冷静だった。

　本当は欲しいものなんてひとつもないことに気付き、深い孤独を感じただけだったから。

　そんな自分が、空っぽで、ひどくつまらない人間に思えて。

　きっと、生まれてきた瞬間から未来が決まっている自分に、もうずっと飽きていたのだろう。

　自分に興味がないから、他人にも関心がなかった。人の気持ちなんて想像するだけ無駄だと思っていた。

　感情的になる人間を軽蔑する一方で、咲菜や同級生や従弟が、誰かとケンカしたり、好き勝手ワガママを言って周りの人を困らせたりしていることが、本心ではとても羨ましかった。

　ゲームや勉強に集中することはあっても、自分は、〝誰か〟に心を乱されたりすることがいっさいない。

　ずっと壁を一枚挟んだ向こう側に自分がいるから、感情が動かない。

　俺が本当に欲しいものは、鎧を纏った自分の感情を乱してくれる人……だった。

　いっさい理性が保てなくなるくらい、感情をぐちゃぐちゃにして、モノクロな日常を壊してくれる人。

　でも、そんな人間、一生現れることはないと思っていた。

　凛子に、出会うまでは。

『……計算通りじゃなくて、いいですよ』

　あの言葉が、いつまでも優しく胸の中で響いている。




「では、それぞれリニューアルオープンに向けた企画の、最終報告をしてください。まずは宣伝部から」

　咲菜の淡々とした声が会議室に響き、いつも以上に気合を入れた様子の社員が、資料をスクリーンに映し出していく。

　どれも気合の入った案で、有名ブランドとのコラボで決まったノベルティグッズもぬかりなく準備が完了している。

　――気付けば、高梨園銀座店がオープンする日まで、あと一カ月となっていた。

　玄さん、凛子、玄さんの一番弟子である久遠さんと、うちの担当社員含め打ち合わせを重ね、お店の方向性を具体的に固めていった。

「では続いて、高梨園銀座店に関しまして、発表をお願いいたします」

　高梨園の担当社員が、スクリーンに資料を映し出す。

「神楽坂で愛され続けている伝統的な和菓子屋、菓匠・高梨園が、このたび銀座でオープンいたします。和菓子はうちの客層とも相性がよく、本店一店舗のみだったあの高梨園がうちにできるという噂が、すでにクチコミで広がっており、お客様の期待はかなりのものです。クチコミだけでも集客を期待できますが、高梨園さんからのご提案で、銀座限定の新商品をご考案いただきました」

　画面が切り替わり、【銀座店限定品の発売】というメインキャッチの下に、試作品の写真が大きく張りつけられた資料が映し出される。

「和菓子のターゲット層は本来六十代中心ですが、ＳＮＳに強く感度の高い若者にも広めてもらうことを目的とし、新商品は高級フルーツをふんだんに使ったクリーム大福に決定しました」

　大福の写真を見た社員が、思わず小声で「美味しそう……」と漏らしたのが聞こえた。

　高級フルーツをふんだんに使った大福は、見た目もカラフルで、とくに女性ウケのいい商品に仕上がった。

　……この話が出たのは、凛子が京都旅行から帰ってきてすぐのこと。

　たくさん和菓子屋を歩き回ったけれど、凛子は最終的にかき氷屋からインスピレーションを得たという。

　自分で新商品を作りたいという一心で、この二週間はずっと実家に帰っていた。

　期日までに完成させるから、どうしても今日の会議で共有してほしいと、凛子は真剣だった。

　二週間会えない間はおかしくなりそうだったが、それよりも凛子の目指すことを応援したい気持ちが強かったので、なんとか耐え抜くことができた。

「近年、フルーツ大福はお取り寄せで人気を博していますが、高梨園のフルーツ大福は格が違います。シャインマスカットと生クリーム、いちじくとクリームチーズ、柿と白餡……。和菓子界において斬新な組み合わせで勝負しており、味は品があり老舗和菓子屋の気概が感じられます。さらに、フルーツにとどまらずフルーツトマトやそら豆など野菜を使用した大福も考案し、話題性を高めています」

　凛子がこだわったのは、健康に気遣っている人にも和菓子を食べてほしいということだった。

　糖質は最小限に抑え、素材そのものの甘さを活かし、栄養素を壊さないように取り込んでいく。

　社員食堂でダイエット中の女性を見るたびに、甘いものを罪悪感なく食べてほしいという気持ちが増していたようだ。

　ビジネスの目線で見ても、贔ひい屓き目なしに新商品のフルーツと野菜を使った大福の完成度は、高かった。

「銀座という地で、高梨園の二号店は万全の準備をしています。和菓子売り場をより盛りあげる起爆剤となることを期待して、力を注いでまいります。以上です」

　担当者の発表が終わり、社員全員の表情をうかがうと、反応は上々のようだった。

　凛子が今日のために商品を完成させて、しっかり写真もスタジオで撮って用意しただけあった。

　彼女の努力が報われたことを、社員に対して思うように、素直にうれしく思った。

「代表から最後にひと言いただけますか」

　咲菜に指名され、俺はイスから立ち上がる。

　今回のリニューアルオープンは、新店舗をオープンすることだけでなく、消費者の行動を考え、再構築していくかなり大規模な試みだった。

「今回、食品フロアで五つの新規店をオープンすることは、話題作りに大きく貢献してくれるだろう。だが、今回の目的は真新しさや、一時の客足増加ではない。多様化しているファッションフロアを大幅に減らし、食品フロアに力を入れ、インバウンド観光客向けのフロアも新たに増やした。常連のお客様は最初は戸惑われるかもしれないが、長い目で見てお客様のライフスタイルに寄り添えるよう、試行錯誤を繰り返し変わっていこう。以上」

　中のことは、社員たちが汗水流して十分に用意してくれた。

　あとはもう、俺がそれを無駄にしないように受け取って、バトンを繋げていく作業だ。

　話題作りに貢献してもらえそうな会社を探すことに、最後の最後まで心血を注ごう。

　うちという百貨店を信じ、新たな希望を見出してくれている新規店を裏切ることのないよう、あらためて心に誓った。




〇
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　瞬きをしている間に、夏が終わってしまったかのようだった。

　それほど、京都旅行から帰ってきてからの一カ月は、多忙の極みだった。

　高臣さんは毎日残業で、一緒に夕ご飯も食べられない日々が続き、私も仕事終わりに実家へ戻り和菓子作りの試行錯誤を繰り返す毎日。

　あっという間に九月に入り、三週間後の十月一日にはリニューアルオープン……というところまで来てしまった。

　昨夜はようやく高臣さんと夕飯を一緒に食べることができたけれど、まだまだ気が抜けない。

　――そしてリニューアルオープンが近づくごとに、私を管理栄養士として雇ってくれた委託会社との契約も、あと数日で終わろうとしていた。

「前々からわかってたことだけどさー。高梨ちゃん辞めたら、もう誰にもアイドルの熱を発散できないよ」

「岡田さん、いつでも連絡ください！　私も連絡しますんで、これからも一緒にランチしましょう」

　休憩時間が被った岡田さんと、私は事務室でお茶を飲んでいた。

　私の出社が今週いっぱいで終わることとなり、すでに後任の引き継ぎが始まっている。

　岡田さんは私がいなくなることを本気で寂しがってくれて、なんだかとてもうれしい。

　といっても、ここを辞めた後は同じ百貨店の地下の食品フロアで働くことになるだけなので、いつでも会えるんだけど……。

　そのことを、今日の終礼後に皆の前で報告しようと思っていたが、岡田さんには一番に伝えたいと思って、私は口を開いた。

「あの、岡田さん。私の次の職場なんですけど……」

「あ、そういえば実家を継ぐんだよね？」

　とその時、事務室に後任である管理栄養士の、井い山やまさんが入ってきた。

「あ、井山さん、お疲れ様です」

　思わず私は言いかけた言葉を飲み込む。

　井山さんは私よりも三歳若く、しっかりとしていて物覚えもいい。

　若干愛想はない時もあるけれど、希望の異動だったということもあり、今とても頑張ってくれている。

　井山さんが帽子を外した瞬間、茶色い美しい巻き髪があらわになって、私は思わずその動作に見惚れてしまった。

　視線を感じた井山さんは、私の方を振り返って、「なんですか」というように眉を一瞬顰ひそめる。

「井山さん、もう随分仕事に慣れてくださって助かります」

　私がぺこっと頭を下げると、彼女もわずかに会釈を返す。

　岡田さんはそんな少し愛想のない井山さんが苦手なようだけど、私が辞めるまでのあと一週間、しっかり引き継がないと。

　そうこうしている間に、休憩が終わる時間になった。

　他の社員に呼ばれ、岡田さんは私よりも先に事務室を出て、厨房へと小走りで向かう。

　タイミングを逃してしまったのは仕方ない。

　岡田さんには後でふたりきりになった時に話そう……そう思い立ち上がると、井山さんが私の名前を突然呼んだ。

　そして、衝撃的なことを言ってのけたのだ。

「あの、高梨さん。昨日、この百貨店の代表とふたりで会っていませんでしたか」

「え……？」

「三津橋高臣代表と」

　頭が真っ白になって、すぐに言葉が出てこなかった。ふたりきりの事務室に沈黙が流れる。

　昨日は確かに、久々に銀座で高臣さんと一緒に食事をしていた。

　それを偶然、彼女に見られていた……？

　隠していたわけではないけど、岡田さん以外に公表しようとは思っていなかった。

　高梨園が無事オープンするまで、余計な騒ぎは立てたくないと考えていたからだ。

　井山さんは私を鋭く見つめながら、「その反応だと本当だったんですね」と冷静に続けた。

「私、ここを希望した理由、三津橋さんのそばで働きたかったからなんです」

「え……？」

「昔、経営が傾いていたうちの家業を、助けていただいたことがあって」

　……すごく、私と似た状況だ。

　高臣さんは小さなお店と伝統を守りたい、という気持ちがとても強い。

　これまでも何度かそんな援助をしてきたと、そういえばいつか聞いたことがあった。自分のことを語るのを恥ずかしがって、彼はあまり話してくれなかったけれど。

「課長から聞きましたが、お仕事を辞めて和菓子屋を継ぐそうですね」

「あ、そうなんです……。今日の終礼で言うつもりだったんですけど」

「しかも、高梨園がこのタイミングで銀座店を秋からオープンすると聞いて……、高梨さんも、彼に援助してもらったんですか」

「え、援助というか、取引というか……」

　するどい質問に、なぜか額に汗がにじんでくる。

　追い詰められた気持ちになっているのは、彼女の瞳がとても攻撃的だから。

　まさかはじめは政略結婚の約束だったなんて、言えるわけがない。

「どうやって彼に取り入ったんですか？　三津橋さんはうちの家業に興味はあっても、私には見向きもしなかった……」

　井山さんは悔しそうな顔で帽子を握りしめ、少しずつ私に近づいてくる。

　私は思わず一歩後ずさり、ロッカーに背中をくっつけてしまった。

　見向きもしなかった……というのは、私も同じだ。

　初めて会ったあの日、高臣さんの瞳に私は全然映っていなかった。政略結婚の提案を、ロボットのように淡々としていた。

「また会いたいと思って、偶然うちの会社がここの社食を任されていると知った時は運命だと思った。付き合うなんて絶対無理な身分だとわかってたから、距離が近づくだけでよかった。それなのに……」

「い、井山さん……」

「そんな顔して、高梨さんて意外としたたかなんですね。彼は優しいから……、あなたの〝家〟を救ってあげただけなのに。結局そこでがっつける人が、幸せ掴むんですかね」

　そこまで言い放つと、井山さんは冷たい表情のまま、事務所のドアを乱暴に開けて外に出ていってしまった。

　私は茫然としてその場に立ち尽くし、彼女に言われた言葉を数秒遅れで頭の中で再生していく。

　人生でこんなにも誰かに敵意をむき出しにされたのは、初めてのことだった。

「な、なにも返せなかった……」

　私は心臓付近を右手で押さえながら、この後の終礼をどうやり過ごし、残りあと一週間をどう過ごしていくのか、不安で胸をいっぱいにしていた。




「なんだお前、辛気臭い顔してんな」

「永亮……。いきなり刺すのやめて」

　その日の仕事帰り。悩んだ私が取った行動は、和菓子を作って心を落ち着かせようというものだった。

　高臣さんの帰りは今日も遅く、日付が変わる頃まで帰ってこられない。

　閉店後の高梨園に着くと、作業場だけ明かりがついていたので、ちらっと覗くと思った通り永亮がいた。

　京都旅行の後から何度も顔を合わせているが、告白なんてなかったかのように、永亮は普通に接してくれている。いや、普通どころか嫌みがいつもより増している気もする。

「ちょっと今日はいろいろあったの……。ＨＰはもうないので優しくして……」

「……わかった。おはぎ残ってるから食え」

「え！　本当!?」

「元気じゃねぇか」

　冷蔵庫に入っていたおやつのおはぎをひとつもらって、私はばくっとそれに食いついた。

　粒がしっかりとした上品な甘さの餡子は、ねっちりとしたもち米と相性抜群だ。

　一気に幸せな気持ちになって夢中で食べていると、永亮が怪け訝げんそうな顔で聞いてくる。

「で、なにがあったんだよ。しょうもねぇ痴話喧嘩だったら聞かねぇけどな」

「全然違うよ……。軽く職場で修羅場になって」

「は？　なんだそれ。おもしろいから聞かせろ」

「全然おもしろくないわ！」

　そう言いつつも、こんなことを話せるのは井山さんとまったく関係のない永亮くらいだ。

　高臣さんや岡田さんには話しづらい。

　今日の終礼で、家業である高梨園を百貨店にオープンすることになったことを伝えたが、岡田さん以外のパートの人は皆ざわついていた。

　あの冷ややかな空気は、すでに井山さんがなにかを吹き込んでいたのかもしれない。

　どう考えてもタイミングが悪すぎた……。

「……なるほどな。高臣さん、いろんなところで人の感情乱しすぎだろ。自分がどれだけ影響力あるのかわかってねぇんだな」

　すべてを聞いた永亮は、ハハッと乾いた笑みを浮かべて、私の不幸をおもしろがっていた。

　予想通りの永亮の軽い反応に、私も同じように笑みを返す。

「で、お前はなにに迷ってるわけ？」

「高臣さんの評判が下がらないか不安で。もう社内では、私が高臣さんをたぶらかして家業も助けてもらい、超スピードで成り上がったしたたかな女になってるので……」

「高臣さんが騙されてる……的な？」

「そう、哀れ的な……」

「哀れ」

「ねぇ、笑ったよね今？」

　ダメだ。こんなやつに相談しても解決するわけがない。

　これは自分自身で解決しなきゃいけない問題。

　あの職場で働いて数年、普通に仲よくしてくれていたパートのおばさんたちが、私を見る目をコロッと変えたのは、少しこたえたけど……。

　でも、そんなことはどうでもいい。

　高梨園銀座店のオープンに関わるような悪い噂をもし流されたりしたら、私のせいだ。

　ふと気になって、私は先日インタビューされたネット記事を開いてみる。

【老舗和菓子屋、堂々銀座に開店。新境地を切り開くのは若き女性】という、大おお袈げ裟さすぎるタイトルでちょこっとまとめサイトに載った記事だ。

　なんとなく嫌な予感がして、そのコメント欄を見てみると、一時間前にとあるコメントがついていた。

【三津橋家の長男をたぶらかして成り上がったしたたかな女】と、書かれていたのだ。

「嘘……、手が早い……」

　これを書いたのは、決して井山さんとは限らない。

　だけど、噂はもう広まっているというわけだ。

　百貨店の店員が、営業後にもかかわらず食堂をちらちらと見にきていたので、そっちにも噂が流されているのだろう。

　あれだけ社内にファンが多い高臣さんだ。

　明日からの出社、そしてこれからの仕事……どちらも難易度が上がってしまったのは確実だ。

　こんなことで手を煩わせている場合ではないのに……。

「永亮！　おはぎもう一個もらうね！」

「お前夕飯食べてきたんじゃねぇのかよ」

「さっき牛丼食べましたけどなにか!?」

　永亮に焦りをぶつけながら、私はおはぎに食らいついた。

　もうこうなると、高臣さんの耳にもこの情報が入ってしまうのは秒読みだ……。

　そんなことを思っていると、スマホがポケットの中でブーブーと震えた。

　指についた餡子を洗って、私はスマホのロックを慌てて解除する。

　咲菜さんからの電話だった。

『あ、凛子ちゃん？　元気？』

「咲菜さん！　お久しぶりです。元気です」

『ごめんなさい、突然お電話してしまって』

「いえいえ」

　こんな時間に急に電話がかかってくるなんて、どう考えてもあの噂のせいとしか思えない……。

　嫌な予感を胸に咲菜さんの言葉を待つと、彼女はいたって冷静に話を切り出す。

『どうも今日、うちの女性社員が腹痛で早退したり、突然泣きだしたりしてたので不思議だったんだけど……、高臣兄さんが凛子さんと婚約した噂が広まっているようね』

「婚約のことまで知れ渡っているんですか!?」

　驚き問いかけると、咲菜さんは信じられないことを言ってのける。

『最初は恋人がいるという噂だったんだけれど……、凛子ちゃんのことを高臣兄さんにさらっと問いただした女性社員がいてね。兄さんは〝恋人ではなく婚約者だ〟とはっきり答えたようで。全女性社員が阿あ鼻び叫きょう喚かん』

　た、高臣さん……。

　正直に言ってくれたことはとてもうれしいけど、今はタイミングが悪すぎだ。

　普通の社員だったら仕事と恋愛は関係ないけれど、高臣さんの場合はいろんな場所に影響を与えてしまう可能性がどう考えても高すぎる。

『まあそれはいずれほとぼりが冷めるとして。それで、うちの取り乱した社員が数名、ランチ営業後にもかかわらず社員食堂に向かってしまったとか。ご迷惑をおかけしてないか、不安になりまして』

「それでご丁寧にお電話くださったんですね……」

『まあそれは建前で、凛子ちゃんが気に病んでいるかもしれないと、不安だったの』

「咲菜さん……」

　咲菜さんの優しさに思わずじーんとしてしまった。

　さっきまで思い切り取り乱していたが、不思議と心が落ち着いていく。

　咲菜さんは一見クールに見えがちだが、とても優しい人だ。

『で、食堂にしたたかな女がいる、なんて噂が立ってるけど、どうする？　ひとりひとり呼び出してタイマンする？』

「発想が物騒すぎません!?」

『大丈夫、加勢するわ。実家で野性味あふれるドーベルマンも飼ってるし』

「すでにタイマンではないのでは……」

『冗談よ』

　冗談、わかりづらい……。

　私は心の声が電話越しに漏れてしまいそうなくらい、胸の内でつっこんだ。

　どう考えてもありえない提案だったが、咲菜さんはいつもあまりに冷静に真面目な声で話してくるから、温度感が伝わりにくいのだ。

　ひとまず心を落ち着けて、今のこの状況を整理してみる。

　うちの職場はおろか、高臣さんの悪意なき発言で私がただの恋人でもなく婚約者であることが知れ渡り、今あの百貨店の裏側にはとんでもない嵐が吹き荒れているということだ。

　これはもう、戦うしかない……。

『ちなみに、もし凛子さんがしたたかな女呼ばわりされていると兄さんが知ったら、絶対零度の怒りで会社を凍らせそうだったので、兄さんの耳にはその噂は入れてないわ』

「咲菜さん、本当にありがとうございます……！」

『大丈夫？　まずいことがあったらすぐ言ってね。私にも、高臣兄さんにも』

　咲菜さんの落ち着いた声を聞いていたら、少し心がおだやかになってきた。

　私は感謝の気持ちを込めて、スマホ越しに御礼を伝える。

「もう少し、自分がすべきこと考えてみます。今日は本当にありがとうございます。おやすみなさい、咲菜さん」

『……おやすみなさい』

　咲菜さんはなにか少し言いたげな間を残してから、通話を切った。

　今後の職場の空気を考えると頭が痛いが、私はひとつ決心をしてマンションへ帰った。










愛の決意




「ただいま帰りました……」

　神楽坂からマンションへ戻ったのは、二十三時のことだった。

　高臣さんは二十一時には仕事が終わっていたらしく、私よりも先に帰宅している。

　しかし、部屋は薄暗く、物音ひとつしない。

　こうも広い部屋が静かだと、いまだに足を踏み入れることに緊張してしまう。

　ゆっくりリビングルームへ向かうと、高臣さんの頭がちらっと見えた。

「あ……」

　近づくと、高臣さんがソファーで無防備な寝顔を晒さらしている。

　思わず微笑ましくなった私は、ふふっと小さく笑みをこぼした。

　高臣さんのそばに膝立ちし、寝顔を覗き込んでみる。三十代の男性とは思えないほど綺麗な肌と、少しだけ乱れた黒髪、思わずなぞってみたくなるほどスッとまっすぐに通った鼻筋……。

　美術品を間近で見ているかのような気持ちだ。

　彼が私の夫になるだなんて、いまだに信じがたい。

　井山さんをはじめ、職場の皆が納得できないのもわかる。

「ほんとに私でいいんでしょうか……」

　彼が寝ているのをいいことに、思わずこぼれたひと言。

　井山さんの家も高臣さんに救われたと言っていたけれど、いったいなんの家業だったんだろう。

　実家が自営業であることの大変さを、私も少なからずわかってはいるつもりだ。

　もしかしたら、井山さんも自分の大切なお店と伝統を守るために必死だったのかもしれない。

　それを助けてくれた高臣さんは、まさにヒーロー的な存在だっただろう。

　境遇は、私と一緒だ。

　順番が違ったら、高臣さんと井山さんが結婚している運命もあったのかもしれない。

　そんなことをうじうじ考えていると、なんだか胸の中がムカムカしてきた。

「……いや、違う」

　井山さんの気持ちも多少はわかるとしても、あの態度や誇張した噂を流すことはおかしい。

　そして、彼女の言葉でこんなにも自信を失なくして不安定になっている自分も相当面倒くさい。

　完全に八つ当たりだけど、なにも知らずに美しい寝顔を見せている高臣さんにも、なんだかじわじわと腹が立ってきた。

　だいたい、従妹の子といい、井山さんといい、社員の女性といい、この人はいったい今までに何人の人間の心をかき乱してきたのだろう。

　そうして私も、見事にその乱されている側のひとりだ。

「いいですね、なにも知らず彫刻みたいな寝顔でスヤスヤと……」

　――私だって、たまにはこの人の感情を乱してやりたい。

　そんな気持ちが暴走して、私は寝ている高臣さんに顔を近づける。

　そして、整った唇に自分の唇を一瞬だけ押しあてた。

　すぐに顔を離したが、こんなキスひとつで心臓がドキドキと高鳴っている……。

　自らキスをしたのは、引っ越してすぐに、高臣さんに迫られてした時以来だったので、緊張してしまった。

　こんなキスごときで高臣さんが動揺なんてするはずがないんだけれど……。

　でも、ちょっとした達成感がわいてきて、私はしてやったりの気持ちで寝顔を見つめた。

　すると、ふいに高臣さんの口が動いた。

「……今のは、どういうキスなんだ？」

「えっ！　高臣さん、起きてたんですか!?」

「いつも眠りは浅いんだ。ドアが開く音で半分起きていた」

　は、恥ずかしい……。

　顔から火が出るほど羞恥心でいっぱいになり、私は赤面したまま目を泳がせる。

　高臣さんはソファーの上から私を見下ろし、おだやかに笑っている。

「で、俺に怒りながらキスをしてくるっていうのは、どんな感情なんだ」

「ご、ごめんなさい……あまり深い意味は」

「まったく、凛子は本当に……」

　気まずくて目を逸らしていたけれど、高臣さんにくいっと指で顎を上向かされてしまう。

　高臣さんと目が合うと、彼は珍しく少しだけ照れたような表情をしているように見えた。

「へっ……」

　めったに見られない表情に接して、私は思わず声をあげる。

　調子が狂ったような様子の高臣さんは、照れ隠しをするようにそのまま私に軽いキスをして、少し不機嫌そうに呟いた。

「どうしてそんな、予想できない行動ばかりするんだ」

「た、高臣さ……」

「これ以上愛おしい気持ちにさせて、どうしたいんだ」

「きゃっ」

　突然起き上がった高臣さんに、脇の下を抱えられ、そのままソファーの上へと移動させられた。

　向かい合う形で、高臣さんの足の間に膝立ちさせられた私は、彼の肩に両手を置いたまま目を丸くする。

　高臣さんはいつのまにか獣スイッチが入っていて、私の太ももを大きな手でするりと撫でた。

　めくれたスカートを見て羞恥心が煽られた私は、慌てて高臣さんの手を振り払おうとする。

　しかし、彼の手はまったく動かない。

「さっき、寝ている間に〝私でいいのか〟と言っていたな」

「あっ……、えっと、それは」

　あの自信のない言葉も聞かれていたのか。

　気まずくなり思わず目を伏せるが、高臣さんはそんな私の顔を下から覗き込む。

「俺には、凛子以外いない」

「え……」

「だから、そんな言葉二度と言わないでくれ。愛が伝わっていないのかと、不安になる」

「高臣さん……」

「これ以上俺の溺愛が暴走したら、凛子も困るだろう」

「暴走って、ふふっ……」

　高臣さんが真剣な顔で言うのがおかしくて、私は思わず吹き出してしまった。

　そんな私を、高臣さんはおだやかな顔で見つめてくれている。

　本当だ。この人の目には、本当に私しか映っていないのだ。

　うぬぼれとか、自意識とか、そんなことではなくて、私はこの人がくれる愛を信じたい。

　だから私も、高臣さんへの愛を、まるごと彼に信じて受け取ってほしい。

　高臣さんには、私に愛されていると、いつも自信に満ち溢れていてほしい。

　だって、私はこの人を、一秒たりとも不安な気持ちになどさせたくないのだ。

　そしてそれは彼も同じ気持ちなのだと……。

「私、高臣さんを見てると、いろんなものを与えたくなるんです」

「与えたくなる？　そんなこと、生まれて初めて言われたな……」

「あっ、いや、高臣さんが物欲しそうという意味ではなくですね……！」

　変なことを言いかけたと思い、私は慌てて両手をぶんぶんと横に振る。

　高臣さんの方が、誰かになにかを与えられる力は、はるかにあるというのに。

　欲しいものはすべて手に入ってしまいそうな彼だというのに。

　……でも、そんなこの人だからこそ、お金でも買えない、形もない、でも確かで温かな〝愛しい〟という気持ちを、惜しみなく与えたいと思うのだ。

　そういった、ものではない感情を与えたいと思うことが、〝愛〟というのならば、私は彼を心の底から愛してしまっている。

「高臣さん……好きです」

　再び、ちゅっと彼の唇にキスを落としてみた。

　私の服を脱がしかけて、獣モード全開だった高臣さんがロボットみたいに一瞬停止した。

　私からなにかを仕掛けられることには、そんなに耐性がないのだろうか。

　なんだかおもしろくてしばらく固まった彼を見つめていると、がばっと両手で腰を抱き寄せられた。

　私の胸に顔を埋めながら、高臣さんは困り果てたように呟く。

「俺の弱点は、間違いなく凛子だな……」

「あはは、高臣さんはもう少し弱点増えた方が、人間味あっていいですよ」

「人間か……」

　すでに完璧すぎる彼を、庶民の私が守ってあげたいだなんて、おかしな話かもしれない。

　だけど私は、和菓子をひとつひとつ愛情をこめて作るように、この人との一日一日を大切に築いていきたいと思ったのだ。




　管理栄養士としての、出勤最終日。

　ロッカーを開けると、いつも入っているはずのコックシューズがなく、部屋の隅にあるごみ箱に捨てられていた。

　その光景を見て、「なんてベタな……」と思っていると、岡田さんが隣でブチ切れ始めた。

「まじで井山ってやつ、なんなの!?　ただの僻ひがみじゃん。やることも幼稚だし」

「お、岡田さん、聞こえてしまうかも！」

「聞こえるように言ってんの！」

　憤慨した様子の岡田さんは、井山さんがいるはずの休憩室のドアを睨みつけていた。

「したたかな女」として噂を流されてから一週間。岡田さんが「おもしろおかしく誇張した話をするな」と言い回ってくれたおかげで、井山さん以外の社員の噂話はわりと沈静化した。

「岡田さん、本当にありがとうございます……」

「パートのおばちゃんたちがすぐに静まったのは、普段の高梨ちゃんの信頼のおかげで、私はなにもしてないよ」

「そんなことないです、岡田さんが真っ先に信じてくださったから」

「信じたっていうか、人の結婚に口出しする意味がわからなかっただけ。しかしまあ、これからも波乱万丈な人生になりそうだねぇ」

「あ、あはは……」

　同情したような岡田さんの表情に、私は乾いた笑みをこぼす。

　うん、本当にそうだ。

　高臣さんと結婚するからには、こんなことはただの序章にすぎないだろう。

　ここでいちいち折れていたら、三津橋家の嫁として務まらないかもしれない。

　これからのことを考えて少し心配になっていると、休憩室のドアが開いて、井山さんが入ってきた。

「井山、いったいどういうこと……」

「井山さん、靴を捨てたのは井山さん？」

　怒り全開の岡田さんの言葉を遮って、私はまっすぐ彼女の目を見つめて問いただした。

　井山さんは表情をまったく変えずに、当然のごとくしれっと答える。

「今日辞めるのに、ロッカーの中がまだ片付いていなかったようなので」

　いやいや、ちょっと早すぎないか。

　それに今日使う最小限のものだけロッカーに残し、あとはすべて片付け済みなんだけれど……。

　自分の中に、こういう時の戦いの語彙がなさすぎて呆れる。

　でも、なにを言ってもクールに突き返されてしまいそうだし、私だってこれ以上そんな態度を取られたらムカムカするし、おはぎを大食いしただけでは気持ちを昇華できないだろう。

　私はひとつ決意してから、今日鞄の中に詰め込んできたものを取り出して、井山さんのそばに寄った。

　そして、小さな箱に個包装されたたそれを、彼女の目の前にずいっと差しだした。

「あの、これ、食べてもらえませんか」

「は？　なんですかいきなり」

「私がこれからも守っていきたいものです」

　箱の中にあるのは、実家で寝ずに作った新商品の大福だ。

　若い女性にも受け入れてもらえるように、見た目も美しく、味の組み合わせもなん通りも試した自信作。

「餞せん別べつ的なものですか？　いいです、別に和菓子好きじゃないんで」

「いいえ食べてください。井山さんのご実家も自営業なら、お店を守りたい気持ちは少なからずわかってくださいますよね」

「……勝手に仲間意識持たれても困ります。そしていりません」

「いやです、食べてください！　あと、ずっと言いたかったんですけど、仕事と関係ないところで恨み持たれても、すっごく困ります！」

「ちょっ……、そんなにお菓子押しつけないでくださ……」

「最後だからはっきり言いますけど……私が高臣さんと結婚するのはビジネス目的です！」

「は……？」

　ぐいぐい箱を押しつけながら、勢いで言い放った私の言葉に、井山さんは鳩が豆鉄砲を食ったような表情をした。

　そばにいる岡田さんも、同じように目を丸くしている。

　私は少し息切れをしながら、ゆっくり言葉を続けた。

「したたかとか、そんな風に思われても仕方ないかもしれません。それでも、結婚を条件にしてでも、大事なお店を守りたかったんです」

「なんですかそれ……、結局お金目あてじゃ」

「でも今は、真剣に高臣さんのことを想っています。大事にしようと、心の中で誓いました」

「そんな話、興味ないんですけど……」

「私のこと恨んでてもいいので、ひとつだけこの和菓子を食べてもらえませんか。そしたらもう、絡んだりしません」

　井山さんには、すべて正直に打ち明けて真っ向からぶつかるしかないと思った。

　だから、政略結婚であったことも、正直に話した。

　それで軽蔑されても仕方ない。そんなことよりもっと、私は彼女に知ってほしいことがあるのだ。

　真剣な目をした私に押されて、観念したように井山さんは箱を手に取って、ふたを開けた。

　その数秒後、彼女はすぐにあることに気付いて固まった。

「これ……シャインマスカット……」

「井山さんのご実家、ぶどう園だったんですね。採用するくだものを迷っていたら、高臣さんに井山さんのご実家のくだものを薦められたんです。食べてみたらみずみずしくて甘みがあって、本当に理想的なぶどうでした」

「み、三津橋さんが薦めたの……？」

「このぶどうの魅力を最大限に生かす和菓子にしようと、逆算して試作を重ねました。井山さんのご両親が育ててくださったくだものを、ちゃんと多くの人に届けたいんです。だから、オープン前に悪評を流すのだけは、やめてください」

　そこまで言い切って、私はぺこっと頭を下げた。

　井山さんの実家のくだものを薦められたのは、もちろん井山さんに出会う前のことだった。

　高臣さんは自然災害で打撃を受けた農家を助けたいと、さまざまな事業と手を組んでおり、そのひとつに井山さんの農園があったのだ。

『ここのぶどうの味が忘れられないほど美味しかった』という高臣さんの推薦のもと試食したところ、私はすぐにこのぶどうにしようと決めたのだ。

　まさかこんな形で、その農園の娘さんと出会うとは思っていなかったけれど……。

　でも、ふとひとつだけ気になるところがある。

　そのぶどう園の名前が、〝井山〟ではなかったのだ。

　なんて疑問を浮かべていると、突然井山さんに両肩をがしっと掴まれ、鬼気迫る表情で問い詰められた。

「私は、推しの仕事の邪魔をしてたというの……!?」

「え!?　推し!?」

「私はもう結婚してるけど、高臣は一生の推しなの！　恋愛なんかとは違うの！　顔、声、体形、全部が好きなの!!」

「えっ、井山さん結婚してるんですか!?」

　しかも高臣って！　なんだかアイドルのように話す井山さんに驚くばかりだ。

　岡田さんはそんな私を見て、「え、高梨ちゃん知らなかったの？」と、冷静な問いかけをしている。

　知らなかった……知らなかったですとも。だから農園と苗字が違ったのか……。

　井山さんはいつもクールな態度から豹変し、半狂乱で頭を抱えて嘆いている。

「高臣からうちのぶどうを推薦してもらってたというのに、私はそんなことも知らずにネット記事に書き込んだりして……」

「え！　やっぱそれ井山さんだったんですか！」

「なんてこと……許して高臣……永遠の推し……」

「あの、さっきからおっしゃってるその〝推し〟っていうのは……」

　困り果てた私の肩を、ずっと黙って聞いていた岡田さんがぽんと叩いた。

　そして私の前に立ちはだかり、混乱している様子の井山さんの背中をバシッと強めに叩いた。

「推しのプライベートには関与しない！　これは自分の心を守るための鉄則よ」

「う、ううっ、あんな国宝級の男前、写真で見てるだけで十分だったのに私は……」

「あの……、岡田さんと井山さん、いったいなんの話をして……」

　高臣さんはいつから国民的なアイドルになってしまったのだろうか。

　アイドルとはほど遠く、表情のパターンが極めて少ないんですけど……。

　茫然としている私をよそに、ふたりはなぜか励ましあっている。

　もしかして今、ものすごく岡田さんに助けられているのでは……。

　どうしたらよいかわからず立ち尽くしていると、井山さんが顔を覆っている指の隙間から私を睨みつけ言い放った。

「高臣のこと不幸にしたら許さないからぁ……」

「は、はい……」

「うちのぶどう、そんなに美味しかった……？」

「はい！　それはもう！」

「同じくらい自信もって答えなさいよ！」

「えぇ……」

　般はん若にゃのような顔で脅され、私はその恐ろしさに顔を青くした。

　なんだかよくわからないけれど、ようやく井山さんの仮面が剝がれたような気がするのと、お店にはもう被害を与えなさそうなので、一件落着したのだろうか？

　なんだか高臣さんと岡田さんの力を使って解決した気がするけど、ひとまずお店が無事ならそれでいい……ということにしておこう。

　とんでもない疲労感が体に押し寄せてきたが、私は最後にひと言、暴れまくっている井山さんに伝えた。

「あの、開店したらぜひいらしてください。ぶどう園の紹介ＰＯＰ、飾ってあるので」

「……そう。気が向いたら行きます」

「はい、気が向いたら、来てください」

　最後まで素直じゃない井山さんに、私は少し笑ってしまった。

　よかった。これでひとつ、お店のことも、高臣さんのことも、守れたはず。

　――ふっと気が抜けた瞬間、体の力が抜けて私は少しうしろによろめいた。

　背後には壁がないはずなのに、私はぽすっとなにかに受け止められる。

　不思議に思いうしろを振り返ると、そこにはいないはずの人がいた。

「たっ……、高臣！　あっ」

　興奮しきった声でその名を呼んだ井山さんは、慌てて口を両手で押さえた。

　岡田さんも「ほんとに実在したんだ」と、まじまじと高臣さんを見つめながらぼそっと呟いている。

　高臣さんは少し心配そうな表情で、私の顔を見つめている。

「高臣さん、なぜここに……というか、どうやってここまで入れたんですか！」

「食堂の準備をしていた子に許可は取った」

「うちのセキュリティ……」

「凛子が昨夜から百面相していたから、なにかあったのかと思ってな。でももう、大丈夫そうだな」

「聞いてたんですか！」

「さっきも、凛子のいろんな表情が見られてうれしかった」

「本当になにを言ってるんですか……？」

　不安な顔で聞き返したが、高臣さんは私の顔をジッと見つめたまま目を逸らさない。

　昨日はとくになにもつっこんできたりしなかったのに、私の様子がいつもと違うことに気付いてくれていたのは素直にうれしい。けど、職場には来ないでほしかった。

　なぜなら、高臣さん周辺の空気にもうすでに異常が起きているからだ。

　ちらっと高臣さんのうしろを見てみると、パートのおばさんたちがキラキラとした瞳で彼を盗み見ているし、井山さんは硬直してしまっている。

　このままでは、厨房が回らなくなってしまう……！

「井山さん。お会いするのは久しぶりですね」

「み、三津橋さん……。その節はお世話になりまして」

　慌てている私をよそに、高臣さんは赤面している井山さんに向き合って話しかけた。

　さっきまでの威勢はどこへやら、井山さんはおどおどしながらぺこっと頭を下げている。

　あの般若はいったいどこへ消えたんだ……。

「高梨園の和菓子とのコラボ、とても楽しみにしています。井山さんの農園のぶどうは、本当に和菓子との相性もいいんです」

「お役に立てたようでよかったです……」

「凛子はどんな食材にも真剣に、愛をもって接しています。なので、安心して任せてもらえたらと」

「はい、それは……なんとなくわかりました」

　とても小さい声だけれど、井山さんが少しでもそんな風に感じてくれたことをうれしく思った。

　正直なところいろんな嫌な思いもさせられたけれど、〝高梨園〟を信頼してもらえたなら、それだけでもう十分だ。

　ホッとした表情を浮かべていると、隣にいた岡田さんが私の腕を肘でつついて、「ちゃんと謝罪もされてないのに許すな」と小声で言った。

　岡田さんの忠告に苦笑いをしていると、高臣さんは井山さんの方に一歩近づいた。

　そして、私たちに聞き取れないほどの囁き声で、井山さんになにかを伝え始める。

　なにを言っているのか気になる……。

　そう思ってジッとふたりの様子を見ていたが、なぜか井山さんの顔は真っ青になっていた。

　疑問符を頭の上に浮かべている私に、高臣さんは爽やかな笑顔を向ける。

「そろそろ戻るよ。凛子、急に職場に来て悪かった」

「あ、はい、お疲れ様です……」

　そう言うと、彼はドアに張り付いているパートのおばさんたちにも笑顔を向けて、ドアを開いた。

　おばさんたちはまるでアイドルへささげるような視線で高臣さんを見送り、岡田さんと私もその一連の様子をただただ見守った。

「なんか、代表が歩いていった方向にキラキラとした空気の残骸が見えるんですけど……？」

「岡田さん、それは幻です」

　岡田さんの言葉に即座につっこみを入れて、私は井山さんの方へ向き直る。

　すると、彼女は青い顔のまま「すみませんでした」と消え入りそうな声で呟いたのだった。

　井山さんが、高臣さんになにを言われたのかますます気になったけれど、からっとした笑顔で帰っていった彼を思い出し、深追いするのはやめようと心に誓った。

　そんなこんなで、私の嵐のような最終出社日はなんとか終わったのだった。










ともに生きていく　side 高臣




　――十月、夏の暑さもすっかり過ぎ去って、一番過ごしやすい季節になった頃。

　高梨園銀座店は、百貨店のリニューアルと同時に、無事にオープンを果たした。

　凛子の頑張りがあって、食品売り場で一番の目玉商品となったフルーツ大福は、連日完売を記録している。

　メディアにも多く取り上げられ、着物姿で働いている美しい凛子の写真が、ネットや雑誌に載るのはあまりいい気分ではなかったが、高梨園を守り抜いた彼女を誇らしく思う。

　宣伝効果で本店にも新規のお客さんが増え、銀座店を出したことは大成功と言えるだろう。

　突然の婚約、慣れない生活、長年勤めた職場との別れ、ぶどう農家の娘からの思わぬやっかみ、そして幼なじみからの突然の求愛……この半年余りは、彼女にとって目まぐるしい日々だっただろう。

　それなのに、どんな時も凛子は、花のような笑顔を浮かべているのだ。

　その笑顔は、どんな宝石よりも輝いて見える。

「高臣さん、おやすみなさい」

「おやすみ、凛子」

「明日はいよいよ結納の日ですね」

　凛子のかわいい顔が目の前にある。それだけでとんでもなく幸福度が上がってしまう。

　すでに眠そうな目でベッドに寝転んだまま、俺の顔を覗き込んでいる彼女をギュッと抱きしめた。

　――月日は巡り、彼女が言う通り明日はついに結納を交わす日だ。

　ようやく、婚約という口約束だけではなくなるのだ。

　うれしくてつい抱きしめた彼女の体温に、心の底から愛しさが込み上げてくる。

　ずっと俺の目が届く範囲に彼女にいてもらうことができたら、どんなに日々の不安が消えるだろうか。

「あの、高臣さん……？」

「少し……緊張するな」

「ふふ、高臣さんでも緊張したりするんですね」

「するさ、凛子関連のことでは。ああ、でも、凛子の振袖姿を見られるのはうれしいな」

「着物なんて毎日お店で着てるじゃないですか」

　そういえば、『和服美人の高梨園の長女』と宣伝される凛子見たさに男性客が増えていることを、咲菜から教えてもらった時は、手に持っていた万年筆をへし折りそうになった。

　咲菜も『凛子の仕事っぷりと容姿は関係ないのに下品な記事。まあ確かにかわいいけど』と、不満だけど納得という様子だった。

　そう、凛子がどんどん広い世界で活躍し、俺の手の中におさまらない人になっていくのは、納得だけど、少し寂しい。

　せめて家の中では俺だけの凛子でいてほしいと、そう願わずにはいられない。

　結納を交わしてもなお、こんな大人げない独占欲があることを知ったら、彼女はきっと呆れて笑うだろう。

「凛子、もう少しこっちにおいで」

「わっ」

　寝転がりながら、彼女の背中を抱き寄せちゅっと軽いキスを唇に落とすと、凛子は「いつも突然すぎます！」と焦ったように注意してきた。

　必死な彼女があまりにかわいくて、もうひとつ深いキスを落とすと、凛子は激しく抵抗した。

「あっ……、こ、こんなことしてたら寝坊しちゃいます」

「大丈夫、明日の準備は完璧だ。大事な日だからな」

「んん、高臣さっ……」

「愛してる、凛子……」

「ダ、ダメですっ」

　服に手をかけると、とうとう凛子がしびれを切らして俺の肩を押した。

　十分本気だった俺は、額にキスを落として怒っている凛子を宥なだめたけれど、彼女は不満げな顔だ。

「お、思い出して集中できなくなったら大変なので……！」

「ふ、わかった。今日は寝ようか」

　凛子にはバレていないようで安心したけれど、じつを言うと明日のことは結構緊張している。

　仕事では一度も緊張なんてしたことはないし、ましてや凛子のご両親には事前に結婚をお伝えし、快い返事をいただいているというのに。

　俺はそんな自分を一ミリも彼女に悟られないように、余裕の笑みを浮かべて彼女に布団をかけた。

　本当は、今すぐにでも結婚届を役所に提出しに行きたいところだが、出会ってちょうど一年目の春に入籍をしようということになった。

　凛子の仕事も、その頃には慣れて落ち着いているであろうということもあり、彼女のご両親も賛同してくれた。

　結婚がゴールということではないけれど、春には凛子が正式に妻になってくれるのだ。

　――人生で初めて〝欲しい〟と思った人が、生涯の伴侶となる。

　もちろんうれしい気持ちがほとんどだが、責任と不安も感じる。

　凛子を愛し抜く自信も、生きていく上で苦労はさせない自信もあるが、彼女が心から幸せだと思える日々を俺はちゃんと守り抜けるだろうか。

　今ままで勉強や仕事をロボットのようにこなしてきただけの俺が……。

「高臣さん、明日はよろしくお願いします」

「こちらこそ」

「ようやく高臣さんのお母さまともお会いできること……楽しみにしています」

「……ああ」

　一瞬、途方もない問いかけが頭をよぎったが、凛子の顔を見たら吹っ飛んだ。

　愛しさに胸がいっぱいになる中、俺は決意を固めるように彼女を抱きしめ、そっと目を閉じたのだった。




　結納が執り行われる場所は、赤あか坂さかにある高級料亭だ。

　凛子は和服の着付けをお義か母あさんにしてもらうために実家へ戻り、両家それぞれ車で集合することになっている。

　部屋は当然貸し切りで、美しい中庭の景色が一番よく見える部屋を予約した。

　庭にある小さな川が流れる音だけが、部屋の中に響いている。

　病弱な母も、最近は容体が安定していたようで、無事に父親と一緒に来ることができた。

　留袖姿の母は、緊張した面持ちで父の横に座っている。

　凛子のご両親も、同じように表情を硬くして、儀式を淡々と進めていく。

「そちらは高梨家からの結納でございます。幾久しくお納めください」

「ありがとうございます。幾久しくお受けいたします」

　凛子の父親から結納品を受け取ると、俺は深々と頭を下げる。

　そして、顔を上げた時に振り袖姿の凛子と一瞬目が合った。

　――牡丹と菊と藤の花が美しく刺繍されている、赤い振袖を身にまとった凛子は、いつも以上に美しく輝いて見えた。

　子供のように表情をころころと変える凛子も好きだが、今日のように大人びた様子の彼女にも心奪われてしまう。

　そして、父の締めの挨拶が終わると、無事に祝宴が始まった。

「いやー、本当にとんとん拍子で縁起がいいな。玄、本当にありがとう。これからもよろしく頼むぞ」

「文博、まさか同期から家族になるなんてな」

　いつもより上機嫌な様子の父親が、席を移動し、日本酒を凛子の父と酌み交わしている。

　形式に忠実な式が終わり、ようやく全員肩の力が抜けて、口数が増え始めた。

　凛子はまだ緊張しているようだったが、そんな様子を見かねたお義母さんが、空気を和ますように話し始める。

「うちの子、一度緊張するとなかなか戻らなくって……。久々の振袖で体が強張っちゃってるんじゃないかしら」

「凛子さんのお着物はお義母さんが選ばれたんですよね……さすがセンスがいいですね。凛子さんにとても似合っていて素敵です」

「やだそんな、高臣さんも紋付袴はかま姿素敵だわ。ああ、こんなに美味しいお酒人生で初めてだわ」

「お、お母さん、お酒そんなに強くないんだから気を付けてね！」

　日本酒をぐいっと飲むお義母さんを、隣で凛子が心配そうに見ている。

　そんな様子を眺めながら、ずっと大人しく見守っていた母が、ゆっくりと口を開いた。

「凛子さん、本当にありがとうね」

「お義母さま、そんな、こちらこそありがとうございます……」

　母が、黒髪をピシッとひとつにまとめている姿を見たのは、いつぶりだろう。

　父の一歩うしろについて、常に慎ましく大人しく生きてきた母は、どんな時もおだやかに笑っている。

　幼いながら感情が読めない人だと思っていたけれど、今日は特別にうれしそうにしていることが十分伝わってきて、自分でも驚いた。

　細く長い指をした両手で、凛子の手をそっと取ると、願うように頭を下げる。

「あらためて、高臣をよろしくお願いいたします。体が弱くて、この日までちゃんとご挨拶できずにごめんなさいね……」

「お義母さま、そんなことお気になさらないでください。たまにお電話できただけでもうれしかったです」

　凛子は焦ったように母の謝罪を否定し、手を握り返していた。

　ようやく会えたふたりだが、お互いに今日が初対面なので緊張している様子だ。

　母親は、俺が縁談を何度断っても、なにも言わずに受け入れてくれていたので、そこまで俺の結婚に期待をしているようには見えなかったけれど……じつはそうではなかったのだろうか。

「うちはちょっと特殊な家だから、もしなにかあったら相談してね」

「お義母さま……」

「高臣も、そんな家で抑圧され続けてきたから……、凛子さんがぜひいろんなことを教えてあげてください。生きていく上で、本当に大切なこと」

「え……」

　母の言葉に、俺は一番不安に思っていた部分をぐさっと刺されたような気持ちだった。

　昨夜も一瞬よぎった不安の正体……それは、自分にはあまりにも欠落している感情が多いということだったのだろう。

　今ようやく、形のない不安の原因がわかった。

　この先いつか、凛子がなにか大きな悲しみに襲われた時、俺はちゃんと彼女を救い出せるだろうか。

　この年になって彼女に出会うまで、俺はきっといくつもの大切な感情を見逃してきている。

　……彼女はいつか、そんな俺に幻滅しないだろうか。

　不安に駆られなにも言えずにいると、凛子はいつもと同じように明るい声で答えた。

「高臣さんは、優しい人です」

「凛子さん……」

「足りない部分はきっとお互いにあります。でも、高臣さんとなら、そこを助け合える関係になれると、私は信じています」

『優しい人です』というまっすぐな言葉が、胸の中にじんわりと染み渡っていく。

　どうして凛子は、俺という人間をそこまで言い切ってくれるのだろうか。……信じてくれるのだろうか。

　俺自身で自分のことをわかっていないのに、凛子がいるだけで〝自分〟という形が保てていける気がする。

　……そうだな。

　生まれてこの方自分に関心を持ったことはなかったが、凛子といる時の自分はとても〝いい感じ〟な気がする。

　なにを不安に思うことがあったのだろうか。

　――俺は、凛子がいれば、なにもかも大丈夫なのだ。

　そんな、根拠のない自信を積み重ねて、これからは鮮やかな日々を生きていきたい。

　なによりも愛おしく、なによりも大切なこの人と。

「この場をお借りし、あらためて言わせてください」

　俺はひとつ深く呼吸をしてから、凛子とお義母さんに向けて宣言したのだ。

「凛子さんを、生涯大切に守ります。この先、どんな日があっても」

　心の奥底から誓う。

　花のように美しい凛子の笑顔を、ずっとずっと守り抜くと。










夜桜と永遠




　ふっくらと茹ゆであがった小豆に、雪のように真っ白な砂糖をふんだんにまぶしていく。

　しばらくして、小豆からどんどん水が出てきて、ぐつぐつという音が聞こえてくる瞬間が、一番好きだ。

　小豆の甘い香りが辺りに漂って、湯気で顔が蒸されていく。ものすごく暑いけど、この優しい香りに包まれる時間はとても幸せだったりする。

　手で押し出すように鍋底から小豆を混ぜて粗めに潰していくと、徐々に水分が蒸発して、へらにもったりとくっつくようになった。

　そうしてでき上がった餡子をスプーンでひとすくいして、ぱくっと味見をしてみる。

「うん、美味しい」

　家の餡子作りをしっかり任せてもらえるようになった頃、季節は移り変わり、春になっていた。

　――高臣さんと結婚してから、あっという間に五度目の春を迎えたのだ。

「凛子、その餡子の粗熱取り終えたら、こっち手伝ってくれ」

「了解、永亮」

「この後、銀座の方にはすぐ戻るんだよな？　商品さっさと積み上げようと思って」

「そうだね、助かる」

　永亮に指示され、私は重たい餡子を大きなバットに移していく。

　もくもくと湯気が立ち上り、私は再び熱い蒸気に包まれた。

　父の一番弟子から、一年間のトレーニングを経て、私は今銀座店の店長として働いている。

　早朝は神楽坂本店で和菓子作りの手伝いをして、できあがった商品を車で銀座店まで運んでいく。

　本店と同じクオリティーの商品を届ける……それが父のポリシーだということは十分に心に刻んでいるので、少しの鮮度も落とさないように毎朝できたてを陳列している。

　銀座店をオープンしてから数年経ったけれど、ありがたいことにお客さんは継続してきてくれている。

　フルーツ大福が若い層にも受け入れられ、うちのお客さんの年齢層はかなり幅広いものとなった。

　加えて、高臣さんが観光客向けに百貨店をリニューアルした経緯もあって、外国のお客さんも年々増えた。

　大好きな和菓子に毎日触れることができて、私は日々幸せを噛みしめている。

　なにか高臣さんの会社にも貢献したいと思い、最近では、高臣さんの会社の社員である和菓子のバイヤーさんとも話し合って、和菓子フロア全体を盛り上げる施策を考えていたりもする。

　つまり、家業と二足の草鞋わらじを履いている状態だ。

「永亮、始めようか」

「おう、練り切りから積んでいくか」

　ケースに入った和菓子を、テンポよく中型車に積んでいく。

　今や一人前の職人となった永亮だけど、たまに人員不足で銀座店に立ってくれることがある。

　若い客層が増えたおかげか、永亮はますます女性客に人気が出たようで、彼がたまにレジに立つと黄色い声が聞こえてくる。

　幼い頃からずっと一緒にいる私はその現象が不思議でならないが、売り上げに貢献してくれているのならなんら問題はない。

「……なんだよ？　人の顔ジッと見て。いまさら惚れたか」

「さて、今日もたくさんうちの和菓子が売れますように、と」

「ガンつけといて無視してんじゃねぇ」

　永亮にしょうもない絡み方をされながらも、無事にすべての商品を車に積み終えた。

　その光景を見て、いつも心の底から願う。

　このお菓子たちが、多くの人に小さな幸せを届けられますように、と。

　いつも本気でお願いをしている私を見て、永亮は呆れたように笑った。

「本当、お前はいくつになっても和菓子バカだな」

「それはお互い様でしょ」

「高臣さんにも、たまにはそれくらい愛情表現してやれよな」

「余計なお世話っ」

　私は永亮の肩をぽこんと叩いてから、車のキーをポケットから取り出して、車内に乗り込んだ。

　ドアを閉める直前に、永亮に向かって片手を上げる。

「じゃあ、売りに行ってきます」

「おう、よろしく頼んだ」

　いつも通り永亮のぶっきらぼうな言葉に笑みを返して、私は車を発進させる。

　職人の想いがこもった大切な和菓子をのせて、私は銀座へと向かった。




　怒ど涛とうの開店準備を終え、嵐のように午前中が過ぎていった。

　今日は品出しもレジの準備もひとりでこなしていたが、お昼になると、最近バイトで入ってくれた茉ま奈なちゃんが出社してくれた。

　せまいスペースなので基本的にお店に立つのは多くてもふたりか三人なのだ。

　茉奈ちゃんはバイト経験が豊富な大学生で、とてもしっかり者で助かっている。

「お疲れ様です、店長。商品補充しておきますね」

「うん、ありがとう。今日もよろしくお願いします」

　ポニーテールがよく似合っている茉奈ちゃんが、今日も元気よく商品を棚へと運んでいく。

　ちなみにうちで働こうと思った理由は、制服の着物がかわいかったから、ということらしい。

　うちの制服はうぐいす色の簡易的な着物で、ひとりでも楽に着られるようにできている。

　どんな理由であれ、茉奈ちゃんが入ってきてくれてよかったと、心から思っている。

「店長！　いつも思うんですけど、ここのお客さんって皆富裕層ですよねー。接待に購入されるお客様に大企業が多いこと……」

「まあ、土地柄なのかなあ」

「しかもこの前！　スーツ姿の超絶男前の子連れパパが来たんですよ～！　領収書いりますかって一応聞いたんですけど、〝この子のおやつなので大丈夫です。ありがとう〟って微笑みながら帰っていって……！　ほんとイケメンすぎてぶっ倒れそうでした」

「ほおー、子連れでスーツ。保育園に迎えに行った帰りに寄ってくれたのかな？　うれしいね」

「しかも子供も美少女で。イケメンと幼女の組み合わせ、ほんと最高すぎて仕事捗はかどりました！」

　ふたりでそんな雑談をしながら補充を終え、入ってくるお客さんに「いらっしゃいませ」と丁寧に声をかける。

　ありがたいことに、毎日個数限定のフルーツ大福目当てに、一番にうちのお店に向かってくれるお客さんも多い。

　今日も大福目当てに、多くのお客さんが訪れ、朝から大忙しだった。

「いらっしゃいませ。フルーツ大福は残り三つとなっております」

　お店に並ぶ列に向かって、私は少しだけ声を張りあげる。

　レジは茉奈ちゃんの方が得意なので彼女に任せて、私は購入に迷われているお客さんの相談に乗ることに徹していた。

　そんな時、ぽんと肩を誰かに叩かれ、私は「はい！」と勢いよくうしろを振り返った。

　すると、そこには私服姿の岡田さんがいた。

「やっほー、今日はオフだから買いに来てみた」

「岡田さん！　いらっしゃいませ」

「無性にここのおはぎが食べたくなっちゃってさ」

　そう言って笑う岡田さんの指には、結婚指輪がはまっている。

　一年前に、ずっと同棲していたという彼と結婚した岡田さんは、家庭とアイドル追っかけ活動を両立させている。

　岡田さんの、ありあまる体力には本当にいつも感心する。

「井山さんは元気ですか？」

「元気元気。高臣さんに似てるアイドル教えたら、今はそっちに熱中してるよ」

「本当にただただ高臣さんの顔が好きだったんですね……」

「ほんと、単純すぎて呆れるわ。まあ仕事はしっかりしてるからなにも困ることはないよ」

　岡田さんと井山さんの関係性が初めは不安だったけれど、仕事上ではうまく回っているようでホッとした。

　岡田さんに限らず、パートのおばさんたちもたまに買いに来てくれることが、今は本当にうれしい。

　まだ井山さんが来てくれたことはないけれど、気長に待ってみようかなと思う。

「忙しいところ邪魔してごめんね。じゃ、このおはぎ買って帰るわ」

「こちらこそ、わざわざ休日にありがとうございます！　また来てください」

「はーい、仕事頑張ってね」

　そう言って彼女は明るく笑ってレジへと向かった。

　普段あまり和菓子を食べたことはなかったという岡田さんだけど、和菓子の魅力にハマったと以前言ってもらえて、それが本当にうれしかった。

　管理栄養士として知識を蓄えられたことはもちろん、あの職場で岡田さんのような人に出会えたことはかけがえのない経験だ。

　岡田さんの笑顔を見て、「よし、今日も頑張りますか」と胸の中で唱えて気合を入れたのだった。




「今日も盛況でしたねー。忙しいと時間経つの早くていいですね」

「茉奈ちゃん、なんてたくましい発言……いつもありがとうね」

　店内に営業終了のアナウンスが流れ、お客さんがぞろぞろと帰っていった頃。

　レジ締めをしながら。茉奈ちゃんが明るく「今日もお疲れ様でした」と言ってくれた。

　その言葉を聞いて、肉体的な疲労が少し和らいだ。

　いくら和菓子が大好きといっても、朝の仕込みから営業終了まで働く日はさすがに疲れる。

　わずかに売れ残った商品を箱に集めていると、お客さんが来る足音がうしろから聞こえた。

　即座にレジにいた茉奈ちゃんが、申し訳なさそうに声をかける。

「あの、すみません、今日はもう閉店してしまって……あ！」

　茉奈ちゃんが大きな声をあげたので、私も慌てて背後を振り向く。

　すると、そこには女の子を片手に抱いた、スーツ姿の男性が立っていた。

　それは紛れもなく、仕事終わりの高臣さんだった。

「高臣さん！　どうしたんですか、わざわざお店まで」

「え！　店長のお知り合いなんですか!?」

　レジにいた茉奈ちゃんが、驚いたように私と高臣さんの顔を交互に見ている。

　もしかして、さっき雑談していた幼女とサラリーマンは、私の家族のことだったんだろうか……？

　私は茉奈ちゃんに「知り合いというか、夫です」と紹介すると、彼女はさらに大きな声をあげた。

「ええ!?　聞いてないですよ店長……こんなイケメンの旦那さんだなんて」

「はじめまして、三津橋です。この前は領収書のお気遣いをありがとう」

　パニック状態になっている茉奈ちゃんに、高臣さんは落ち着いた声で挨拶を交わす。

　領収書のお気遣い……ということは、やはりさっき話題になっていたのは高臣さんのことだったのか。

　なんて答え合わせをしていると、茉奈ちゃんは顔を真っ赤にして両手をぶんぶんと横に振った。

「い、いえいえそんな！　……って、〝ミツハシ〟ってお名前なんですね……？　この百貨店と同じ……」

「ここの代表を務めています。これからも高梨園をよろしくお願いします」

「ええ!?　あっ、よ、よろしくお願いいたします……！」

『なにもかも聞いてないですよ』という目線を、茉奈ちゃんはガンガンに送ってくる。

　とっくに言っていた気になっていたが、そういえば詳細は伝えていなかったような、いたような……。職場では高梨の名前で仕事をしていたので、話す機会がなかったのもある。

　私は苦笑いをしながら、そっと高臣さんが片手に抱いている、ツインテールに水色のワンピース姿の三歳の女の子に近づいた。

「美み桜お、今日もいい子にしてた？」

「きょうね、みお、おいがみであそんだのー」

「折り紙で遊んだの？　楽しかった？」

　今日はお互い仕事だったので、美桜のことはベビーシッターさんに預けていた。

　二十時までしか預かってもらえないので、店舗に立つ日は高臣さんに早めに帰宅してもらっている。

　家でふたりで遊んで待っているとメッセージがあったはずだけれど、美桜がぐずってしまったのだろうか。

「寝かしつけようと思ったんだが、どうしても美桜が折り紙見せたいって聞かなくて……悪い」

「そうだったの、ありがとう」

　バツが悪そうに謝る高臣さんに、私は御礼を伝えた。

　美桜がピンクの紙で折ってくれたのは、桜の花のようだった。

　少し不格好な仕上がりだけど……、美桜の成長が見て取れて素直にうれしい。

　私は折り紙の桜を受け取ると、美桜の頭をたくさん撫でた。

　そんな様子を見ていた茉奈ちゃんは、興奮冷めやらぬ様子で呟く。

「和服美人とイケメン御曹司と美少女……、ドラマのワンシーンなんですけど」

「なにおかしなこと言ってるの。茉奈ちゃん、この子美桜って言うの。よろしくね」

「かわいい～！　そりゃ店長の子だったら美少女になりますよね。お目めくりくりですね！」

　茉奈ちゃんは美桜の手をギュッと握って、「はじめまして」と笑顔を向けた。

　美桜は少し人見知りをしているようだったけれど、おどおどしながらも茉奈ちゃんの手を握り返している。

　そんな様子を、高臣さんも優しく見守っていた。

「高臣さん、あと少しで仕事終わるので待っていてもらえますか？」

「ああ、咲菜もまだ会社にいるし、少し寄っていくよ。美桜に会わせろってうるさいからな、アイツ」

　高臣さんの呆れたような言葉に、私は笑った。

「あはは、咲菜さん、美桜のこと溺愛してますもんね」

　咲菜さんは結婚してからもとても仲よくしてくれて、美桜が生まれてからは毎週のように服をプレゼントしてくれる。

　ファッションセンス抜群の咲菜さんが選んでくれる服は、本当にどれもかわいくて、親バカながら着替えさせるたびに写真撮影会が始まってしまう。

「じゃ、また後で。茉奈さんもまた」

「うん、終わったら連絡するね」

　そう言って手を振り、高臣さんは咲菜さんのもとへと向かっていった。

　茉奈ちゃんは隣で目をハートにしながら、高臣さんの背中を見送っている。

　そして、私と再びふたりきりになると、がしっと私の肩を掴んでずっと言いたかったであろうことを吐き捨てた。

「本当になにもかも聞いてません!!　初耳です」

「ご、ごめん、てっきり言った気になってた……あはは」

「とりあえず旦那さんの弟とか従弟とかいたら紹介よろしくです！」

　そんな圧をかけられながら、私と茉奈ちゃんは急ピッチで仕事を終わらせた。

　店内の掃除が最後に残っていたけれど、茉奈ちゃんの気遣いで先に上がらせてもらうことになった。

　高臣さんがここの代表ということで、茉奈ちゃんを驚かせてしまったことには申し訳ないと思いながらも、私はその厚意に甘えさせてもらうことにした。




　地下駐車場に停めてある車で、高臣さんと合流することとなった。

　ピカピカに磨かれた高級車の中で、高臣さんが美桜のワガママに四苦八苦している姿が外から見えて、私は思わずぷっと吹き出してしまう。

　高臣さんは美桜に対しても比較的クールなままだけど、いつも彼女の前では顔が緩みっぱなしだ。

　美桜に甘すぎてたまに私が怒ってしまうほど、高臣さんは美桜を溺愛している。

「高臣さん、お待たせしました」

「凛子。お疲れ様」

　車の窓ガラスをコンコンとノックすると、高臣さんはすぐにドアを開けてくれた。

　そして、助手席にいた美桜を、後部座席のチャイルドシートになんとか座らせて、車を発進させる。

　静かなエンジン音とともに車が動き始め、地下駐車場を出た。

「美桜は車の中でなにを暴れていたの？」

「俺が結んだ髪型が相当気にくわないらしい。やはり凛子じゃないとダメだな」

「あはは、高臣さん意外と手先が不器用だから」

「仕事でできないことはないのにな……おかしい」

「パパのだとあたまのうしろがぐちゃぐちゃでいやなのっ」

　私たちの会話を聞いていた美桜が、うしろでムスッとした顔をしている。

　それを聞いた高臣さんは明らかにショックを受けた表情で、「そんなにぐちゃぐちゃか……」とぽつりと反省したように呟いていた。

　いつもは自信たっぷりな高臣さんが、育児を通していろんな一面を見せてくれて、とてもうれしい。なんて言ったら、彼は眉を顰めるだろうけれど。

「あれ、これからどこか寄るの……？」

　ふと、家の方向に向かっていないことに気付いて、私は問いかけた。

　高臣さんは落ち着いた口調でこう答える。

「美桜の折り紙を見て思ったんだが、今日は少し夜桜を見てから帰らないか」

「あ、銀座通りとかの……？　確かに今、満開ですもんね。いいですね」

「よかった。綺麗な桜を、凛子と見たいと思ったんだ」

　結婚して五年が経っても、高臣さんはさらっとキザなことを言ったりする。

　街頭が明るく照らす銀座の街を通り抜けて、私たちは桜が見えるスポットへと向かった。

　ふと、美桜が静かなことに気付いて心配になり振り返ると、彼女はいつのまにか熟睡していた。

「ふふ、さっきまであんなに騒いでたのに……」

　美桜の寝顔を高臣さんもミラー越しにちらっと確認して、ふっと口角を上げていた。

　もう少し美桜の前でもわかりやすく笑えばいいのに……とも思うが、ポーカーフェイスなところも含めて高臣さんだ。

　私はそんなクールな彼の横顔を見ながら、桜が窓越しに現れるのを待った。

「あ、この辺、すごい綺麗ですね」

「ここら辺で少し停めるか」

　ほどなくして、桜が道沿いに咲いているスポットにたどり着いた。

　車通りは少ない場所で、少し薄暗いせいか人もちらほらとしかいない。

　じゃまにならない位置に車を寄せて、ほんの一、二分、夜桜を楽しむことにした。

「綺麗……」

　しばらくはゆっくり花見をすることなんて難しいと思っていた。

　まさかこんな形で、数分でも桜を楽しめる時間があるなんて。

　車の中から見ても十分美しい夜桜を、目に焼きつけるかのように見つめていた。

　すると、高臣さんの腕がするりと肩に回って、トンと抱き寄せられる。

「……凛子、いつもありがとう」

「ふふ、なんですか急に。なにに対する御礼なんですか？」

「……形容しがたいが、存在してくれることに対してかな」

「範囲が大きいですね……」

　私が苦笑しながらそうつっこむと、高臣さんは私の肩を抱きしめる力を強めて、ひとり言のように呟いた。

「そばにいてくれるたびに、ありがとうと思ってるよ」

「え……」

　思わぬ言葉に、胸の中がきゅっと苦しくなる。

　私は彼の気持ちに応えるように、そっと胸に寄りかかる。

　桜を見ると、どうしてこうもいろんなことが蘇ってくるのだろう。

　そういえば、高臣さんと初めて出会ったあの日も、満開の桜が庭に咲いていた。

　静かに目を閉じると、あの日から今日まで、本当にいろんなことがあったと感慨深くなる。

　高臣さんも同じ気持ちだったのか、「凛子」と優しい声で私の名前を呼んだ。

　それから、桜の花びらが触れるかのような優しいキスを、唇に落とした。

　キスをした後にしばらく見つめあうと、ふと心に浮かんだことがそのまま口をついて出てしまった。

「高臣さん、愛してます」

　呼吸をするくらい当たり前のように、言葉が溢れ出ていく。

　高臣さんは私の言葉を聞いて、一瞬だけ驚いたように固まっていた。

　永亮の言う通り、最近はこんなにストレートに愛情表現をすること、忘れていたかもしれないな。

　高臣さんは毎日のように、美桜にも私にも愛を降り注いでくれているというのに。

「俺も愛してる。凛子よりも、ずっと」

「またそんなことを言って……」

「凛子と目が合うたびに、キスしたいと思ってる」

「た、高臣さっ……」

　美桜が起きちゃう、と言おうとした口を、今度は深いキスで塞がれた。

　甘いキスに意識が一瞬朦朧とした。それほど私は、高臣さんのキスに弱い。

　ようやく唇が離れると、美しい顔が目の前にあって、さらに頭がくらっとした。

　出会って何年経とうと、私は高臣さんにはなにひとつ敵かなわない。

「もう五年も一緒にいたら知ってるだろ？　俺は凛子のことが、愛しくて仕方ないんだってこと」

「は、はい……」

「ふ、ならいい」

　静かに笑う彼の柔らかい表情を見て、胸の中が温かくなっていく。

　そんな彼のうしろを、何枚もの桜の花びらがひらひらと舞い降りていった。

　その光景を見て、高臣さんと出会った日のことが、桜と一緒に瞼の裏に浮かんできた。

　――これは政略結婚だ、とキッパリ割り切った言い方をした高臣さん。

　最初は少しだけそのクールさに緊張したが、彼が優しい人だということは、ただの勘だけれど目を見てすぐにわかった。

　そういえば、いまさらだけれどあの時高臣さんに対して抱いた感情があることを思い出した。

　高梨園を守りたいと思ってくれた理由を聞いた時、高臣さんは『変わらないものがひとつあるだけで、心が落ち着いたりする』と、答えたのだ。

　私はあの瞬間から、この人を愛おしいと思い、守りたいと思っていたのかもしれない。

　彼にとって〝変わらないもの〟に、私がなってあげたいと、ひそかに願ってしまったのかもしれない。

　でもそんなことを言うのは、まだ少し気恥ずかしいから。

　ふと昔のことを思い出してぼうっとしていた私を、高臣さんは少し不思議そうに見守っていた。

　そんな彼の手を握りしめて、私はあらためて最大限の愛を誓う。

「ずっと、高臣さんのそばにいます」

　春の夜、桜の木の下、車の中で。

　私はぽつりと、でも力強く、そう呟いた。

　彼の目が、また少しだけ驚きで丸くなって、でもすぐに優しく細められていくその一連の動作を見て、私は心の底から幸せを感じたのだった。

「凛子に出会えて、本当によかった」

　後部座席に、かけがえのない愛しいわが子の寝息を聞きながら、車は夜桜のアーチの下をゆっくりと発進していく。

　人生の終わりが来るまで、どこまでもともに歩んでいこう。




end










あとがき




　このたびは、本書をお手に取って頂き、まことにありがとうございます。ベリーズ文庫にて新作を出させて頂くのは本当に久しぶりで、緊張してしまいましたが、最後までとても楽しく書かせていただきました。

　読者様にも、少しでも凛子と高臣のかけあいを楽しんでいただけましたら幸いです。




　自我を抑えてきた高臣にとっての凛子は、自分にない素直さを持っているまぶしい人。一方、いつも猪突猛進な凛子にとっての高臣は、お店（高梨園）以外に初めて守ってあげたいと思えた人。少しずつ、ふたりが出会った意味が深くなっていく過程を、大切に描きたいと思い最後まで書き終えました。

　個人的には永亮もお気に入りのキャラでしたので、永亮と凛子の幼なじみのじゃれあいを描くシーンは、ぽんぽん会話が頭の中に浮かんで、とってもスムーズでした。永亮にも幸多からんことを願って……。

　あまり多く描けなかったのですが、和菓子を作るシーンを描くのもとても楽しく、色んな和菓子のサイトをめぐっているうちに時間があっという間に過ぎていたなんてこともございました。じつを言うと今まであまり和菓子は得意ではなかったのですが、大人になって食べてみると不思議なことに味覚の好みが変わり、和菓子を食べると心がホッとするな……と感じるようになりました。

　高臣が和菓子を心のよりどころにしていたのも、大袈裟ではないことが今ではよくわかります。

　ある意味、〝好きな食べ物（和菓子）〟が凛子と高臣の恋を繋げてくれたことになりますが、自分が大切に思っているものを同じくらい大切に思ってもらえる、という関係性は、何百人何千人出会ってもなかなか築くことは難しいことかもしれません。

　そう思うと、ふたりの絆はとても強いものになれるんじゃないかと思っています。




　長くなってしまいましたが、最後までお読みいただきありがとうございました。

　この作品に携わってくださった方々、いつも応援してくださる読者様、初めて拙作を読んでくださったすべての方に厚く御礼申し上げます。

　また新しい作品でお会いできることを願って。

春はる田たモカ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。







[image: ]










お見合い政略結婚


～極上旦那様は昂る独占欲を抑えられない～







発　行　２０２０年12月10日　初版第１刷発行

著　者　春田モカ

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Moka Haruta 2020




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		お見合い政略結婚～極上旦那様は昂る独占欲を抑えられない



		突然のお見合い話



		はじめまして、婚約相手様



		夫婦なら……



		前途多難



		芽生える執着心　side 高臣



		突然の告白



		戸惑いの夜、そして……　side 高臣＆凛子



		愛しい気持ち　side 高臣



		波乱の京都旅行



		計算外の未来　side 高臣＆凛子



		愛の決意



		ともに生きていく　side 高臣



		夜桜と永遠



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/gaiji-c8705-m-v.png





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






